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午前９時００分開議

○議長（青砥日出夫君） 開会いたします。

ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しており

ますので、本日の会議を開きます。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（青砥日出夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

１３番、真壁容子君、１番、白川立真君。

⋞ ⋞

日程第２ 議事日程の宣告

○議長（青砥日出夫君） 日程第２、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。
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⋞ ⋞

日程第３ 町政に対する一般質問

○議長（青砥日出夫君） 日程第３、町政に対する一般質問を行います。

順序は通告の順とし、順次質問を許します。

初めに、７番、杉谷早苗君の質問を許します。

７番、杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 改めまして、おはようございます。７番、杉谷早苗です。議長の

お許しをいただきましたので、通告に従って３項目について質問をいたします。

初めに、今後の保育園についてお尋ねいたします。

昨年１０月執行されました選挙後、私は初めての議会、ちょうど１年前の１２月議会において、

町長のマニフェストの中より保育園の改修について質問をいたしました。その折、町内４保育園

の施設設備の状況や保護者対象のアンケートの回答について詳しく説明を受けました。そして、

平成２４年８月に成立した子ども⋞子育て支援法において、市町村は子ども⋞子育て支援事業計

画を策定することにより、教育⋞保育施設における必要利用定員総数や教育⋞保育の量の見込み

並びに実施しようとする教育⋞保育の提供体制の確保の内容及びその実施時期について市町村が

定めることになっているとされているが、現在では公立保育所建設や施設改修などを目的とした

補助金は廃止となり、町の一般財源として制約を受けるようになっているとの説明がありました。

その上で、このようなことを踏まえて、地域のニーズに合ったよりよい園になるよう検討したい

とのお答えをいただいております。

そこで、１年後、今日の現状についてお伺いいたします。

１点目です。この質問は、今後の保育園についてのくくりの中としてお尋ねいたします。こと

しの６月に幼児教育無償化が報道されました。これは、保育園においては平成２６年度から実施

されるというものです。翻って、保育園はどのような状況なのか、無償化についての検討がなさ

れているのかどうかをお尋ねいたします。

２点目、保育園施設設備については、どのような議論がなされているのかお尋ねいたします。

３点目、新制度における保育園はどのような運営形態をお考えであるのかお尋ねいたします。

４点目、この新制度が従来と大きく変わる点についての説明をお願いいたします。

５点目、放課後児童クラブの今後の方向性についてお尋ねいたします。

この放課後児童クラブについては、９月議会に同僚議員も質問され、それぞれについて既にお

答えになっております。
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小学生対象のこの事業をここでなぜ取り上げたのか申し上げますと、放課後児童クラブの基準

に関する専門委員会の中で、現在保育所に通っている子供たちが数年後に放課後児童クラブに来

ることを考えて準備することが必要ではないかなどの意見があったからです。新制度においては

対象年齢が拡大されることにより、さまざまな論点、検討すべき視点がまだ多くあると思います。

しかしながら、私は、地域の実情に応じしんしゃくできる部分があるのかどうかわかりません。

そして、改めて申し上げるまでもなく、対象年齢が拡大になったのは児童福祉法の改定です。そ

れは、これまで小学校に就学しているおおむね１０歳未満の児童とされていた放課後児童クラブ

の対象児童が、小学校に就学している児童とされたことです。そこで、改正された児童福祉法を

どのように御判断されたのかお尋ねし、今後の方向性をお尋ねするものです。

６点目、新制度の実施時期をお尋ねいたします。

この実施時期についても、平成２７年４月からとお答えになっておられます。この新制度の安

定財源として国分の消費税収の年金、医療、介護に加え、子育てに拡大して充てようとされてお

ります。不確定な消費税頼みなのですが、平成２７年１０月の消費税１０％引き上げ状況のいか

んにかかわらずこの新制度は施行されるのか、重ねてお尋ねいたします。

次、２項目め、文化活動拠点施設についてお尋ねいたします。

このことについても、昨年１２月議会において質問をさせていただきました。昨年の時点では、

西伯分館の老朽化により社会教育の拠点施設として抜本的な対策の必要性があることや、法勝寺

図書館は、必要なサービスへの取り組みにはスペース的な面で利用者のニーズに応え切れていな

い現状があるとの説明を受けました。こうした状況を踏まえ、新しい時代の社会教育の拠点施設

としての側面と、地域づくりやまちづくりに取り組むコミュニティーの拠点施設としての側面を

あわせ持つ複合的な学びの中核施設を整備する必要があることなど、お考えを示されました。そ

して、具体的には、公民館機能と図書館の一本化を施設の柱として、複合的な側面としては児童

館機能を持たせたいなどとのお答えでした。

加えて、産業遺産で県の文化財指定を受けている法勝寺電車については、現在、後藤工場で修

復中ですが、全面的な塗装、改修工事を終えた後、展示、保存、活用場所については室内が望ま

しいとの御発言もありました。

これら文化活動拠点施設の進捗状況をお尋ねいたします。

３項目めでございます。南部町教育についてお尋ねいたします。

９月議会において我が南部町は、県との連携を前提に、土曜日を月２回、学校⋞地域⋞家庭と

の協働による土曜開講を検討したいとのお考えを表明されました。また、広報なんぶ９月号には、
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私どもが初めて目にする学校マニフェストが掲載されております。加えて、今年度は、全国で１，

０００カ所配属の家庭教育支援員が我が町にも配置になり、さまざまな活動をされております。

一方、幼児期の教育については、教育基本法に新設されたことなどにもよるとは思われますが、

近年、この重要性についての関心が高まり、多くの視点から論じられております。

私は一般質問を重ねる中においてお考えをお聞きをしてまいりましたが、今年度は特に南部町

の教育が大きく変わるのではないかと感じております。そこで、この町に生まれた子供たちが義

務教育終了までに受ける南部町の教育をどのように考え、思い描いておられるのかをお尋ねいた

します。

以上３項目にわたり質問いたしました。よろしくお願いいたします。終わります。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 杉谷議員の御質問にお答えをしてまいります。

最初に、今後の保育園についてでございます。

幼児教育の無償化についてでございますけれども、文部科学省では、平成２６年度から５歳児

の幼稚園保育料について無償化を検討しているところございます。財源の問題があるため、２６

年度は幼稚園と保育所の負担の平準化などを図ることとし、低所得世帯と多子世帯に絞って保護

者負担の軽減を行うこととしております。具体的には、生活保護世帯の保護者負担を無償化する

こと、多子世帯には保育所と同様に第２子の保護者負担を半額にした上で所得制限を撤廃し、第

３子以降についても所得制限を撤廃することとしております。

保育所の場合、現在既に、同時に子供が３人入所している場合は、所得にかかわらず第３子の

保育料は無料としております。また、鳥取県では、多子世帯への支援として県独自の軽減策も講

じておりますので、このたびの幼児教育無償化の内容については、保育所では既に実施されてい

るというぐあいに思っております。平成２７年度以降につきましては、子ども⋞子育て支援計画

に基づき進めていくことになろうかと思っております。

次に、保育園施設整備についてどのような議論がなされているかということでございます。近

年の保育園の状況は、０歳児を初め１、２歳児の入園希望がふえておりまして、年度途中の希望

者は入園できず、十分な保育サービスが行えていない状況になっております。このような状況か

ら、ゼロ歳から５歳の保育はもとより、小学校、中学校との連携、地域との交流ができる施設で、

安心して楽しい子育てをしていただくことを構想しているところでございます。

次に、子ども⋞子育て支援新制度における保育園の運営形態ということございますが、保育園

は日中の保育に欠ける子供を保護者にかわって保育するための施設であるわけであります。子ど
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も⋞子育て支援法第１９条では小学校の就学前の子供を３つに分けております。１号として満３

歳以上で教育標準時間認定の子供、２号として満３歳以上で保育認定の子供、３号として満３歳

未満で保育認定の子供となっております。２号、３号の保育認定を受ける子供というのが、いわ

ゆる従来の保育に欠ける子供に該当しております。

新制度では、２号、３号の子供を、保護者がフルタイムの就労している保育標準時間認定の子

供と保護者がパートタイム労働している保育短時間認定の子供に区分をいたしまして、保育必要

量に応じて施設型給付を行うことにしております。１号に該当する教育標準時間認定の子供とい

うのは、保護者による保育が可能な子供のことでございます。現在は町内に幼稚園がないために、

１号に該当する子供は近隣の幼稚園に通園されております。新制度のもと、町立保育園が認定こ

ども園へ移行することになれば、町内での通園を希望する子供を受け入れることができるように

なると考えております。新制度が従来と大きく変わる点でございますけれども、先ほど申し上げ

ましたように、全ての子供について利用者の希望を把握しつつ、教育、保育の必要量を自治体が

認定し給付する点であろうと考えております。

次に、放課後の児童クラブの今後の方向性ということでございます。

児童福祉法の改正により、事業の対象が小学校に就学しているおおむね１０歳未満の児童から

小学校に就学している児童とされたところでございます。現在、南部町には３つの放課後児童ク

ラブがございます。いずれのクラブも法律やガイドライン、補助要綱を遵守して運営しておりま

すが、近年、長期休業中のニーズにお応えできない場合も生じてきております。

対象児童につきましては、特別な事情がある児童を除いて、３年生までの受け入れとしてきて

おります。町が運営しております放課後児童クラブは、児童が毎日の生活の場として過ごしてお

ります。４年生以上の高学年になりますと、体力がつき、行動範囲も広がってまいりますので、

低学年と同じ生活の場となれば行動範囲、生活面で制限され、ストレスを感じることもあると考

えられますので、利用される方の人数、支援の体制や施設環境の整備などが課題となってまいり

ます。

社会性が高まり、防犯や自己管理ができるようになる高学年になりますと、ただ放課後児童ク

ラブでお預かりするだけではなくて、南部町総合型地域スポーツクラブ、スポｎｅｔなんぶや南

部町スポーツ少年団に加入していただき、スポーツ、文化活動を通じて交流の輪を広げていただ

くことや、塾や習い事、家庭での学習、あるいはお手伝い、また、地域で同年代の子供たちが少

なくても地域振興協議会などの活動により年齢の異なる方々と交流することなど、児童自身の考

えや保護者の思いなどによってさまざまな放課後の過ごし方が選択できると考えております。今
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のところ対象年齢の引き上げは考えておりませんが、法の拘束力等を考慮し、１１月に実施しま

したニーズ調査の結果や国の基本指針を踏まえて、安全⋞安心な子供の居場所として、地域の方

々とのつながりなどを考えながら検討していきたいと考えております。

次に、新制度の実施時期につきましては、国が予定しております平成２７年４月を予定してお

ります。

次に、文化活動拠点施設についてでございます。お尋ねは、文化活動拠点施設整備に係る、現

段階での進捗状況や構想についてでございます。

今年度は、社会教育委員協議会を中心に、西伯分館にかわる新たな社会教育拠点施設に求めら

れる機能について、県外の先進的施設の視察を含め、研究、協議、検討をしていただきました。

現在、教育委員会事務局において最終的な意見集約、取りまとめをしているところであります。

教育委員会が久しく御指導いただいております山口大学の長畑教授によりますと、全国的にこ

こ数年、新たに建設された、あるいは建設計画のある同様の施設は、その多くが社会教育や生涯

学習の拠点としての側面と地域づくりやまちづくりに取り組むコミュニティーの拠点としての側

面とをあわせ持つ、中核的、複合的な施設であると指摘されているようであります。また、民間

事業者との積極的なコラボも見受けられると伺っております。

こうしたことも踏まえ、私としましては、６月の定例議会でもお答えいたしましたように、地

域づくり活動を進めるための学びや交流、連携、創造の中央広場のような施設をイメージしたい

わけであります。また、こうしたことに加え、若い皆さんのさまざまな要望や子育て支援にも応

えられ、町の伝統文化や自然環境など、多様な役割を担う複合型施設を思い描いているところで

あります。そう考えてみますと、公民館や図書館、児童館などの機能を核とした、町民交流と情

報交流が生み出されるような施設とも言えるかもわかりません。しかしながら、こうした施設整

備への国の財政支援メニューは極めて脆弱であります。住民の皆様の声にしっかりと耳を傾けな

がら、優先する機能や役割をよく見きわめるべく、引き続き慎重に検討を進めてまいりたいと考

えております。

御指摘のありました法勝寺電車についてですが、昨年度、鉄道遺産についての専門家である堤

一郎工学博士に御指導いただきまして、解体調査、保存、修理に向けてのガイドラインを作成し

ました。これに沿いまして本年度は全面的な改修を行い、年度内に修理を終えることになってお

ります。修理後の保存、展示については、当該ガイドラインの中で車両は静態保存とし、動態保

存をしないとされているほか、町文化財保護審議会でも屋内での静態展示が望ましいとの御意見

をいただいております。こうしたことから、私としても、このたびの施設整備計画と一体的に考
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えたいと思いますが、タイミングがうまく合いませんので、改修終了後は一時的にどこかに仮保

存しなければならないのではないかと考えているところであります。

南部町教育については、これは教育長のほうから御答弁を申し上げますので、よろしくお願い

します。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 杉谷議員さんの南部町の教育にかかわる御質問にお答えをしてまいり

ます。９月議会におきまして、月２回程度、土曜日に小⋞中学校を開講することについて検討す

る方向であるということの旨、お答えをいたしました。議員御指摘のように、確かにこのことは

本町教育の大きな変化でもございますので、まず、このことについて現状をお話をさせていただ

きます。

土曜開講につきましては、７月以降、幾度となく校長と協議、意見交換を重ねるとともに、Ｐ

ＴＡやコミュニティースクール関係者、スポーツ少年団指導者とも意見交換させていただきまし

た。具体的に提案できる段階ではありませんでしたので御意見はさまざまでございましたが、そ

の方向性についてはおおむね御了承いただけたと考えております。１０月下旬には保護者を対象

としたアンケート調査を実施しましたが、７割を超える保護者の皆様に、月１回ないしは２回の

土曜開講に御理解をいただいております。こうしたことから、１１月の定例教育委員会におきま

して、県教育委員会の具体的な支援体制の確保を前提として、平成２６年度試行、平成２７年度

本格実施の方向を決定をいたしました。

南部町教育委員会は発足当初より、１つ、地域とともに歩む学校教育、２つ、地域と協働する

家庭教育、３つ、地域の自立を支える社会教育を最重要課題として教育行政の推進に取り組んで

まいりました。具体的には、コミュニティースクールや全国学力⋞学習状況調査結果の公表、教

育の日条例の制定や学校マニフェストの公表、さらには、おせの背中を魅せよう町民運動等々の

施策であり、常に地域社会や地域の皆様の願いや思いを、つまり町を意識をしながら取り組んで

まいりました。

こうした取り組みを踏まえ、今年度策定いたしました南部町教育振興基本計画においては、本

町の教育が目指す姿として、心豊かな自立した子供の育成、心豊かにともに生きる社会の醸成を

掲げたところでございます。

具体的な施策についてはここでは申し述べませんが、学校教育の変化という観点から２点、教

育長としての所見を述べてみたいと思います。

まず１点目でございますが、先ほどお答えいたしました土曜開講への期待であります。土曜開
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講では、町の未来を学ぶ新しい教科、町民科の創設や、子供たちが自身の生き方を学ぶキャリア

教育の充実を図りたいと考えています。これは、地域の教育力を生かした子供たちの学びを一層

充実させ、真に生きる力を育てるとともに、学校を核とした新しい時代の社会教育や地域社会と

の連携、協働体制を構築したいと考えているからであります。つまり、子供たちの土曜日の学び

をさらに充実、発展させる取り組みを、公民館活動や地域振興協議会活動と一体的に取り組めな

いか考えてまいります。まさに子供は地域の宝、宝磨きをおせ全員で取り組むことのできるまち

づくりを標榜したいと考えております。

２点目でありますが、小⋞中学校９年間の義務教育に保育あるいは就学前教育との連携を促し、

子供たちの発達段階に応じた、一貫した指導をしていくといった今日の教育行政の姿では十分で

はないのではないかと感じております。今日の学校教育が抱える諸課題を解決するためには、多

くの子供たちがそうであるように、保育園と小学校の最大１２年間継続する保育と教育を融合あ

るいは一体的に捉え、早い段階から保護者の皆様とともに子供を育てていく仕組みや体制に変え

ていくことが必要でないかと考えております。また、同時に、中学校では保⋞小での培った力を

基礎に、中⋞高連携を基盤として、社会を支える一人の大人としての生き方を学ぶことに、より

シフトしていくことが求められているように感じています。より具体的にみずからの人生をイメ

ージさせることが大切であり、このことは先ほど申し上げましたキャリア教育を充実させたいと

いうことにつながっているわけでございます。

いずれにいたしましても、本町教育委員会が目指す学校の姿は、地域に開かれた、保護者や地

域の皆さんから信頼され、そして期待をされる学校へと変貌していくことが求められていると認

識いたしております。社会や時代の変化をしっかり受けとめながら、信頼していただける教育行

政の推進に引き続き努力をしてまいります。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） それぞれ御丁寧にありがとうございました。

今後の保育園についてのことで、１点目の幼児教育無償化につきましては、我が町には幼稚園

はございません、保育園だけでございますが、保育園につきましては、幼稚園にもあるんでしょ

うけども、ないさまざまな手当てがしてあるいうことで、何か５歳児無償化があるんではないか

と思いますと、ついつい私は５歳児を持ってらっしゃる、この町の保育園に通ってらっしゃる方

の軽減になるのではないかなと単純に思いましてこのような質問をさせていただきましたが、全

体を考えてよくよく見ますと、そのような子供を持たれる御家庭の平準化というんですか、その

ようなことっていうことがよくわかりました。
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それで、２点目のほうです。施設整備についてっていうことでおっしゃいました。それで、こ

の中で、地域との連携のとれる、そういう保育園になっていきたいというようなことをおっしゃ

ったんですが、具体的な何をどうっていうことはお聞きできませんでしたが、そのようなことを

計画的にも考えていらっしゃるのかどうなのか、またそのときには、今までは２園だけ、さくら

とつくしですね、そこはゼロ歳児からの受け入れいうことがありましたが、あと２園、すみれと

ひまわりにつきましては、従来っていうか、ゼロ歳児からの受け入れっていうことは考えてはい

らっしゃいませんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。小学校、中学校との連携というこ

とで、今はもう既に小学校と連携をやっておりまして、長期社会体験研修……。ちょっと忘れま

したけど、小学校の先生との交流をやっております。地域との交流というのは、やはり今、子供

たちも地域で、自分のおうちの方だけじゃなくて周りの方ともずっと、育ててもらうというよう

な状況をつくっていかないと、地域が好きな子供たちっていうのは生まれてこないんじゃないか

なという考えもありまして、これから考えていきたいと思っています。

保育園の形態ですけども、すみれで今ゼロ歳児やっておりませんが、やはり施設的な問題もあ

りましてできませんので、これから建てかえも考えておりますから、来年度はまだ、今のところ

考えておりません。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） すみれの建てかえっていうお言葉が出ました。以前、同僚議員か

らも、一番にすみれ保育園が老朽化しているっていうことの御指摘もあり、それぞれ何とかした

いっていうような御答弁をいただいてはおりますが、現段階ではそのような計画とか、そのよう

なことっていうのはお考えではないのでしょうか。時期的なものを少しお尋ねしたいなと思うん

ですが、いかがでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。今、子ども⋞子育て新制度という

形で、保育園とか幼児教育の形が変わってきておりますので、それも考えながら、やはり古い保

育園はすみれ保育園ですので、それも考えて、ちょっと時期的なことというのは、早急にという

のは考えておりますけども、やっていきたいなとは思っております。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 早急にいうことですので、本当に早急にお願いしたいと思います。
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その場合に、保育園でも２階建てっていうことはお考えでしょうか。どういうもんでしょうね、

その２階建てっていうことについて、いろいろ問題もありますが、どういいますか、２階があっ

て助かったっていう例もありますし、それは賛否分かれるところなんですが、これについてはど

のようにお考えでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。すみれ保育園の建てかえは、以前から最も古い施設

として要望もいただいておりまして、やるとすればすみれが一番先だなということでございます

ので、課長もそのように答えたというように思います。

それから、建てかえるについて、やっぱり新制度に沿ったものでなければ、はっきり申し上げ

て補助制度にものらんということもあろうと思います。

そういうことでございまして、新制度に沿ったものというぐあいに思っておりますが、その２

階にするとか３階にするとかですね、そこまでの検討はまだいたしておりません。もちろん立地

もありますので、十分な面積の確保ができん場合には、これは２階建てというようなこともある

のではないかと思っておりますけれども、これは一般論で話すことであって、具体的に今、何階

建てでやるというようなことを考えているわけではございません。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 新しい制度にのっとった園が一日も早くできることを望んでおり

ます。精いっぱい努力してほしいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

３点目の、新制度における保育園はどのような運営形態をお考えですかっていう、本当に大き

く変わる、長時間、短時間、そういうような時間的な部分もございます。これについてはお話の

中で、認定こども園っていうことをおっしゃいました。認定こども園っていうことになりますと、

長時間、短時間、その区分分けの中には、短時間の中っていうことは、短時間っていうことは午

前中ですね、午前中っていうことは幼稚園教育も含むっていうことと理解していいでしょうか。

長時間っていうのは、幼稚園教育とあとは保育にかかわるっていうふうな、そういうふうなこ

とも考えられるのではないのかなと思いますが、そのあたりはどのようにお考えなんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。南部町は保育園が基本というか主

体ですので、保育園を中心に、幼稚園の子供さんも通ってもらう認定こども園っていう形を考え

ています。やはり預かれる時間のこともありますので、これから、今、専門委員会とかで話がさ

れておりますので、年度末には大体方向性を出すということを聞いてますので、その中で決まっ
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ていくものがあるのではないかなと考えています。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） この問題につきましては、私もインターネットで資料を取り寄せ

たりするんですが、本当に次々と変わってまいりますので、私自身も、私が手に入れたものがそ

のままなのかどうなのかっていうこと、それからまた制度が変わってしまったのかということが

非常によくわかりません。

そこで、担当課のほうにお願いしたいと思いますのは、次々変わるので、新しいのをなるべく

素早く手に入れて審議してほしいっていうことと、それと、こういう制度が新しくなると、その

狭間の方ができますね。長時間保育、短時間保育、今度の新しい制度は保育に欠けるっていうと

ころから保育を必要とするっていうように変わると聞いております。必要とするとなるとまた範

囲が広くなりますし、保護者の方の家庭状況によっても、もっともっと預かっていただける子供

たちもふえていくのではないのかなと思います。そうはいいながらも、やはり本当に狭間にある

方っていうことには十分に目配りをしていただいて、不利益のないように、このことだけは重ね

てお願いしておきたいと思います。

それと、この制度が従来大きく変わる点っていうこともあわせて、何ですか、今、私お話しさ

せていただいたのですが、この部分についてはまだまだ我が町では、これから子ども⋞子育て会

議も入ってまいって、どんどん変わっていくと思います。私たちにも十分にそういう資料を提供

していただきたいと思いますし、保護者の方にも、今後のことです、アンケートもとられたって

いうふうには聞いておりますが、再来年ですね、２７年度にはもう具体的に保育の必要量ってい

うんですか、いろいろとお話し合いされながら決めていかれないといけませんので、そのあたり、

保護者の方にもう少しわかってもらってほしいと思います。ですので、何て申しますかね、もっ

と積極的にアピールしていただいて説明を重ねてほしいと思っております。

また、これからの審議によるんでしょうが、短時間保育、長時間保育っていうようなことにな

りますと、お昼の問題、給食の問題もございますので、そのあたりのこともしっかりと検討して

いただきたいなと思っております。これは本当に今後のことばかりですので、何と申しましょう

か、国のほうがどんどん変えていくので無理かとは思いますが、しっかりと対応していただきた

いということは重ねてお願いしておきます。

それと、５点目の放課後児童クラブの方向性につきましては、現在私たちが考えましても、全

部を受け入れて、御答弁にもありましたように、低学年の子供たちと高学年の子供たちが同じよ

うなスペースでっていうことは、本当にストレスも感じてきたりして無理があると思います。そ
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れを十分に解消し、子供たちを自由に伸び伸びと育てるには、おっしゃったように、今後立ち上

がって発展を期待されるスポｎｅｔなんぶに大きく期待をしたいと思いますし、それぞれの子供

たちが、一番最後の南部町の教育の中で教育長もお話になったように、子供たちが伸び伸びと育

っていけれる、そういうような環境とあわせまして、保護者との話し合いで放課後児童クラブ、

ただ単にお任せっていうような格好じゃなくて、よくよく保護者の方にも理解していただくって

いう、そのような御努力もお願いしたいと思います。

それと、５点目でございます、実施時期、どうもきちっと、どのような状況があっても一応こ

れは２７年の４月からされるようですが、ほかの自治体でこれよりもおくらせるとかっていうよ

うなことを聞かれた、そういうようなケースっていうのはございますでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長です。国が定めた制度ですので、時期を違わせる

っていうことは聞いておりません。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） ありがとうございます。本当に私もわからないことばかりですの

で、重複するところやら思い違いやら、いろいろございます。そのことは私も勉強していきたい

とは思いますが、やはり一番に、この新制度になるいうことにつきまして保護者の方、私が今回

取り上げましたのも、本当にわからないので、どうなってるのかしらというのが根本的なことで

ございましたので、この議場において発言することによって町民の方が全て、本当に変わってい

くのだなっていうことを認識していただきたいという、そういう思いから質問をさせていただき

ました。

次の文化活動拠点施設、これは先ほどお伺いいたしましたように、山口大学の先生でしたかし

ら、ちょっと私、メモりましたけども、よくわかっておりませんが……（発言する者あり）山口

大学でよろしいですね、長畑教授とおっしゃいましたね。さまざまなところのことを関与して助

言その他をされている方だと思いますので、本当にこれからのことですので慎重に、ただ、どう

いいますかね、安く、手軽に、早くっていうことだけは避けていただいて、今後の成熟社会の大

人たち、子供たち、町民の方全てが満足がいくような施設、私は本当に、法勝寺電車のこともあ

りますので、先ほど法勝寺電車、ちょっと仮保存だってお答えいただきました、仮保存なのかと

思いました。私は、これを新しいところにすっとでも入れていただけるのかな、それを含めたよ

うな何かことでもできるのかなと思って随分期待もいたしたんですが、あんまり早くに、早く早

くっていうことではなく、じっくりと考えてしていただきたいと思います。
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去年の１２月に一般質問しました。それでまたことしもっていうことは、その経過がお尋ねし

たかったことですので、慎重に審議をされて、具体的に山口大学の長畑教授にでも御助言いただ

いてっていうことが進んでいるいうことですので、慎重に取りかかっていただきたいと思います。

それと、法勝寺電車のことでございます。法勝寺電車は静態保存っておっしゃいましたですか

ね、動かさずに置いて保存するっていうことですね。しかしながら、それに乗っておられた年代

の方が、動く姿が見たいという声も非常によく聞きますが、何らかの形でそれを体験といいます

か、それができないのかなとは思いますけれども、何しろ県の文化財指定になってるものですし、

本当に先ほど町長のお話によりますと、すばらしい産業遺産だっていうことをお聞きいたします

と、本当にそれを構ったりなんかっていうことはだめなのかなと思いますが、レプリカみたいな

ものをどこかで走らすっていうようなことを、ちょっとそういうようなことを町民の方がおっし

ゃいましたが、そういうことっていうのはできないもんなんでしょうか、お尋ねいたします。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 教育長でございます。具体的な御提案をいただきましてありがとうご

ざいます。

静態保存っていうことに関しましては、電車の価値等々から考えて、やはりきちっとこのこと

は守っていかないけんと思っておりますが、ただ、置いて眺めてというところから一歩二歩多く

できることがあるとするならば考えたいという気持ちは基本的には持っております。

今、御提案のございましたレプリカが走るということについては大変大胆な発想でございまし

て、私どものほうでまだ検討したわけではありませんが、何とか、ただ保存をしておくというこ

とでなくて、まちづくりやさまざまなことに活用していきたいという議員のお気持ちはしっかり

受けとめながら、検討してまいりたいというぐあいに思います。

○議長（青砥日出夫君） ７番、杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） ありがとうございます。ぜひ検討していただきたいものだと思い

ます。

その中で、植樹祭のときの記念式典の会場になりましたあそこを活用はならんもんかなと言う

方もいらっしゃいます。これは仮の仮の話ですが、レプリカを走らす、同寸のものなのか縮小な

ものなのかということもありますし、いろいろありますが、町民の方が何とか動く姿が見たいと

いうことをおくみ上げくださって検討していただきたいと思っております。

このことにつきまして随分と町長も、初めからの法勝寺電車に対する思いっていうのが変わっ

てきたようなことを掲示板にも書いていらっしゃいましたが、町長はレプリカを走らすっていう
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お考えにはどのように思われますでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。レプリカの話の前に保育園の、先ほどの中で町民の

皆さんの不安というようなものもあって云々かんぬんおっしゃいましたのでちょっと答えておき

たいと思いますが、平成１８年度から認定こども園ですね、これは動いているわけですよね。た

だ、幼稚園は文科省、保育園は厚生労働省という所轄が違って、それぞれが認可をせんと一つの

認定こども園として動かない、指導も別々にずっと来ていたわけですけれども、今回の法改正で、

幼保連携型の認定こども園というもので一本の部署が指導して認定するということで変わってき

た、そういう一つの流れがございます。

南部町の場合は幼稚園がございませんので、私は、幼保連携型の認定こども園に南部町の保育

園は移行して、新しい制度のもとでお母さん方の需要に応えたいというように思っております。

早い話が、会社をお勤めをやめれば保育所に通わせる理由もなくなるわけでありまして、退所し

てもらわにゃいけんというようなのが保育園の性質なんですけれども、認定こども園になれば、

そのまま幼稚園という意味合いで残っていかれるというようなメリットもございます。そういう

ことを、アンケートとかいろんなことを通じて広報しながら進めておるということでございます

ので、あんまり御心配ないように、悪くならないというように思っておりますので、よろしくお

願いします。

それから、法勝寺電車のレプリカの件なんですけれども、なかなかこの法勝寺電車のレプリカ

を走らせるというのは、これは難しいことだろうと思います。以前に町民の皆さんから、今の循

環バスですね、循環バスを法勝寺電車のような形に、色にペインティングして走らせたらどうか

という提案をいただいたことがございます。まんが王国か何かの取り組みの中で検討いたしまし

たけれども、あのペインティングそのものも相当な経費がかかりましてですね、なかなか実現は

しなかったわけですけれども、今度その車両が古くなって交換しなければいけないというような

ときに、法勝寺電車の形にペインティングした循環バスというものを走らせたらどうかというよ

うなお話もございます。

もう１点は、緑水園の対岸からずっと軌道を敷いて、あそこに走らせたらどうかという提案も

いただいております。事業化のめどが立てばこれはできるわけですけれども、これは町がすると

いうわけにはならんというように思っておりますが、法勝寺電車の産業遺産というんでしょうか、

そういうものの価値は非常に高いわけでありまして、何らかの形で、静態保存ばっかりでなくて、

動く法勝寺電車というものも大いに魅力があるだろうなと。その魅力をどのように生かしていく
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のかということがこれからの課題なんですけれども、先ほど申し上げたような手法で、町民の皆

さんや内外にＰＲしていくことは十分に可能であるというように思っております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 何か希望の持てるような、持っていいのかなとも思いますが、お

話を伺わせてもらって、それこそ観光資源のなかなか乏しい我が町ですので、そういう核ができ

たならば、それを磨いて発展させていただきたいなと思います。

それと、戻りまして、先ほど幼保連携型の認定こども園のお話が町長のお口から出ました。私

は本当に、いろんな御批判もあるかもしれません、御意見もあるかもしれませんが、従来、前で

すね、ちょっと戻りますけども、中央教育審議会の答申においても幼児に対する教育っていうこ

とを非常に言っておられました。幼児教育が早期教育ではないんだっていうこと、それと全然違

う、学びの芽生えや見えない教育と言われていますが、学校教育の始まりとしての幼児教育を捉

えなければならないということは、これはもう平成１７年に中間答申で出ております。そういう

ことの中のいろんな流れの中で、私は以前にも教育長にもお話しいたしましたが、これは文科省

のほうから幼児教育振興アクションプログラムというのが出ているんだが、我が町は保育園なの

で、保育指針の中ではそのようなことはなかなかできないけどもどうなんだっていう、ちょっと

うらやましく思ったもんですので、そのような質問をかけたことも過去ございました。

そういう中で、教育自体が子供たちが違う制度のもとであるっていうのは何となく、私は幼稚

園に子供を出しましたので、小学校に上がったとき本当に知らない子ばっかり、うちの子ともう

二、三人ぐらいが幼稚園でございました。それで、私自身は転校をずっと繰り返してきましたの

でどうとは思いませんが、このごろ、そういう違う場所に行くっていうことについてのさまざま

な学校に上がってからの問題も出てきております。子供のいじめに関すること、ちょっとの違い

でいじめられるっていうこともございますので、幼保連携型保育園で、幼稚園児、保育園児じゃ

なくって同じ南部町の子供がそのように育っていくっていうことは本当に、まだまだこれから目

に見えないいろんな諸課題があると思いますが、何とかそこを乗り越えられて、そこのところで

お願いしていったら私は本当にうれしいなという、賛成の立場におる者でございます。御意見は

いろいろあると思いますが、そのように思います。

あと５分です、教育に触れたいと思います、南部町の教育。この幼保連携型の認定こども園の

引き続き、先ほど教育長がおっしゃいました、保育園と小学校をつなげて、そこのところをしっ

かりして、それから中学生は未来の自分の姿を思い描いてしっかり羽ばたいてほしい、教育がし

たいっていうことをおっしゃいました。本当に私はそうあってほしいと願っております。
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そのような中で、先ほど土曜開講、これも一つだと思うんです。それで、その中で保護者に、

ＰＴＡに説明したということがありました。それから一般のＰＴＡ会員の方、その方たちへの御

説明ということは、ちょっと私、書きとめておりませんでしたが、そのあたりのことをもう少し

お話しいただけませんでしょうか。会員の方は余りよくわからないとかっていうような声がある

っていうこと、それはいつの時点の声かは私もはっきりしませんが、そのあたりのことを少し教

えていただけませんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。先ほどの土曜開講に

かかわる件について御答弁をさせていただければと思います。

保護者の方へ、まだ具体的な説明という部分では十分でない部分のあると思いますが、先ほど

教育長が答弁いたしましたように、保護者アンケートというものを１０月、１１月にとりました。

その中では土曜開講についてどういう皆さん御意見をお持ちでしょうかということで、先ほども

ありましたけども、７割ほどの方が１回ないし２回について希望するというような形でございま

した。そのほかさまざまな意見もありましたが、今現在の子供たちのまず土曜日の過ごし方につ

いてというようなことも一緒に聞かせていただく中で、充実しているという一方で、じゃあ全体

として週５日制の趣旨が生かされていますかということになると、半数ぐらいの方が生かし切れ

ていないんではないかというようなことの中で条件さまざま、あと学力⋞学習状況調査の中で、

南部町の子供たちは比較的ゲームとかビデオを見るという割合が、全県及び全国に比しても非常

に高い数値を残念ながら示しておりまして、そういうことからすると土曜日の子供たちの過ごし

方というものについて、少し地域全体で考えていく時期ではないかということがございます。

あと保護者の方への説明ということであったと思いますけども、最初のころはまだ土曜を開く

ことについてどうかということだけでしたので、ＰＴＡの役員の方も何を言っていいかどうかな

ということでございましたが、少し固まってまいりまして、先ほど答弁にもありましたように１

回ないし２回という、来年度施行ということで向かっていきたいということで、学校長等とは何

度も話をしておりますので、今後ＰＴＡの方にもそういう形で具体的なものを示していきたいと

いうふうに思っております。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） ありがとうございます。そのあたりのことはしっかりとお願いし

たいと思います。

もう時間もありませんので、ちょっとまとめてお答えいただきたいと思います。広報なんぶ９
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月号に学校マニフェストっていうことで、これをよく読めばマニフェストがどういうものかって

いうことはよくわかります。それで、これは平成２５年度の学校の重点目標を示していますって

ありますが、毎年毎年出されるものでしょうかということが１点。それと、広報なんぶの１２月

号、今月号ですね、これに就学校の変更ができます、小学校、中学校に入学または在学する生徒

児童は住所地により決められた校区の学校に通学することになっているけれども、それが希望に

よっては変更できるのだなということが載っております。その２つについてお尋ねいたします。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。２点の御質問を承り

ます。マニフェストにつきましては、今までは学校教育目標というような形で、学校運営協議会

さんとかＰＴＡの会とかで校長が説明しておりましたが、なかなか皆さんに非常に難しい、たく

さん量があるもんですから、それを少しマニフェストという形で皆さんにはわかりやすくという

ことで、今年度４月からつくったもんですから公表がおくれましたが、今後はこういう形で毎年

皆様方へ、ある程度の数値目標、全部が数値目標に教育ですのでならない部分もありますけども、

できるだけ皆さんにわかりやすい学校の姿っていうのをお示ししたいということで今後もやって

まいりたいと、来年度以降は早々、早い段階で皆様にお示しをしたいというのが一つでございま

す。

それから就学変更でございますけども、これは国のほうの制度もございますけども、保護者の

方のさまざまな御意向とか子供たちの状況とか、例えば通学距離が逆に変わるほうが短くなると

か、いろんな部活動とか、さまざまな条件の中で申請をいただくと教育委員会のほうで考えてま

いりますということで、今年度ですか、数人の方が実際に就学の変更という形で受けております。

以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 我が南部町は地域よってはどちらに通ったが近いのか、それから

部活動のことによってもいろいろと、全部がそろって、人数の関係で、おりませんのでね、それ

で選ばれる方もあるやもしれません。今後はもっと交流が多くなっていくのかもしれませんので、

その辺はよろしくお願いいたします。

もう時間がありません。私、思いました、このごろいろんなところでいろいろ発達、発展、文

明が成熟してまいります。奈良県の薬師寺の管主さんでいらっしゃった高田好胤さん、亡くなら

れた方です。この方の言葉で、物で栄えて心で滅びる、本当に何か心に刻まなきゃいけないなと

いう言葉を、私思いました。心豊かな南部町の子供たちっていうことをいつもいつも願っており
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ます。物では幾ら栄えても心で滅びたんじゃいけない、薬師寺の高田管長さんはもうお亡くなり

になられましたが、ずっと以前の、以前といいますか、近い以前の方であっても、当時でもそう

いうふうに思われてそういう言葉を言われました。私は、いつもこの言葉を本当に大事にしてい

きたいなと思います。

これで私の質問は終わります。本当に駆け足で、もう少し、１項目ずつ出していけばよくでき

たのかなと思いますが、なかなか十分にできないこともございましたので、あと、つけ加えてい

ただけることがあれば、町長でも教育長のほうでもどちらでも、これだけはというようなことが

ございましたらお願いして、私はこれで質問を終わりたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 教育長でございます。一、二、思い出したことも含めてお話しさせて

いただこうと思います。

学校マニフェストにつきましては先ほど課長が申し上げたとおりでございまして、毎年、学校

はこういう基本的な計画で学校運営をやっていきますよということを、実際、保護者、ＰＴＡ総

会でお話をさせていただいております。それを地域の皆さん方と情報共有をするということでご

ざいまして、私自身、もう少し早く実は気づかんといけんことだったなということは実は反省を

しております。地域とともに歩む学校づくりということを、当初からこういうことを考えておっ

たんですけれども、こういうものを出していくということについて少し私自身、気づくのが遅か

ったなと思って、ようやく始めたというところでございます。

それから就学区域の変更については、区域外就学ということと、それから校区外就学という基

本的に２つがございます。区域外就学というのはいわゆる自治体を超えて、米子に住んどるんだ

けれども西伯小学校に行くよ、その事情を勘案をして両方の教育委員会で協議をして決定をする

という、これは区域外就学。校区内、校区外の就学、これは町内の中で校区指定がしてございま

すけれども、それぞれの事情で、本当は西伯小学校の校区になるんだけれども会見小学校に行き

たいと、理由はこうですよというところでもって教育委員会のほうで協議をして決定をしていく

と、こういうように御理解をいただければいいと思います。

それから、またレプリカに返ってみたいと思います。思い出しました、１点ですね。レプリカ

というのが法勝寺電車でございましたけれども、御存じの方もいるかもしれませんが、いわゆる、

何ていうんですか、ミニＳＬというんですか……（「ミニチュア」と呼ぶ者あり）あれはもうつ

くってございますって、あります。島根県の斐川町のほうのお方だったと思いますけれども、つ

くられて、法勝寺電車、解体修理に出すときには、あの日に前でやっていただいた、そんなもの
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は既にあってですね、声かけいただければ応援に行くじぇっていうことを言っていただいており

ます。

それから最後にもう１点だけ、拠点施設の話でございます。町長が答弁いたしましたように現

在、最終の調整を、教育委員会としての考え方っていうことで最終のまとめをしておりますが、

１点だけですね、このあたりは大きくこれまで私たちが考えてきたことと違っていくのかなと私

自身が思っておりますのは、先進施設、あるいは長畑先生とお話をする中で、フリースペース、

いわゆる昔でいうと公民館のロビーというような考え方になると思うんですけども、自由に皆さ

ん方がお使いいただくというスペースの確保に非常に、何ていうか、ここは変わってくるなって

いうのは感じております。まさに皆さん方が自由にお茶を飲んだり、話いたり、勉強したりです

ね、皆さん方が自由に使われるそういうスペースをきちっと確保をしていくっていうのはとって

も大事なことかなと。これまでは、いろいろなほかの施設、機能をまずとっておいて、極端に言

うと、ここに残ったスペースでそういうスペースをっていうのは、それは何となくそういう発想

が多いんですけれども、逆にしっかりと住民誰でもが自由に使っていただけるスペースをまず確

保をするというところが、施設の一つの特徴として考えていかないけんのかないうようなことを、

視察に行っていただいた社会教育委員さん等とお話をさせていただいているということでござい

ます。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 以上で７番、杉谷早苗君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） ここで５分程度、１５分までちょっとトイレ休憩をしたいと思います。

午前１０時０９分休憩

午前１０時１５分再開

○議長（青砥日出夫君） 再開いたします。

秦議員は若干、所用でおくれるそうでございます。

先ほどに続いて一般質問を再開いたします。

続きまして、２番、三鴨義文君の質問を許します。

２番、三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） ２番、三鴨義文でございます。よろしくお願いいたします。

このたびの一般質問は、ことし３月議会から６月議会、９月議会とこの１年間、それぞれの定

例会で私が一般質問をさせていただきましたその中でいただいた回答とか、私が提案いたしまし
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たことがどのように取り組まれているのかということを再度確認をさせていただきたく思いまし

て一般質問を出させてもらいました。項目はたくさんありますけれども、それぞれ一旦答弁をい

ただいておりますので細かく言いませんけれども、現在の取り組みがどうなっているか、そこら

をお話しいただければと思っております。

では、通告書に従いまして質問をさせていただきます。

最初に、３月議会で質問をいたしました国立音楽院の現状と定住促進についてでございます。

国立音楽院南部校がことし４月に開校され、町内のイベントにも学生さんの生演奏がされるな

ど、町民との交流もなされて、大変いい刺激になっていると感じております。３月議会でこの町

外から来られた学生さんを若者定住につなげられたいと要望いたしましたが、現状はどうなって

おりますでしょうか、質問いたします。

現在の学生数と居住実態はどのようになっておりますでしょうか。

町内に居住を希望された方があったのでしょうか。あったとするならば、それは定住に結びつ

いた例はありますでしょうか。

地域との交流は、どういう形ということを考えておりませんけれども、できないものなのでし

ょうか。

次に、空き家対策についてでございます。

空き家の所有者で維持管理ができず放置されることのないよう、町としても何らかの対策を講

じる必要があると３月に要望しましたところ、町が１０年間借り上げてリフォームし、定住につ

なげる空き家一括借り上げ事業を創設するとの答弁でありました。

そこでお伺いいたします。今の空き家の数とその動向は、３月以降、どのような形になってお

りますでしょうか。

町の空き家一括借り上げ事業で、入居活用された実績がありますでしょうか。

危険老朽化空き家の適正な管理に関する条例の検討はされましたでしょうか。危険家屋解体撤

去補助金の検討はされましたでしょうか、伺います。

次に、人口対策についてでございます。

３月議会の中で、南部町の人口は毎年約８５人ずつ減少してきておりまして、今後の地方交付

税の金額にも大いに影響を及ぼします。平成２７年度の国勢調査までに積極的な取り組みが必要

ではないかと提言をいたしました。そのときの御答弁の中で、この問題は町も最重点課題である

と考えているとお答えいただきました。

そこで、お伺いいたします。南部町の今後の人口推移はどれぐらいを見込んでおられるのでし
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ょうか、今後１０年間、１０年後のことまでちょっと想定をお聞きしたいと思います。

平成２７年度の国勢調査時点の目標はどの程度をお考えでしょうか。

積極的な人口施策とは何をお考えでしょうか、お伺いいたします。

最後に、１２月議会でありました町単独の災害復旧補助金についてでございます。

７月の豪雨災害によって災害復旧工事をされる農家の皆さんに自己負担軽減のための災害復旧

補助金を要望しましたところ、早速に町単独の補助制度を創設していただきました。町民の皆さ

んも大変喜んでおられるところでございます。その実施状況について伺います。

事業の周知はどのようにされたのでしょうか。

現在の申請と実施状況、実績はどのようになっておりますでしょうか。

以上、御質問して、壇上での質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 三鴨議員の御質問にお答えをしてまいります。

国立音楽院の現状と定住促進についてでございます。

国立音楽院南部校はことし４月に開校されてから、今月で８カ月目になります。自由、創造、

自立を学校理念に、東京の音楽文化を鳥取県南部校に開設されました。南部町において国立音楽

院の音楽と福祉を生かした人材育成がこれからのまちづくりに有意義なものであると期待され、

開校前から議会でも国立音楽院についての御質問をいただき、町民の皆様の関心、期待の高さを

改めて感じているところでございます。

そこで、まず、現在の学生数と居住実態をお尋ねでございます。国立音楽院南部校の学生数な

どの当初の計画は、１９学科構成で計１２０名の学生の受け入れを予定され、特に幼児リトミッ

クと音楽療法に関するものについて、自然豊かな環境の中、福祉の思想と実践力に満ちた南部町

を中心に、中国地方を初め関西や四国なども対象に生徒を募集されました。その結果、現時点で

は２年間のエレクトーン科、音楽療法科、ピアノ調律科、ギタークラフト⋞リペア科、ドラムカ

スタマイザー科、ジャズミュージシャン科と、１年間の短期コースで合計３４名の学生が入学さ

れております。当初の予定より入学人数は少ないですが、今後、随時入学が可能であること、自

分の都合やペースに合わせて通学ができること、また、中学校卒業生から大学卒業生、社会人や

専業主婦など幅広い年齢層の生徒も入校できて、国立音楽院では意欲的に学生の募集に努めてい

らっしゃいます。

学生の居住につきましては、３４名のうち町外出身者が３２名いらっしゃいまして、そのうち

４名の方が国立音楽院南部校の２階にあります個室に、厨房設備等も整った中で下宿されてると
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伺っております。その他の方は受講日程に合わせて自家用車や路線バスなどで通学されておりま

すが、学生の希望に応じて南部校から米子駅までの送迎も行うなど、より通学しやすい環境整備

にも努めていらっしゃいます。

次に、学生について町内に居住を希望された方があったのかと、定住に結びついたのかという

ことでございます。先ほどもお答えいたしましたが、南部町内にお住まいの方は、現時点では４

名の方々です。それ以外に町外の方１名が町内に居住を希望されたようですが、町内の居住物件

がユニットバスであったことや、金額面で御希望に沿わず、最終的には米子市内のアパートに居

住されたと伺っております。今後も引き続き、入校者が町内での居住を希望される場合に備えて、

下宿や空き家などの居住に関する情報を収集し、国立音楽院に情報提供をさせていただきたいと

考えております。

次に、地域との交流はどうかということでございます。音楽はみずから聞いたり、歌ったり、

楽器を奏でたりすることが楽しいのはもちろん、それ以外にも大きな力を秘めていると思います。

音楽で心がいやされたり、元気が湧いてきたりするという体験は誰しもが経験したことがあるの

ではないでしょうか。音楽が持つ生理的、心理的な働きは、心身の障がいの軽減や回復のほか、

生活の質の向上にまで効果が期待され、特に教育や福祉の現場で生かされるものと考えておりま

す。例えば教育の現場ですと、幼児のリトミックや、合奏を通して集中したり自発性を持たせる

などの発達障がい児への音楽療法などが考えられますし、また、福祉の分野ですと、合奏や歌を

歌うことなどにより認知症の軽減、また音楽療法士を配置し生演奏を行ったり、患者とともに演

奏したり歌ったりするなどして痛みやつらさを緩和する医療の提供なども考えられます。

そういった中で１１月７日から、米子高島屋様の御協力のもと、５日間開催した南部町物産展

では、毎日さまざまな楽器を用いて生演奏により会場を盛り上げていただきましたし、１０月１

８日に緑水園で開催された秋の山菜会を楽しむ会では、お食事中の雰囲気づくりに御協力をいた

だいたところです。そのほかにも、南部校の内覧会を開催したり、子育て支援行事として、つく

し、さくら、ひまわり保育園で幼児リトミックの体験会を行ったり、また、レストハウス穂のか

では森の音楽会でコーラスを行ったりしておられます。さらに１２月には西伯病院でクリスマス

コンサートを予定しておられて、積極的に地域との交流を実践されていらっしゃいます。

まずは町内外の皆様に国立音楽院南部校を知っていただくことを第一に、町としても町の活性

化の拠点となるよう情報交換を密にとり、さまざまな支援をしてまいりたいと思います。

次に、空き家対策でございます。

まず、空き家の数と動向についてのお尋ねでございます。平成２０年度に行われた住宅土地統
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計調査によりますと、平成２０年１０月１日時点で鳥取県の総住宅数は２４万７，２００戸であ

り、そのうち空き家は３万８，０００戸となり、空き家率は１５．４％となっております。これ

は全国平均が１３．１％でありますので、７番目に高い数字となっております。この調査は一戸

建てはもちろんのこと、マンションの空き部屋や別荘もカウントしていますので、南部町でも同

じような数字になるとは少し考えにくいということを申し添えます。

本町においては、空き家として確認してるのは現在１０５戸であります。これは地域振興協議

会からの情報や、職員が現地で聞き取り確認したものでありますので、潜在的な個数はもう少し

あるのではないかと思っております。そのうち利用可能と判断できるものは９４個、老朽化に伴

い危険だと思われる空き家は１１戸であります。利用可能と思われる９４戸の住宅であっても、

仏壇があることや、将来家族や親戚が暮らすために管理のみされておりまして、空き家として利

活用できない状況のところもあって、空き家があるからといって即利用できるというものではご

ざいません。空き家については、ほとんどの物件が売買を希望される方が多いのですが、移住希

望者は賃貸を希望するというようにミスマッチが生じていました。また、賃貸することで大家の

義務、いわゆる改修や修繕なども生じますので、経費を払ってまで貸し出そうといった動きがな

かったことが空き家が流通しなかった原因であろうと思います。こういった現状は全国的に見て

も多く存在しており、空き家は存在するが対策はおくれていた原因として大きな問題となってお

ります。

そこで本町では、利用可能な空き家所有者から、町が１０年間、物件を借り上げて最低限の修

繕を行い、移住希望者へ貸し出すという事業を行っております。具体的には、南部町が空き家の

持ち主から年間の賃料を固定資産税額で借り上げると同時に、初年度に限り家財の処分費や清掃

費もあわせて一定額お支払いをし、１０年間、空き家を借り上げます。次に、持ち主の同意を得

た上で、町が町内業者を活用し改修や修繕を施した後、宅建業者へ物件の管理、賃貸情報提供、

家賃の収納などを含めた委託を行い、移住定住希望者へ賃貸することになります。この取り組み

は県内でも初の試みでありまして、事業を続けていくことにより、空き家の危険老朽化の防止と

人口対策の両方に寄与することになると考えております。また、地域の空き家を有効活用し、移

住を受け入れることにより、その地域に新しい風を吹き込むことができ、より地域の活性化が進

むことを期待しております。

次に、この事業で入居活用をされた実績はどうかということでございます。

空き家一括借り上げ事業の現状を報告いたします。空き家の所有者から本町が借り上げた物件

は３件であります。うち１件は三崎で、リフォームを終了し、１１月上旬に移住者、御夫婦と幼
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児１名でございますが、に貸し出しております。また、現在リフォーム中の物件が法勝寺に１件

と、リフォーム設計中の物件が天萬に１件ございます。また新たに御相談を受けており、現在、

御検討をされている物件が２件ございます。移住希望者とのマッチングですが、月に３件くらい

のペースで御相談があり、空き家一括借り上げ事業以外でも、それぞれ御希望に見合った物件を

可能な限り紹介しております。この事業は鳥取県も注目しておりまして、リフォームや処分、清

掃費などを補助していただくことになっておりますので申し添えます。

次に、危険老朽化空き家の適正な管理に関する条例検討をされたのかということ、また、危険

家屋の解体撤去補助金の検討をしたかということでございます。

利活用が困難な空き家や附属建物については、本町でも長い間無人できちんと管理されず、倒

壊や犯罪などの危険が懸念されるものがあります。全国的に見ても、昨今、改善勧告や法的権限

を盛り込んだ対策条例を制定する自治体が出てまいりました。こういった状況の中、３月議会で

の三鴨議員への答弁で、空き家等の適正管理に関する条例と危険家屋解体補助金の検討を進める

とお答えをいたしました。町内はもちろん鳥取県や国土交通省など、この問題に対してさまざま

な検討会が開催され、さまざまな実例や学術的な意見も出てきていますし、また近隣の、既に条

例化した自治体の状況を鑑みながら本町の方針について検討してまいったところです。

一方では、自主的に空き家を撤去していただける補助金の必要性も検討しております。幾ら助

言、指導、監督したところで撤去がなされなければ身もふたもありませんので、条例整備と補助

金の創設を同時に行うことが事業推進の両輪だと考えております。

他方、空き家管理に関する議員立法の動きも見られます。空き家の管理の適正化や活用を促す

ための法整備を国会議員の立法で行おうとするものであります。全国の市町村が先行しておのお

のの条例を整備していることからも、その上位の法律をつくろうというものであります。その中

には、老朽化した空き家を自主撤去した場合、固定資産税の軽減措置の一部を継続させるという

ものがあるようです。これは空き家問題の原因の一つであります、空き家を撤去して更地に戻し

た場合に固定資産税がはね上がるという事態を回避させて撤去を促そうといったものであります。

こういった法律や条例、補助金の動向を総合的に見きわめながら、本町は条例整備と補助金の

創設を、来年度実施の方向で行いたいと考えております。御理解をいただきたいと思います。

次に、人口対策でございます。南部町の今後の人口推移は何人見込んでいるのかということ、

また、関連がありますので、国勢調査時点の目標はどの程度かという質問、一括してお答えしま

す。

まず初めに、ことしの１０月３１日現在の本町人口は１万１，５１０人であります。平成２２
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年１０月実施の国勢調査では１万１，５３６人、平成１７年の国勢調査では１万２，０７０人で

した。平成１７年から平成２２年の５年間では５３４人の減少、平成２２年から現在までは２６

人の減少となって減少率は鈍化していますが、安心はできません。国勢調査は、あくまでも調査

時点でそこに住んでいる方の実態を調べる調査でありますので、今後の予測をするものではあり

ませんが、平成２５年３月に国立社会保障⋞人口問題研究所の出した南部町の人口推計では、平

成２７年には１万９２７人、平成３２年には１万３１３人、平成３７年には１万人を割る９，６

６５人となると予測しております。これはあくまでも予測値でありますが、何も施策を講じない

と減少率は高くなることは考えられます。

次に、積極的な人口施策とは何を考えているかということでございます。

本町の人口が減少している大きな要因は、転入、転出といった社会増減では余り差がなく、出

生と死亡という自然増減で出生数よりも死亡される方が多いのが大きな原因であります。そこで、

ことし７月に、副町長をトップにした少子化対策プロジェクト会議を立ち上げました。この中で

は計４回にもわたる議論をし、来年度以降の取り組みについて一定の方針が示されたところであ

ります。ターゲットは２０歳代から４０歳代の定住人口の確保で、各地域振興協議会に年２組ほ

どの世帯を転入していただくことを目標に、結婚、出産、子育てを総合的に支援していこうとい

うものであります。現在、最終的な取りまとめが行われていますが、ストップ未婚化、結婚支援、

出産⋞子育て支援、若者世代の暮らしを支援の３本の柱で構成しています。

少し内容を御紹介させていただきますと、例えば同じ趣味を持った人や、初めから職種を明ら

かにした婚活パーティーの開催のほか、不妊治療制度の拡充、保育料の減免や高校生の医療費無

料化など、さまざまな施策を行うことを検討しております。さらに、子育て包括支援センターの

ように、そこに行けば妊娠から出産はもとより、子供が成人し、また出産期を迎えるまでの、先

ほど言いましたさまざまな施策を活用しながら子育てプランを策定でき、相談することができる

総合的なマネジメント体制を構築したいと思います。こういった総合的な施策で、より安心して

子育てができる環境を整備することで南部町に興味を持っていただき、安心して暮らし続けるこ

とのできる町を目指したいと思っております。

次に、町単独の災害復旧の補助金についてでございます。

本年７月１５日に発生しました豪雨により、農地及び農業用施設が甚大な被害を受けました。

このような中、被害を受けた農地及び農業用施設の復旧に関して国の災害復旧事業の該当になら

ないものの復旧のために、町単独で復旧に要した費用の８５％を補助する南部町農地等災害復旧

事業費補助金を創設するとともに、災害により破損した水路の代替施設を設置するために要した
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費用の半分を補助する南部町農業水路等災害応急対策事業費補助金を創設しまして、これらに係

る費用についての補正予算を１０月の臨時議会において御承認いただいたところでございます。

まず第１に、本補助金についてどのように町民の皆様に周知をされたかということでございま

すけれども、１０月２８日付で産業課が作成した対象者リストに掲載されている方々に補助制度

の御案内を送付いたしております。これにあわせて１０月２７日、２８日に防災無線にて周知す

るとともに、１０月２８日から１１月９日まで、なんぶＳＡＮチャンネルの文字放送にて補助制

度の御案内をしたところであります。その後、防災無線をお聞きいただけなかった方や、及びＳ

ＡＮチャンネルの文字放送をごらんいただけなかった方のために、１１月７日の行政文書にて補

助制度のお知らせを全戸配布させていただきました。補助金の申請締め切りを１１月２９日とし

ておりましたので、申請漏れがないように、１１月２６日、２７日に防災無線において締め切り

日までに申請いただくようお願い広報をいたしております。

第２に、現在の補助金申請及び実施状況に関する質問であります。

１１月２９日時点におきまして、農地など災害復旧事業費の補助金は申請件数５３件、事業費

総額１，３５４万６，５５６円、補助金交付決定予定額１，０００万９，５８０円となっており

まして、農業水路等災害応急対策事業費補助金は申請件数が６件、事業費総額３０万８，１７５

円、補助金交付決定の予定額は１５万４，０８７円となっております。現在、随時、補助申請者

に対し補助金交付決定を通知しており、工事完了された方につきましては、現場完了を確認の上、

速やかに補助金を交付することといたしております。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） 御答弁ありがとうございました。最初の国立音楽院の実情をお伺

いいたしました。これ、私は、３月に質問したときには、募集の人員が開校時１２０名、２年目

で３００名、その後６００名というような数字を聞いたもので物すごく大きな期待をして、これ

は早々住宅用意せんといけんわいっちゅうような思いになってしまったものですが、３月の御答

弁でもありましたけれども３０名程度、このたびで３４名の入学ということで、よく考えてみま

すと、そんな１００人も２００人もぼんぼんふえるはずもないわなと、冷静に考えればそういう

ことですけれども、それでもまだ１年も満たない中で３４名の方が通っていらっしゃるというこ

とでして、私は、本当に人数ばっかりではありませんけれども、こういう若い方が町内に来られ

て、先ほど町長の答弁にもありましたけれども、いろんな場面で町民の皆さんと交流をされると

いうことが本当に元気の源になるんだろうというふうに思っておりまして、町がその特別扱いを

してどんどん募集ということにはならんわけですけれども、ぜひ情報提供をして、少しでも定住
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していただくような形になれば好ましいし、そういう若い方と地域の皆さんが交流できれば元気

がいただけるということですので、積極的な情報提供をお願いしたいと思っております。

結局は３４名の方のうちの３２名の方は町外でしたですかね、ほとんどが町外の方ですので、

４名の方が施設の２階で下宿しておられるということでしたですけれども、こういう方って通学

されるのは、一番遠いところっていうのはどの辺から来ておられるんですか。御存じでしたらち

ょっと聞かせてください。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。国立音楽院の２階にお住まいの方

は、これは一番遠いところでいくと北海道の方、それから、それ以外の方は島根県の方もいらっ

しゃるというふうに伺っておりますし、それから月に１度とか通学されていらっしゃる方には、

遠くでいくと広島の方、あとは岡山の方、そういった方もいらっしゃる。ただ、道が大分よくな

ったということで、そのあたりは何とか通学していただいているというようなことをおっしゃっ

ていただいています。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） ありがとうございます。遠くは北海道のほうからも来てもらって

いるということで、ぜひ、そういう方と地域の皆さんとの交流で、南部町いいところだわ、第二

のふるさとだと言ってもらえるようなかかわりが持てればいいなというふうに思います。

そこで私も、交流の関係なんですけれども、先ほど御答弁の中でありましたけれども、高島屋

の物産展とかあるいは山菜会ありました。もっと身近なといいますか、それぞれの振興協議会の

ほうのイベントなんかにでも御案内したりして、地元の方と交流されるようなことが、町が先に

行くのかどうなのかわかりませんけれども、振興協議会とのコラボ、交流というようなものが考

えられないかなと私は思ったりするんですけれども、その辺どうでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。ただいま御質問いただきましたと

おり、やはり国立音楽院様は、まずはその活動の場を求めていらっしゃいます。私ども役場のほ

うが間に入らせていただいて、先ほど申し上げましたように米子高島屋さんであったり、緑水園

さんであったり、それからもちろん地域振興協議会さんのほうにも情報提供なんかはさせていた

だいております。ただ、それぞれのメニューが既に決まっておったりですとか、あとはその場所

の規模が決まっておったりするもんですから、そのあたりは引き続き振興協議会の皆さんとも情

報提供、交換をしてまいりたいと思います。以上です。
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○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） ありがとうございます。ぜひそういうものが実現するように、お

互いの情報交換、よろしくお願いしたいと思います。

次に、空き家対策の関係でございます。御答弁いただきました。来年度、条例化に向けて実施

するというお答えをいただいたというふうに思っております。

この問題も、以前質問したときにもお話ししましたけれども、本当にもう全国的な問題でして、

調べてみますと、全国的には２７２の自治体のほうがもう条例化をしていると、適正化に関する

条例化というものが執行されているということでございますので、ぜひとも南部町におきまして

も、そういったものの空き家管理の条例化、それから危険住宅に対するそういう後ろ盾、補助金

制度というものをぜひともつくっていただきたいというふうに思います。なかなか隣近所では気

がついても言いやすいようで言いにくいもんでございますので、そういうやっぱり明文化した条

例とかを後ろ盾に町のほうがアドバイス、指導をいただければ、一歩でも前に進まへんかなとい

うふうに思います。

それから、先ほど一括借り上げの事業のことを説明いただきましたけれども、本当にこれはい

い制度だなというふうに思っておりまして、答弁にもありました三崎のほうに入られたお方、３

０代前半の若い御夫婦さんでございまして、非常に若い人が入ってこられて、三崎区のこの間の

寄り合いでも御紹介があって、区とのつき合いよろしくということで仲よしになられたようでご

ざいます。何度も言うようですけど、私は天萬二番組というところですけれども、１９軒ほどの

自治会なんですが、その中で一昨年から３世帯の方が町外から入ってきてくださいました。物す

ごく雰囲気が変わりました。やっぱり若い夫婦、元気がありますし、何かしようやってっていっ

ても非常に協力的ですし、まさに元気が出てやる気が出てまいりました。

だんだんに空き家がふえて、高齢化が進んで、何するにもなかなか一緒にすることができにく

かったところですけれども、この３世帯の方が入ってこられたおかげでえらい役目もどんどんで

きますし、元気が出て、お年寄りの方も、高齢の方も引きずられて出ていくような格好で、やっ

ぱり外部からそういった若い人が入ってくださると大きく感じ、勢いが変わってきますので、こ

ういった一括借り上げで、ぜひとも若い方を町内のほうに呼び込んでいただきたいというふうに

思います。三崎もどんどん元気になられるんじゃないかと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。

実績が３件で検討中が２件というような数字ですが、件数は９４戸も利用できそうだというこ

とですので、もう１桁上がるような勢いで取り組みをしていただけたらなと、これはお願いをし

－２９－



たいと思います。

それと、どの問題も既に１回お聞きして答弁いただいておりますので、しつこくああだこうだ

という突っ込みはしませんけれども、ぜひとも前向きな取り組みをしていただきますようにお願

いします。人口対策についてもそういうことです。

さっきの人口対策の中で御答弁いただいた中で、プロジェクトでいろんなことを検討してるん

だということでありましたが、その中で婚活パーティーを考えているというような話がありまし

た。私、いつもテレビの話題で申しわけないですけれども、町内の男性軍と、それから県外から

たくさんバスでお嫁さん候補の人が来られて、町挙げて太鼓や踊りでお迎えするようなお見合い

番組があります。何十組っていうペアがどうも誕生しておりまして、最終的には把握はできませ

んですけど、その場ではペアができますですね。こういった取り組みは町挙げて歓迎するような

体制、さっきの婚活パーティーではありませんけれども、そのような町挙げて頑張っておるとい

うようなものはできませんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。婚活パーティーにつきましては、

町としてはたしか、かなり昔には実施もしてたということも伺っておりますし、それから現在で

も、あいみ富有の里の振興協議会のほうでも、これは年に数回、例えば農業体験をしながら婚活

の交流会をされたりだとかいったようなことも毎年していらっしゃいますし、毎回数組、今、三

鴨議員おっしゃったように、その後のことはちょっとわかりませんが、その場では数組のカップ

ルもできるというようなことも伺っております。

町としてどこまでの婚活パーティーをするかというのは、これからこれは検討してまいりたい

ところでございますが、町単独がいいのか、それから既に県の東部のほうではやっていらっしゃ

いますが、東部の圏域全てで婚活パーティーをやってるような実績もございます。例えば、ごみ

を拾いながら何か交流をしてお話をし、回ったりいうようなことも事例も伺っておりますので、

どういったやり方、どういった範囲とかその辺は、これからちょっと皆さんで議論をしながら考

えてみたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） その辺が人口対策、定住対策、本気だよっていう意気込みを感じ

るところですので、ぜひプロジェクトの中でも、もう少し現実的な討議をしていただいて実現し

ていただきたいと思います。少子高齢化プロジェクトということですので、いろんなことが考え

られると思います。そういったこともお願いしたいと思います。
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この人口の問題も、先ほど町長も数字をおっしゃっていただきましたけれども、今議会の一番

最初に、９月から今月までの間の南部町の人口推移ということで町長が話されました、出生が５

名で死亡された方が５０名だと。そのときは本当に議場がどよめいたわけですけれども、私もび

っくりいたしました。本当にこれが四半期ですから、４倍すれば２００人亡くなられて２０人し

か生まれられないと、これは本当に大変なことだというふうに感じたわけです。それは４期とも

そういう数字ではないかとは思いますけれども、それぐらい人口減が物すごいことになっている

んだというふうに聞かせてもらいました。国勢調査もありますが、ぜひともこの問題は本気で、

その場になって、わっと言うんじゃなくって、もう今から頑張っていただきたいというふうに思

います。私も含め、みんな応援団のほうですので、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。

災害につきましては、これは町長の英断ですばらしい制度をスピーディーにつくっていただき

まして、住民側としても大変喜んでおるところでございますが、先ほどもありましたように１１

月２９日に締め切ったということでしたですけれども、私はもっとこれからも、これで終わりと

いうことじゃなくって、ずっとこれからも間口を広げて待っていただきたいな、取り組んでいた

だきたいなというふうに思うわけです。

これからという方がおられた場合にはどうなんですかね、受け付けてもらえますですかね。

○議長（青砥日出夫君） 産業課長、仲田憲史君。

○産業課長（仲田 憲史君） 産業課長でございます。現段階では、今御指摘のとおり、締め切り

を１１月の２９日ということで住民の皆様方には御案内をさせていただいております。しかしな

がら、新たに被災をしている農地等が判明をした場合、やむを得ず申請ができなかった被災農地

等々につきましては、産業課のほうに御連絡をいただければ対応していきたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） ありがとうございます。ぜひこれからも町民の皆さんに御希望が

あったら受け付けていただいて、この補助金を活用してもらいたいと思います。

この１２月にこういったことを、いろんな課題を確認させてもらったのは、来年度の当初予算

を組む上で、ぜひこういった考えを予算に反映させていただきたいというタイミングだと思いま

して、一度質問したテーマでしたけれども、再度確認をさせてもらいました。先ほどの災害補助

金についても、来年度もぜひそういった形のものを引き続き予算化していただきますようにお願

いをしたいと思います。

あと、私、６月議会に質問をいたしましたとっとり花回廊の跡地、植樹祭の跡地利用のことが
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１件、以前に御質問いたしました。これは今現在、こちらのほうから報告をさせていただきたい

と思いますが、今、町民の皆さん、有志の皆さんで何度か活用の会議を持たれまして、県や鳥取

県観光事業団との協議がされる予定になっているようでございます。先日、福間県議会議員の仲

介で平井知事さんとも直接面談されて陳情もなされてきておりますので、双方が前向きな協議を

していい結果が出るのではないかなと期待をしておるところですので、このことは質問というよ

り、私のほうで把握しておりますところを報告させていただきたいと思います。

以上、最後になりましたけれども、たくさん３月、６月、９月と提案もさせてもらいました。

今、町長のほうから答弁いただきましたような形で、ぜひとも成果が出ますような意気込みを持

って取り組んでいただきたいと思います。来年度予算にもぜひともそういったことを織り込んで

いただいて進めていただきますようにお願いをして、私の質問を終わらせていただきます。あり

がとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で２番、三鴨義文君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 続いて、９番、石上良夫君の質問を許します。

９番、石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） ９番、石上です。議長のお許しをいただきましたので、通告して

あります個人情報保護、戸籍、住民票等の取り扱い事務について質問したいと思います。

戸籍、住民票等の不正取得事件で、行政書士、司法書士等の逮捕者が後を絶たない。また、逗

子市のストーカー事件は、調査会社が不正に個人情報を入手し、結果的に事件につながった可能

性が高く、自治体の意識改革が求められている。過去に全国で２万件以上、県内でも２３件の戸

籍等の不正取得事件、また、昨年逮捕された司法書士は県内で１２件、残念なことに本町も１件

の不正取得が明らかになりました。今後の課題として、個人情報管理のあり方、本人通知制度改

正の必要性を問います。

次の点について具体的に回答を求めるものでございます。

１つに、地方自治体として逗子ストーカー事件、本町で不正所得された戸籍など、住民票等に

関する取り扱い事務の認識はどうか。

２つ目に、調査会社等が不正取得する目的は何か。

３点目、本町での１１月末時の本人通知制度登録者数は。

４つ目に、登録制度のさらなる加入促進のための施策は。

最後に、次年度以降、他の自治体において、本人、親族、この親族はとても範囲が広くなりま
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すので、同一世帯の親族と御理解いただければいいと思います。公的なものを除いて登録しなく

ても本人通知を行う計画があると聞いているが、本町はどのように考えているか問うものでござ

います。

あとの質疑は質問席で行いますので、御答弁よろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 石上議員の御質問にお答えをしてまいります。個人情報保護、戸籍住民

票などの取り扱い事務についてでございます。

最初に、地方自治体として、逗子ストーカー事件、本町で不正取得された戸籍など、住民票な

どに関する取り扱い事務の認識についてお答えをいたします。

取り扱い事務の認識については、今回の逗子市での事件を受けて、個人情報の取り扱いに対し

て職員全員がさらに関心を持ち、改めてその重要性を再認識することが重要だと考えております。

逗子市で起きた事件の手口としましては、親族や本人を装い、電話により巧妙に個人情報を引き

出していたようでございます。

本町では、地方自治体からの個人情報の問い合わせに対しては折り返しの電話にて回答するこ

とにしております。また、地方自治体を除いて、電話による個人情報の問い合わせに対してはお

答えをしないこととしております。しかし、今後も同様な事件の発生を未然に防ぎ、個人情報に

対する認識を再度深めるためにも、職員全員を対象とした研修会などの実施を視野に入れながら

検討してまいります。

２番目の御質問の、調査会社などが不正取得する目的についてでございます。目的は、社会に

存在する差別意識につけ込んで利益を追求するためであると考えます。戸籍謄本などには本籍地

のほか、出生、死亡、婚姻等にかかわる内容が記載されており、個人に係るさまざまな情報がわ

かるようになっております。結婚や就職の際の身元調査資料として取得されるケースが多く、背

景には同和地区出身者や在日韓国⋞朝鮮人、障がい者への偏見が存在しているからだと思います。

結婚相手や身内にいては困るなどという理由で、探偵、興信所などに身元調査を依頼をする人が

おり、探偵、興信所が行政書士に依頼することで不正取得が行われた例があります。戸籍などの

取得依頼は仲介をされ、その都度あっせん料が払われ、業者の利益となっていきます。行政書士

は不正取得をしたことにより処分されますけれども、行政書士だけが悪いのではなく、行政書士

に依頼した探偵、興信所の存在、さらにはその探偵、興信所に最初に依頼したものがあり、差別

意識を利用して利益追求を行うといっても過言ではなく、許されない行為であります。

３番目の御質問、１１月末時点の本人通知制度登録者数についてお答えをいたします。
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本町は、平成２４年の９月１日より本人通知制度の運用を開始しております。本町での１１月

末の登録者数は１００名でありまして、人口比率で考えてみますと０．８９％で、西部地区市町

村の中でもトップとなっております。

第４番目の、登録制度のさらなる加入促進のための施策についてでございます。この本人通知

制度を実施した際に広報などによりお知らせし、登録者数もふえてきておりますが、まだ町内で

の認知度は低いと考えられます。今後は制度の概要などを定期的に広報し、一人でも多くの町民

の方にこの制度の趣旨を御理解をいただきまして登録をしていただけるように推進してまいりま

す。

最後の御質問の、次年度以降、他の自治体において、本人、親族、公的なものを除いて、登録

しなくても本人通知を行う計画があると、本町はどのように考えておるのかということでござい

ますが、本人通知制度は戸籍謄本や住民票の写しなどが不正に取得され、個人の権利、利益が侵

害されることを防止するために実施をしております。制度には市町村に事前に登録した住民に限

って、第三者からの取得を通知する事前登録型、不正取得が明らかになった場合に、被害に遭っ

た本人に知らせる被害者告知型がございます。議員の言われます、次年度以降、他の自治体で計

画されておる制度は、身元調査などの目的で不正取得されたことが明らかとなった場合に本人通

知を行う被害者告知型の制度ではないかと思います。

南部町では平成２４度から、第三者、いわゆる本人、親族、公的なもの、または弁護士、行政

書士などの８業種のうちで指定された請求目的以外の請求につきまして、事前に登録された方に

本人通知を行う事前登録型の制度を実施しておりますが、この制度によりますと、不正取得につ

きましても登録されている方でなければお知らせすることができません。これに対しまして、事

前に登録されていなくてもお知らせする被害者告知型の制度は、例えば弁護士、行政書士などの

８業種や第三者による不正取得が明らかとなれば、事前に登録されていなくても通知されますし、

通知がなければ被害に遭っていないことを確認することができます。しかしながら、不正取得の

判明までに時間がかかりますので、この２つの通知制度を併用することにより不正取得に対する

抑制と個人情報の悪用防止に効果が得られると考えますので、被害者告知型の制度につきまして

も、他市町村の動向を見ながら、さらに検討していく考えてございます。以上です。

○議長（青砥日出夫君） ９番、石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） 町長から前向きな御答弁をいただきました。１点ずつ、担当課や

また関係する所管のお答えもいただきたいと思います。

まず１つ目の、逗子のストーカー事件で、職員としての認識をお聞きしました。職員全員が再
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認識すると、当町では電話等による問い合わせは応じないと、それと今後も研修していくという、

当然といえば当然ですけど、お答えをいただきました。

この犯行は、１１月の５日、行われました。新聞等は、もう１０日も過ぎて内容がわかってか

ら、いろいろ報道されておりました。最終的にこの被害に遭った方は、住所の閲覧制限も市に頼

んでいたと、それと自分ところの家の玄関の門札も外していたと、住所地が確定されないように

大きな努力をしていたということで、市の職員の、電話によるおどしというでしょうか、わずか

な判断ミスから殺人まで犯行がなってしまったと、大変見過ごすことのできない問題です。

この事件で、警察の見解といたしまして、自治体や民間企業での情報の取り組みと、個人情報

を入手する闇業者とのずれが指摘されております。特に、自治体職員が自覚しないまま情報が盗

まれている、意識改革が必要だと、全部の警察も自治体に警告的な意見を述べております。町長

に職員の研修も考えておると答弁をいただきましたが、職員を全体を総括する副町長の直接的な

御意見も伺いたいと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 副町長、陶山清孝君。

○副町長（陶山 清孝君） 副町長でございます。先ほどから石上委員が言われましたことはまこ

とにごもっともなことでございまして、逗子市の問題に、自治体職員が気がつかないうちに関与

していたということは非常に残念な結果だというぐあいに思っています。

ことし、人権研修の中で、インターネットを使った犯罪といいますか、住所要件があればタブ

レットでその方の玄関口まで写真が出るというところを教えていただきまして、非常に驚愕、私

自身もいたしました。電話番号や住所が、地図などを持たなくても、そこまで案内してくれると

いう、そういう社会が既にできてるということを我々自治体職員ももう一度肝に銘じまして、そ

ういう住所要件や個人情報の核心に触れるようなそういう問題についてもう一度、どうやって守

っていくのかということも改めて検証の材料にしたいと思っています。

まだ日程等、私のほうは聞いておりませんけれども、速やかにそういう研修をして、改めて個

人情報の大切さを職員一人一人が学び合いたいというぐあいに思っておりますので、よろしくお

願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） 私も過去には自分の住所地、隠すべきものではない、オープンに

しておけばいいと自分勝手な思いもありました。いろいろな住民の皆さんが住んで生活しておら

れる条件に、一人一人によって知られたくないいろんな事情があるだろうと思っておりまして、

これからは一人一人が、オープンにすることもいいですけど、反対に自分の情報をオープンした
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くない方も多くおられますので、やはり皆さんとともにしっかりとこれからも研さんして情報保

護を大事にしていくことが必要だろうと思っております。研修も行うということですので、担当

課のみだけではくやっぱり全職員の方、また私どもも一緒になって研修したら実のあるものにな

るだろうと感じております。

次に、２０１２年に私どもが公文書の情報公開請求しまして、残念なことに本町から１件、不

正取得があったことがわかりました。記憶によりますと、たしか事前登録が始まってからだった

と思いますが、そのときに私も申し上げました、不正取得がわかった時点で不正取得された方に

教えてあげなさいと申し上げました。いや、要綱がどうだこうだということで、どうもされてな

かった。そして、今度の逗子ストーカー事件です。その後も申し上げました、殺人事件があった

と、やはり要綱があっても、こういう不正取得が殺人までつながるということを本当に認識して

いただきたいと思います。

南部町はそのようなことはないという前提があるのではないのかと私も思います。この問題は

最後の５番目で、改正について、町長からも前もって要綱の改正もあるということもお聞きしま

したので、また最後にお聞きしたいと思います。

２番目の、調査会社とかが不正取得する目的はということでお尋ねしました。町長から御答弁

では、やっぱり不正取得は依頼主がおってこそ不正取得が始まります。あくまでも調査会社、探

偵業者、最終的には特定８業種が行政から情報を法律どおりにとれると、職権を利用しておるわ

けですが、依頼者がおるということが第一義の要因だろうと思っております。

ここで、職権によって戸籍謄本等を自治体に請求できる、専門の請求用紙を使って請求できる

その特定業種とは何か、この機会を通じて、この住民票の不正取得防止のために、町民の皆様に

も、ぜひともこの機会を通じてお聞きして理解していただきたいと思いますので、特定８業種と

は何かということを御答弁いただきたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。８業種と言われるのは、弁護士、

司法書士、土地家屋調査士、税理士、社会保険労務士、弁理士、それと行政書士、海事代理士と

いうのが８業種となっております。

○議員（９番 石上 良夫君） ありがとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） 特定８業種をお聞きしました。主に行政書士、司法書士から専門

の請求用紙を使って自治体からとる、今回はそれが偽造されて偽造書類でとったということで、
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あくまでもわかりません。この事件でわかったのは、逮捕されて警察が取り調べて、その中で犯

行が明らかになった、それから私どもが公文書の公開請求をして南部町からも１件あったという

ことが順序的にわかりました。過去にもたくさんあったと思います。本来なら、私どもの個人情

報保護のために本人通知制度が南部町にはあるということがわかっていたら、こういう不正取得

は起きないと思います。まだ弁護士等の今の８業種が、南部町からこの制度があるのをわかって

いないか、それともわかっていても、１通ぐらいという気持ちで不正取得するか、はっきりわか

りません。ということで、大変な問題になります。

逮捕者から明らかになったこと、これは警察等の調べです、不正取得の目的は８割から９割が

結婚等、男女関係の問題、これは１人の司法書士です。もう１人のＢの行政書士、半分は結婚相

手の身元調査、または同和地区の問い合わせのための調査ということを供述しております。そし

て、これが悲しいかな、犯行に使われる場面があります。まずストーカー事件、脅迫、嫌がらせ、

身元調査、霊感商法、振り込め詐欺、悪質訪問販売、いろいろあります、切りがありません。行

政としては、こういう目的等もよくまた御理解いただいて、また皆さんの研修の場等でも、いろ

んな犯行に使われる可能性があるということを御認識していただいて、しっかりとした研修もし

ていただきたいと思います。

３番目の、１１月末時の本人通知制度登録者数をお聞きしました。１００名だということで驚

きました。最近までは、多分三、四十名だと思っておりました。私も、１回目のできたときの広

報では、とてもこれでは皆さん理解していただけないということで、担当に言ってお願いして、

もっと大きな字で、Ａ４ぐらい１枚ぐらい使って、またＳＡＮチャンでもということで広報して

いただきました。

私どもが、西部教育振興会議という組織があります。これは、あっ、教育長がおられます、教

育長も役員さんです。自治体の教育長、そして各学校の校長さん方、そして私どもの運動体、そ

して県の教育局に事務をお願いしまして会議を持っております。その会議の中で、いろいろな…

…（サイレン吹鳴）研修がございます。主に私どもが参加するのは、ＰＴＡの同推協の役員さん

方の研修で、時には助言者という立場で参加していただきまして御挨拶する場がございます。そ

の場で、この本人通知制度についてよくお話しします。米子が西部地区では早かったわけであり

ますが、参加者の方に聞いてみます、こういう制度を御存じですかと。米子の方にも随分聞きま

した。残念なことに１人もそういう制度を知らないということで驚きました。やはり繰り返し繰

り返しこの制度のあり方を広報することが大事だろうと思っておりますし、また、担当課のみな

らず役場の職員の方全員で、自分から加入するのはもちろん、御家族の方、また地域の方にもこ

－３７－



れからどんどん、今まで以上に広報していただきたいと思っております。

加入者数１００人は聞きました、１００名ちょうどでしょうか。それと年代別構成、一番若い、

若年者ですね、何歳ぐらいの方が加入しておられますか。これは、これから就職、結婚という問

題も起きてきますので、特に私、関心がありますので、加入者数のはっきりした数字と年代別の

構成、一番若い方は何歳ぐらいの方が入っておられるのかお聞きしたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。１１月末の人数ですけども、ちょ

うど１００名の方のことでございました。年代別ですけども、一番お若い方は１３歳の方が登録

されております。最高齢の方は８１歳の方がお一人ずつ登録されております。年代別ですけども、

８０代の方が１名、７０代の方が１４名、６０代の方が２７名、５０代の方が１６名、４０代の

方が１３名、３０代の方が１９名、２０代の方が６名、１０代の方は４名おられます。

○議長（青砥日出夫君） 石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） ありがとうございました。

鳥取県では智頭町、これがたしか２０１０年だったと思います。私の同僚の議員がおって、一

緒にこの問題についても勉強する機会があります。彼は、加入者、しょっちゅう私も回っておる

んだけど、皆さん入ってごさんと本当に悩んでおりました。私は幸いに皆さんの御理解もいただ

いて、１００名、びっくりしました。多分米子、鳥取、倉吉は、市部はわかりませんけど、郡部

では一番の数だと思います。本来ならば全員の方に加入していただくのが本意でございますが、

やっぱり制度はまだ聞いていない方もおられます。また、いろんな場面で一人でも多くの方に入

っていただきたいと思いますし、１００名という数字はやっぱり担当課、また職員の方も努力さ

れたと思います。これは私も皆さんにお礼も言いたいし、今後も引き続いて促進するよう、とも

に頑張っていきたいと思います。

５番も４番も一緒になってしまいました。加入促進の促進のための施策は、やはりこれからも、

地味ではありますが、いろいろな広報等を重ねていく必要があると、これに尽きるだろうと思っ

ております。また次年度も、大きな広報では１回だけではなく、何年も何年も、こういう事件が

発生する可能性があるということで、しっかりとした広報をお願いしたいと思います。

最後の、他の自治体において登録をしなくても通知を行う計画があると私もお聞きしました。

それは大変いいことではないかということで聞きましたけど、今計画中なもんで、まだはっきり

わかりません。ただ、言えることは、先ほども申し上げましたように、不正取得された事実があ

ってもそのままになっておると。明らかに要綱が不備であります。町長は、要綱を改正するとい
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うお答えもいただきました。先ほど、事前登録制度、また被害者告知制度との併用も考えておる

ということを聞きました。全国の都道府県で今この制度が全市町村にできているのは埼玉、京都、

山口、香川、大分県、鳥取県が岩美町が制度をつくられましたので、全市町、１９市町村全部で

きました。本町は事前登録型制度です。やっぱり不備があります。役場から、あなたの住民票が

とられましたよと通知が、私に、例えばあります。ところが、依頼主まではとてもとても無理で

すね、これは、依頼主はね。

ここでお聞きします。例えばＳ司法書士が私の住民票をとって、それが犯行が明らかになって

警察に逮捕されて、新聞紙上にこういう弁護士が逮捕された。そこでそのときに、そのＳ司法書

士名でとられたものがないかどうか、役場は私は調査する必要があると思いますけど、この点に

ついて伺いたい。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。今つくっております要綱では、事

前登録ですので、登録されている方に弁護士からとられましたよということしか教えません、弁

護士とか司法書士とか。今度、その名前を知りたいときには、情報保護条例というのがありまし

て、開示請求をしていただくようになっております。事件がわかってから登録されてない方にも

お知らせする、先ほどの被害者告知制度ですけども、その要綱をつくっておりませんので、現在

は、こちらからお知らせすることはできません。その事件を知られた方が自分のはとられてない

かということで調べるということができるのが今の状態です。やっぱりそれでは不備だという考

え方も思っていますので、その事件がわかれば通知するという要綱を今考えているということで

お願いしたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） ここに２０１２年に私が求めました公開請求でとりました実名入

りの書面があります。確かに使用者氏名は明らかになっております。依頼者名は消してあります。

住所地も消してあります。しかし、この依頼者名は偽名の場合もありますので、はっきり言って

わかりません。私が今この書面をいただいたなら、警察に訴えます。私の住民票を、知らない人

がとっていると。司法書士名がわかりました。警察に訴えます。ということで、今まで１０数名

の司法書士や、行政書士や、元弁護士や、また現職の警察官、そして情報機器の会社の職員、全

部逮捕された後わかって調査したものです。まだわからない部分がたくさんあるだろうと思いま

す。

町長から、被害者告知制度も併用してはどうかということでした。被害者告知制度というのは、
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不正取得が判明した場合、とられた人全員に告知するという制度です。だから、やはり今の事前

登録型の不備を補っていくという効果はあるだろうし、ぜひとも研究していただきたい。

そこで、私の疑問点が１つあります。お聞きします。特定８業種、それと公的なもの、公的な

ものは国、地方公共団体等だろうと思っています。特定８業種、主に弁護士さん、司法書士さん、

行政書士さん、今までの事件では不正取得は大体その職種でした。先ほどいろいろお聞きしまし

た。税理士さんや家屋調査士等も聞きましたけど、不正取得があった場合にもちろん特定８業種

の、こうやって皆さんにとられましたよいうて、これ通知が来て、今までと同じ考えでよろしい

でしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。事前登録型の制度は、弁護士の個

人名とか、今まではお教えしておりませんので、今度、被害を受けられた方にお教えする制度で

は、事件を起こした弁護士とか行政書士はもう名前がわかっておりますので、この方からとられ

たということをお教えする制度だと思っています。

○議長（青砥日出夫君） 石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） 特定８業種も通知するという理解でいいですね。

ここで、皆さんも不思議に思われるかもしれませんが、国や地方公共団体、裁判所もいろいろ

犯罪に絡む事件がありますので、同じ考えだと思いますが、これの団体から取得したものはあく

までも今までと同様、不正取得はないと思います、根本的にね。これは教えないというのが基本

でよろしいでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。基本的に国とか地方の公共団体で

は不正はないという考え方をしておりますので、もう事前登録からも外しております。事件が起

きればお教えするということですので、もう発覚したときにはどんな場合でもお教えできるので

はないかと思っています。

○議長（青砥日出夫君） 時間が少なくなりましたんで、まとめてください。

石上良夫君。

○議員（９番 石上 良夫君） 現実に行政職員も１件逮捕されて、懲役刑、判決がもう出ており

ます。そういう場合は、ぜひともお知らせいただきますように、知らせなければならないと思っ

ております。

いろいろお話を聞きました。前段に町長が今の住民票の本人通知制度と、また被害者告知制度
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というのを併用して改正したいという言質をいただきました。実は、私はこの場面で最後に提案

したいと思っておりましたが、先越されまして、ぜひとも、いいことですので、要綱を住民の皆

さんの一人一人の個人情報を守るため、個人情報はあくまでも持ち物の一人一人のものです。役

場に管理していただいておりますけど、ぜひともこういう事件が再び起きないよう、また起きて

はだめですけど、この登録制度の改正もきちんとして情報保護に努めていただきたいと思います。

最後に、町長の、きょう、発言を余り聞いていませんので、私のきょうの質問のうち、町長の

思いもお聞かせいただいて、私の質問を終わりたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。今の一連の御質問を聞いて、それぞれに答えたわけ

ですけれども、改めて再質問いただきながら、個人情報の取り扱いにしっかり取り組んでいかな

ければならないということをしみじみと感じた次第であります。高度な情報社会になっておりま

して、この情報をいかに活用して経済活動をやっていこうとか、あるいは利益を上げていこうと

か、いろいろなことがあるわけですけども、それがやはり社会通念上許される、道徳にも沿った

ものでなければならないわけでありまして、これは、いわゆる公がそういうことを守るのみなら

ず、個人もやはりそういう努力をしていかんといけんというように思います。全てのことを管理

し切れるものではないわけでありまして、そういう意味でこのような登録制度を設けております

から、１万１，５００人の町で、わずか１００人であります。西部の市町村では０．８９でトッ

プなんです。全く設けていても利用していない町もあります。したがいまして、そういう意味で

喜んでばかりいるわけではございませんが、もっともっと啓発をして、みずからの情報はまたみ

ずからで守っていくという、そういう啓発をしていかんといけんなということを改めて思いまし

た。

また、そういう貴重な個人情報を預からせていただいております町のほうとしては、管理の万

全を期すということが今まで以上に求められると。そのためにも、改めて職員一同、研修し直し

て対応をしたいというように思います。

それと、被害者の告知制度でありますけれども、これは被害に遭って、いろんなことが進んで

きて裁判とか確定せんとわからないと。こういうことに利用されておったのかということがわか

らないということで、二階から目薬指すようなまどろっこしさがありますよね。したがって、そ

ういう制度と事前登録制度というものをうまく組み合わせて、もうちょっと早い段階でわかるよ

うな、そういう仕組みができないものかなということをつくづく思いました。いずれにいたしま

しても、そういう個人情報を利用して悪いことに使ったり、そういうことがない、そういう社会
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をつくっていかなければいけない、それが一番であります。そういう社会に向けて引き続き努力

をしていきたいと思っております。

○議員（９番 石上 良夫君） ありがとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で９番、石上良夫君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） ここで休憩に入りたいと思います。再開は１時ちょうど。

午前１１時５２分休憩

午後 １時００分再開

○議長（青砥日出夫君） 再開いたします。

午前中に引き続いて、一般質問を行います。

１番、白川立真君の質問を許します。

１番、白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） １番、白川です。質問事項としましては、国の少子化対策と連動

する当町の結婚活動の支援についてお伺いをしたいと思います。

質問の背景としまして、社会環境が大きく変化する中で、次世代を支える子供の減少は国力や

国策に大きな影響を与えるものと考えております。２０１０年、総務省の国勢調査による未婚率

は男女ともに上昇し、合計特殊出生率では１．３９までに低下しています。若い世代の方には結

婚観や価値観のもとになる情報が十分ではないのではないかと思っております。参考までに、我

が国の年間の出生数、これは第１次ベビーブーム期には２７０万人でした。第２次ベビーブーム

期には２００万人と減って、昭和５９年ごろには１５０万人を割り込み、平成３年以降少しずつ

減っております。次に、合計特殊出生率というのを見てみますと、第１次ベビーブーム期には４．

３を超えていましたが、徐々に徐々に低下していき、第２次ベビーブーム期には２．１台、そし

て私の生まれた時代、１９７５年ごろには２．０を下回り低下傾向にあります。そして、平成１

７年、８年前でしょうか、過去最低である１．２６まで落ち込み、それから少しずつ持ち上がり

まして、現在は１．３９と低水準で推移しております。そして、総人口も徐々に徐々に減ってお

ります。２０１０年は１億２，８００万人、そして１５年後には１億１，６００万人になるので

はないか。そして、２０４８年には１億人を割って９，９００万人になるのではないかと言われ

ております。

また、未婚化という言葉がありますけども、現在、平成２２年の統計調査によりますと、男性
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では２５歳から２９歳で７２％の方がまだ独身である。そして、３０歳から３４歳の方で４７％、

女性では２５歳から２９歳の方で６０％が独身であり、そして、３０歳から３４歳の方で３４．

５％の方が今独身でおられると。また、晩婚化というのを見てみますと、２０１１年のデータで

すけども、男性で３０．７歳、一番最初に結婚をされたときの年齢が３０．７歳、女性が２９歳

と、これも少しずつ上がってきておるようです。

以上の背景から見まして、２つに分けて質問をしてまいりたいと思います。

まず１点目。住民の方や特に若い世代の方には、結婚することで自分自身が自立し、人生に変

化をもたらし、夢のある世界が待っていることを伝えなければならないと思いますが、どうでし

ょうか、伺いたいと思います。

そして２点目。国を挙げて少子化対策に取り組んでおられますが、当町の少子化対策について、

現行策以外に新しい対策を考えておられるか伺いたいと思います。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 白川議員の御質問にお答えしてまいります。まず、住民の方や特に若い

世代の方には結婚することで自分自身が自立して、人生に変化をもたらし、夢のある世界が待っ

ていることを伝えなければならないと思うがどうかということでございます。

もっともな御指摘だと思います。少し古いですけれども、平成１２年４月の少子化と教育につ

いての中教審報告によりますと、少子化の要因として、１、未婚化、晩婚化の進行、２、夫婦の

子供の数の変化、３、社会全体で子供を受け入れる懐の深さの減少の３点を挙げられております。

そのうち結婚に関しましては、個人の結婚観や価値観の変化のことが取り上げられておりまして、

最近では結婚に対する世間のこだわりが少なくなり、特に都市部を中心に結婚しない生き方や結

婚を急がない生き方を選択することが容易になっている。また、年金制度の充実や老や扶養に対

する意識の変化などにより、老後の生活のために子供を持つという意義が変化し、その前提とし

ての結婚の必要性が低くなってきた。また、女性の社会進出が進み、女性の経済力が向上した結

果、女性が生活のために結婚する必要を従来ほど感じなくなってくるとともに、女性が仕事に生

きがいを感じるようになってきた。このように社会経済の変化や福祉制度の充実に伴い、結婚に

対する個人の考え方や価値観が変化してきていると報告がなされております。私もまさにこのと

おりだと思います。結婚に対する意識や意義の変化も未婚化や晩婚化につながる要因の一つだと

考えられることから、議員御指摘のように子育てや家庭の大切さについて若い世代の理解を深め

たり、性別によって特定の役割を押しつけるのではなく、男女が協力して子育てに当たることや、
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社会全体として子育てを支援していくといった意識を確立していく必要もあるのではないかと思

います。なお、県では未来のパパママ育み事業やとっとり婚活応援プロジェクト推進事業などに

より、中⋞高校生に対して妊娠、出産、子育ての心構えなどを身につけるための出前教室や婚活

事業の周知及び成婚体験等を通じた結婚へのイメージアップに取り組んでおられます。結婚観や

価値観には個人差もあるとは思いますが、元気で安心して暮らし続けることのできる町を目指し

て、町として結婚、出産、子育てに係る総合的な支援策を講じながら、少子化対策日本一と言わ

れるようなまちづくりを進めてまいりたいと思っております。

次に、当町の少子化対策、現行策以外に新しい対策を考えておるかということでございます。

これは、先ほどの三鴨議員からの御質問の中でもお答えしましたけれども、ことし７月に副町長

をトップにした少子化対策プロジェクト会議を立ち上げております。この中では計４回にもわた

る議論をし、来年度以降の取り組みについて一定の方針が示されたところであります。ターゲッ

トは２０歳代から４０歳代の定住人口の確保で、各地域振興協議会に年２組ほどの世帯を転入し

ていただくことを目標に、結婚、出産、子育てを総合的に支援していこうというものでございま

す。現在、最終的な取りまとめが行われておりますけれども、ストップ未婚化、結婚支援、出産

⋞子育て支援、若者世代の暮らしの支援の３本の柱で構成されております。

内容を少し紹介させていただきますと、例えば同じ趣味を持った人や初めから職種を明らかに

した婚活パーティーの開催のほか、不妊治療制度の拡充、保育料の減免や高校生の医療費無料化

など、さまざまな施策を行うことを検討しております。さらに子育て包括支援センターのように、

そこに行けば妊娠から出産はもとより、子供が成人し、また出産期を迎えるまでの、先ほど言い

ましたさまざまな施策を活用しながら子育てプランを策定でき、相談することができる総合的な

マネジメント体制を構築したいと思っております。こういった総合的な施策で、より安心して子

育てができる環境を整備することで、南部町に興味を持っていただき、安心して暮らし続けるこ

とのできる町を目指したいと思っております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） 町長、ありがとうございました。私もこの議場で町長と結婚に関

する話や、これから愛について語り合っていくなんてことは思いもしませんでしたけども、やは

りこの問題は森まさこ少子化担当大臣も言っておられましたが、２０年ぐらい前から少子化対策

をやっているんだけど、なかなか思う、納得のいく結果が出てこないんだということで、私は全

力を挙げて取り組みたいということを言っておられました。

ちょっと話は変わるんですけども、いつでしたでしょうか、あるコンビニの出入り口のところ
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で、若いお母さんが、荷物を持ったお母さんが買い物をされてちょうど出てくるところに出くわ

しまして、女性の方が、そこは自動ドアじゃなかったもんでして、ドアをあけて、はい、どうぞ

と声をかけられましたら、妊娠をされてるお母さんだったと思いますけども、大変喜ばれてにこ

っとされまして、車に乗って帰って行かれるまで朗らかなにこにこした顔をされていました。私

はそれをちょっと見ておりましたんですけども、あのお母さんはどういうふうに感じられたのか

なと思って。実は、家庭の中だけでなく、この社会の中で自分がこれから出産をし子供を育てる

ことを、社会が、全体が応援してくれているのかなと思われてにこにこされたんではないのかな

というふうに少し感動をしたとこでしたけども、さっきの話にもう一回戻りますけど、森担当大

臣は、これまでの少子化対策の中でちょっと力を入れてないところがあったようだというような

ことを言っておられます。

これは、あるテレビ番組に出演されたときにキャスターと討論された中身なんですけども、子

供対策に、私は３本の矢、子供対策の３本の矢というのをつくりたいということを言っておられ

ます。１本目、２本目の矢といいますのは、これまでどおりの育児支援、これが１本目の矢、そ

して働き方に対する２本目の矢、そして３本目は結婚、妊娠支援ということを言っておられます。

実は、出会いがあり、そして恋愛ですかね、結婚、そして妊娠、出産、育児と進んでいくんです

けども、後になればなるほど国の支援というのは厚くなっていくんですけども、前半の恋愛、結

婚という部分は個人的な問題と捉えられてきたんでしょうか、家庭的な問題だからということで

公共の福祉という枠の中には今まで入っていなかったような気もします。しかし、今回初めて、

森大臣が恋愛と結婚の部分に３本の矢を撃ち込むということを力強くおっしゃいましたので、私

も国の施策と連動する我が町の施策、具体的にいいますと、やはり婚活ということになりましょ

うけども、その婚活ですけども、森まさこ大臣の少子化会議の中で、少子化社会対策会議の中の

少子化危機突破のための緊急対策というのも提言されてます。そんな中で、こういう意見が出て

おります、会議のメンバーから。今まで婚活しても成功率が低いからやめたほうがいいじゃない

か、そういう意見が出ておりますけども、森大臣はこう言われました。今までのやり方がだめだ

から、じゃあやめようかということにはならないんだと、新しい道を探るんだと。それをみんな

でしていこうじゃないかと。そのための会議でしょうとおっしゃりまして、これは国だけの問題

じゃなくて、県、そして町も一緒に考えていかないけん。

しかし、婚活パーティーだけではなかなかだめだということになりますと、どんなことがある

のかなと、ちょっと私も現在悩んでおりますけども、ただ何もせずに腕組みしとったら何も進ま

ないというのは私もわかりまして、先ほど言いましたようにコンビニのお母さんではないですけ
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ども、やっぱり町全体でそういうムードを盛り上げていかないけん。結婚、そして出産される方

に、みんなで何か応援できるような、ソフト的なことなんですけども、しなきゃいけないと思っ

ておりますけども、この部分についてどのような感想を持っとられますでしょうか、お願いした

いと思います。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。るる議員のお話を伺っておりまし

て、私もまさにそのとおりだと思っております。午前中の三鴨議員の折にも少しお話もさせてい

ただきました。やはり国のほうでも議論になっていらっしゃるというお話でございますが、そも

そも出会いですとか触れ合いといいましょうか、そういった場をやっぱり設けることが必要じゃ

ないかというようなところでございまして、町長からも御案内させていただきました少子化プロ

ジェクト会議の中でも、やはりそういった未婚⋞晩婚化というのも非常に言われてますので、そ

ういったことに向けて何ができるのか。それも、花火を打ち上げるだけじゃなくて、ずっと将来

的に続けるような施策が、どんなことができるのかというのをずっと議論をしてまいりました。

今、お答えもさせていただきましたが、その中でも婚活パーティーというものもやっぱりした

ほうじゃいいんじゃないかというようなことも御意見にありました。ただ、婚活パーティーもい

ろいろ聞くところによりますと、大山町さんとかもやっていらっしゃるというようなこともあり

ますし、町内でも振興協議会でもやってらっしゃるということも伺っております。なかなか実績

が上がらない、参加が少ないといったような課題もあるようでございますので、そういったとこ

ろをいかに解決して成功させるかというのが課題だと思います。

私といいましょうか、実は市町村、西部で９市町村で構成してます西部地域振興協議会という

組織もございまして、そういった中で、この間、米子市さんのほうからもお話いただきました。

実は、西部のほうで西部、それから出雲市とか安来市さん、ああいったところまでの範囲を広げ

て広域的な婚活パーティー、こういう活動もしてみようじゃないかといったような今御意見もい

ただいて、各市町村で議論、検討してるようなものもございます。ですから、そういった活動、

それから、ただ集まって盛り上がる、お話をするというのはなくて、どういった参加者がいらっ

しゃるのか、テーマを絞ってみるとか、それからやっぱり体験型にしてみるとか、そういういろ

いろな手法、やり方はあるんだと思います。そのあたり、先進事例もたくさんあるでしょうから、

そのことを見ながら考えていきたいと思います。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。まことにタイムリーな御質疑をいただいたなと思っ
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ております。

先ほど御指摘いただいたように、妊娠から出産、育児という部分は一つのルートができており

まして、アクセスさえしていただければ行政サービスを受けることができる、そういう道がある

わけですけども、結婚についてはなかなかなかった。それから、それはまた御本人の個人の自由

といいましょうか、でありまして、なかなかそれを税金を使って対策を講じるというようなこと

は従来ほとんどやってきませんでした。また、それをあんまりよしとしない雰囲気もあったとい

うように思うわけです。ただ、ここに来て、御指摘のように出生率も随分落ちてきて社会全体の

活力もそがれるというようなことで、森大臣のお話のように、政府を挙げてこの少子化対策、し

かも結婚にまで踏み込んでやらんといけんということになってきて、非常にそういう意味ではタ

イムリーな質問をいただいたなと思っております。

今、婚活のことを課長が言いましたけども、行政が婚活を主催しますと案外信頼感があってい

いと。いわゆる午前中あった情報の問題なんかもうまく管理していただけるのではないかとか、

あるいはまた、まずかったときに、いわゆるつきまとわれたり嫌がらせの電話を受けたり、そう

いうことがあったりしたときに行政が一枚かんでおれば非常に信頼感があっていいのではないか

というようなことから、行政が婚活を主催するというのがむしろ勧められる、民間の業者が行う

よりも、むしろ行政がそういうバックアップをしたほうがいい、主催したほうがいいというのが

流れになっているように私は受けとめております。

従来も農業後継者の花嫁がいないというようなことから、西部地域全体で大阪や京都のほうか

ら募集いたしまして、１泊２日ぐらいでバスで来ていただいて、農業青年と婚活をやった。それ

をみんなが負担金出し合って西部の町村でやったことがありますけれども、ほとんどうまくいか

ない。行政が仕掛けているのにうまくいかんということである。これは、結局、アプローチの仕

方が下手だとか、パーティー会場へ行きますと女性は女性で固まって食事をする、男性は男性で

固まって食事をするというような傾向になりがちだそうでして、ここの両者をうまくつなぎ合わ

せる役割という、コーディネート役ですね、そういうことが指摘をされておりました。コーディ

ネート役をそれでは配置してということで、また次回は反省してやってみるわけですけども、な

かなかうまくいかんかったというようなことから、立ち消えになってしまいました。

しかし、今、このプロジェクトチームでお話をいただいておりますのは、例えば役場の職員と

どうだというようなことで、職だとかそういうものを明らかにしてやる。あるいは、看護師さん

なら看護師さんだというようなことで募集をかけるというような、それから趣味ですね、趣味が

同じだというようなことで募集をかけるというような、もうちょっと個別具体的な婚活パーティ
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ーの仕掛け方があるのではないかというような提言をいただいているわけです。そういうことを

本当にいろいろ考えてばっかりおってもいけませんので、とにかくやってみるという考え方であ

ります。

それともう１点は、昔は仲人さんのお世話で随分成婚ができたというように思っておりますけ

れども、私も何組かずっとやってますけど、出会いの機会がないというのが大方の若い方の御意

見なんです。ですから、仲人さんがちゃんとそういう出会いの場を責任持ってつくってあげられ

れば、これ相当いくのではないかというように思っておりますが、仲人業もやっぱりバックに行

政がついておったほうが信頼感や安心感があるのではないかというようなことも考えておりまし

て、それも検討の一つにさせていただいております。いわゆるちゃんと研修していただいて、個

人情報の問題や、あるいはさまざまな人権問題と、そういうものをちゃんと研修してやっていた

だくというようなことをあわせて行うことによって、重層的に出会いの場というものをつくって

いくというようなことを計画していただいているところであります。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） 町長、課長、御答弁ありがとうございます。町長も課長もかなり

前向きに取り組んでいってもらえるという確信を得ました。

私が２０歳になった今から２０数年前の時代、まだ景気はそんなに悪くはなかったんですけど

も、周りの雰囲気というのはまず男でも女性でも、年をとったら結婚をしなさいと。そして、男

は各家庭の中の大黒柱になりなさい。そして、女性は子育て中心に専念をして頑張ってくれとい

うような雰囲気がありまして、それだけならいいんですけども、結婚というのは、出産のことも

あり、お金が大変かかる。だから、きついぞとか苦しいもんだというようなことを結構言われた

ような気がします。それにめげずにやってくれと当時は言われたような気がしますけど、そうし

ますと、今の若い方に結婚そのものがきつい、苦しい、厳しいというような負のイメージを持っ

てもらいますと、これは大変困ったもんだなというふうに思っておりまして、ここの部分を何と

か悪いイメージというのをちょっと払拭して、確かに厳しい部分というのはあろうかと思います

けども、結婚して出産をし、そして２人で育児をしていくということは、それ以上に魅力的な人

生最大のイベントであるわけですから、こっちのほうがもう少し上回ってこないかなというよう

に思っております。

今は若い世代の方々の中には、結婚というのは人生の中の選択肢の一つであり、必ずしも自分

の人生の中に必然として存在していないというふうに言われる方もおられるんですけども、これ

は２０１１年、２年前でしょうか、出生動向基本調査、結婚と出産に関する全国調査、略して独
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身者調査というのが国のほうであったそうです。びっくりしますのは、これだけ未婚率が高いわ

けですけども、結婚をしたいと、将来はしたいというふうに思っておられる方が、実は男性８６

％、女性は９０％、９割の方が実はしたいと思っておる。先ほども町長言われましたけど、男性

も女性も物すごい高確率で結婚を望んでおられるんだけども、一番、ファーストステップの出会

いですよね、ここがなかなかひっかかっているということではないのかなと思います。そして、

出会いの場というのを自治体がつくった場合に、次に、恐らく若い方々は、異性の方を見て結婚

というのを頭に描かれるんだろうけども、結婚というのがどうも、どういいましょうか、自分の

両親世代に、親に聞きますと、両親というのは今から３０年ぐらい前の自分の結婚観をもとに子

供さんに話されるんではないかと。それは今の現状とちょっと合わない部分が、昔の結婚観です

ね。今は男は男の役目、女性は女性の役目ということではなくて、お互いが足りないところを補

いながらやれば、そんなに収入がなくてもできるんだと。結婚、そして出産という夢をつかみ取

ることができるということを、親世代といいましょうか、社会全体の中であんまりこの部分を広

めていってもらえてないような気がする。まだ、結婚は苦しい、厳しいもんだという負のイメー

ジばっかりが先行しまして、若い者がちょっとまだじだんだ踏んでいる。だから、この負のイメ

ージというのはちょっと抑えていただいて、できるだけ広報とかですばらしいもんだというよう

なところを、広報やまたいろんなイベントがありましょう。もう間もなく我が町でも成人式とい

うようなものもありますし、そこらで、町長に結婚のすばらしさというのを伝えていただけたら

なと思います。こんな格好いい言い方どうでしょうか、愛の伝道師として、これからも町長に頑

張っていただきたいなと思いますけども、町長、いかがでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。来年の成人式に御挨拶でそのことを申し述べようと、

今改めて思った次第です。

統計的な数字や何かは持っておりませんけれども、南部町には案外、いわゆる離婚されて子供

さんを連れて実家に帰っておられるというような方が非常に多いということが、担当者のほうか

ら聞かされております。結婚はしたけど、なかなか思うようにいかんかったということだろうと

いうように思うわけですけれども、そういう皆さんに再婚、再活の町と言っておりますので、再

婚もしていただくというような取り組みも、このプロジェクトチームの中で話いていただいてお

ります。いずれにしましても、人として生まれてきて、やっぱり相方があって、夫婦で家庭をつ

くって自分たちの子孫を残していくということは、これは本源的なことでありまして、そんなに

捨てたもんじゃないと私は思っております。それを阻むさまざまな経済の問題だとか、あるいは
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社会のひずみの問題だとか、さまざまなものがあって、つい結婚までは踏み切れんとか、あるい

は手おくれになったとかというようなことがあるのではないかというように思うわけですが、基

本的にはやっぱり結婚して子供をつくって、子孫に自分たちの、また、夢を託していくというよ

うな人類の本源的なものがございますので、やっぱりそれを阻むさまざまな要因を取り除く。そ

れから、もう一度思い起こしていただくと。いい人を早い段階で見つけて苦労をともにするとい

うような、そういう世の中の風潮づくりといいましょうかね、これはなかなか難しいわけですけ

れども、そういうことに努めていかなければいけない。従来、結婚は税金使ってやっちゃいけん

という思いが強うございましたので、今回、そういう御質問もいただきますし、それから、国も

そういう対策をどんどんしていくということでございまして、意を強くして頑張っていきたいと

思います。

それから、私も仲人やっとりまして、今まで１０回ぐらい未婚の男女を引き合わせたわけです

けれども、１件だけ成功いたしました。なかなか難しいわけであります。現在もそういう過程に

あるわけですけれども、みんながそういう気持ちでちょっと努力せんと、これは行政だけででき

る話じゃないわけであります。役場がそういう大きな方針を打ち出したので、協力してやろうか

ということで、仲人に登録していただくだとか、あるいは情報交換をして、よさそうな人を御紹

介いただくだとか、そういう御協力もよろしくお願いしておきたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） 町長、ありがとうございます。先ほど来、結婚ということについ

て質問をしているわけでありますけども、きょうもたくさんの数字を、資料を準備しましたけど

も、このたくさんの数字の、どういいましょうか、向こう側にあるものを少し感じております。

それは、いろんな数字が出ている中で、ソフト面で今の男子、女子がといいましょうか、結婚と

いうものに向かったときに、ひのき舞台から飛びおりる覚悟で、よし、やってやろうというパワ

ーを余り感じないわけです。数字的にはいろいろ厳しい数字なんですけども、やはりここの部分

を私たちも自治体と一緒になって、そして周りにそういう方がおられたら、結婚どうしようかな

というふうに悩んでおられる方がおられたら、いつまでも悩んでおっても進まないと、行けとい

うふうに私は言おうと思いますけども、やはりどこかで、それは初めての結婚の場合はいろいろ

悩まれることもあるんだけども、いつまでも悩んどったら何もならんと、よし、行こうと、１人

で行くわけじゃないんだから、いけんときは自治体もついてるんだからというふうに思っており

ます。自治体も町のほうも一生懸命、これから取り組んでいかれるということで、私たちも一生

懸命協力したいと思います。少しでもたくさんの方が幸せになって、子供がふえることを願って、
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質問を終わりたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 以上で１番、白川立真君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 続いて、４番、板井隆君の質問を許します。

４番、板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ４番、板井隆です。議長よりお許しをいただきましたので、通告

をしております体験型観光推進事業について質問をさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。

平成２５年度主要事業の一つに体験型観光推進事業があり、現在進行中であります。先月３０

日には、「南部町の宝を探せ！」をテーマに、おもしろ部門と宝部門での２部門に分けて、南部

１、Ｎ－１ぐらんぷりが開催されました。現在、とっとり花回廊や緑水園を中心とした食と宿泊

体験施設、さらに古事記１３００年を契機に整備された赤猪岩神社など、誘客運動が推進されて

います。

観光振興は地域活性化の起爆剤です。このたびの体験型観光推進事業では、自然との共生をテ

ーマに豊かな自然環境を活用した観光産業の発展と、地域の人材、宝を発掘し、体験を通して地

域の魅力を最大限に発揮し、交流人口をふやす、交流人口の拡大が南部町のよさを広く浸透させ、

南部町への定住人口増加への糸口となることが期待され、人口減少に歯どめをかける施策の展開

が期待されます。

南部町はさまざまな観光資源に恵まれているものの、町としての一番の売り、目玉が明確にさ

れていないように思います。恵まれた資源を磨き上げ、何を優先させるのか、また、どのように

活用していくのかを、この体験型観光で必要だと思い、どのように検証を生かしていくつもりな

のか、以下の点から伺います。

１つ、着地型旅行商品の開発について。旅行の目的イコール着地になるんですが、着地側が有

する個別の観光資源にかかわる情報の着地側の人々の観点で、そこでしかできないような体験な

どを重視して、企画⋞立案⋞実施をしていただきたいと思いますが、そのことについてお伺いい

たします。

２番目に、体験メニューの整備について。その土地ならではの体験は、旅行者に強い印象と感

動を与えると思います。現在までの体験型観光の推進の進捗状況と各振興協議会や地域の住民の

反響についてお伺いをいたします。

３番目に、地域力連携と広域連携の推進について。観光は、さまざまな産業をつなぐ道具であ
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ると言われています。それぞれの資源の質の向上と連携について、さらに、町内だけでなく、周

辺観光施設との連携で観光資源に厚みを持たせる施策などについて、町としての体験型観光推進

事業の今後の具体的施策を、事業は今現在進行形でありますが、来年度に向けた町の方針と、ま

た、このたびの事業が打ち上げ花火で終わることがないよう、具体的な施策をお伺いいたします。

以上、壇上からの質問といたします。御答弁をよろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 板井議員の御質問にお答えをしてまいります。今年度、新たに取り組み

を始めた体験型観光推進事業についてでございます。

初めに、この体験型観光推進事業を進めるに当たって、多くの方に御支援、御協力をいただき

ましたことに感謝を申し上げます。この事業は、国の緊急雇用創出事業を活用し、事業者が失業

者を新規雇用した上で、南部町版の新たな観光戦略を構築することを目的としておりまして、南

部町に興味を持っていただき、住みたいと思ってもらえる町をつくるために、さまざまな取り組

みを実施しているところでございます。

まず、旅行の目的地側が有する個別の観光資源に係る情報や、着地側の人々の観点を重視して

企画⋞立案⋞実施すべきと思うがどうかとの御質問でございます。

まさに私も議員のお考えと同感でございます。観光を進めるに当たっては、交流人口を増加さ

せることによって産業を活性化、発展させ、より南部町の魅力を向上させていくことが大切だと

思っております。この事業の中では、地域の観光素材の再発見や磨き上げを行い、体験型観光メ

ニューをつくりながら新たな南部町版の観光マップを作成することとしております。このマップ

には各地の名所、旧跡を初めとする観光素材のほか、今まで余り注目されてこなかったものでも

改めて見詰め直すと、何だか心が癒やされるような、あるいは心引かれるようなものがありまし

たら、地域の大切なお宝としてマップに載せていきたいと考えております。

今年度は、ファーストステップとして、インナープロモーション、いわゆる地域内への働きか

けをきちんと丁寧に行うこと。そして、次年度以降、徐々に外向けにプロモーションして、地域

以外からの人々を迎える体制を整えていくという流れで考えております。そのためには、まず、

各地域の方に体験型観光の楽しさを実感していただくこと、次に、自分たちにもできそうだと思

っていただくこと、そして、地域の宝探しや体験メニューづくりのプロセスを楽しんでいただき、

それを実際に行ってみて、外から来られた方に喜びを提供することで成功体験をしていただくこ

とが大切だと考えております。

まだまだこの事業は始めたばかりではありますが、事業を進めていく上では、地域振興協議会
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の皆様を初め、地元の多くの方の知恵やノウハウが必要でございます。南部町版の着地型観光の

推進に向けて、引き続き御支援と御協力をお願いをいたします。

次に、その土地ならではの体験は旅行者に強い印象と感動を与えると思うが、現在までの体験

型観光の進捗状況と、各振興協議会や地域住民の反響はどうかという質問でございます。

このたびの事業を進める中で、まず最初に行いましたのは、地域の方々に体験型観光とはどう

いうものなのかということを実際に経験していただくために、９月に先進的である奥日野たたら

ツアーと智頭町森林体験ツアーに御参加をいただきました。参加者からは、今あるものを活用し

ている事例を見ることができたとか、何げないところに再発見があり、そういう視点が勉強にな

ったなどの感想をいただいたところであります。

また、町内外の多くの方にこの取り組みに関心を持ってもらうために、９月２０日に鳥取大学

や国立音楽院南部校の学生さんなど４３名の方々に御参加をいただきまして、赤猪岩神社から清

水井コース、天津周辺から大国山歩きコース、法勝寺町歩きコース、金山散策の４つのコースに

分かれてミニ観光ツアーを実施し、町への気づきを感じていただきました。参加者からは、南部

町のさまざまなよさに接することができた、お宝を再発見できたなどの感想をいただいておりま

す。その後、１０月から現在まで、合計８回のワークショップや検討会を開催し、体験メニュー

や観光マップ作成の準備を進めております。なお、この取り組みの中間発表という意味も込めて、

１１月３０日土曜日にＮ－１ぐらんぷりを開催し、お宝部門では、町の名人、達人であります宝

人の紹介、ワークショップの開催状況のほか、さまざまな体験型観光コースなどについて御紹介

させていただきました。中でも観光マップは町民みんなの思いでつくることを目的に、当日、御

来場いただいたお客様にも思い思いにお宝を書いてボードに張り出すことで、町のＰＲに御協力

をいただいたところであります。

また、地域の方々の反響ですが、特に７つの地域振興協議会からは取り組みを進めるに当たっ

ての基本的な考え方には御賛同いただいておりますが、今後の展開方法や具体的な内容につきま

しては、既存の取り組みとの重複感や新たな取り組みへの負担感などの御意見もあることから、

今後も多くの方々の意見を伺いながら、この取り組みがさらに効果的なものになるように、引き

続き努力を続けてまいりたいと思っております。

なお、体験メニューづくりの中で、いつも念頭に置いていることをお話しさせていただきます

と、それはかかわっていただいてる方とよく話し合うことだと考えております。地域の方が何を

したいのか、何をＰＲしたいのか、そのためにはどのような仕組みが必要なのかなど、丁寧にお

聞きしながら、メニューづくりに取りかかっているところでございます。
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一方、町外からお越しいただく方が求めていることの一つに、地元の皆様との会話を通じての

触れ合いだとも伺っておりますので、来られた方と地域の方々とどのように交流してもらったら

満足してもらえるかという視点も大切に、体験メニューづくりを進めていきたいと考えておりま

す。

次に、周辺観光施設との連携という具体的な進め方についての質問であります。冒頭でもお答

えいたしましたが、１年目は地域内への働きかけを主とし、体験型観光の機運の盛り上げと幾つ

かの体験プログラムの造成や、観光マップの製作をさせていただく予定でございます。２年目は、

まず企画ＰＲ、コーディネートを実施する主体を定めることが最優先だと考えておりまして、各

振興協議会の御協力のもと、町外に向けてのプロモーション、体験メニューの申し込み受け付け、

受け入れ先団体などとの調整、モニターツアーの実施などについて、南部町観光協会を中心とし

た体制を新たに構築してまいりたいと考えております。

また、議員から御提案のとおり魅力ある観光とするには、周辺施設などのとの連携は不可欠で

あります。例えば遷宮で盛り上がっておられる出雲大社との連携など、古事記のつながりもあり

ますが、観光客が名所を訪れた際のついでといったツアーもあるのではないかと思います。平成

２３年度から２年間をかけて周辺を整備してきた赤猪岩神社などを中心に、観光客の誘客に向け

た仕掛けを検討してまいりたいと思います。将来的には、四季を通じて南部町でゆっくり過ごし

てもらい、日常の忙しさから離れて楽しんでもらえるような体験メニューや、小さな子供から大

人までもが楽しめるような体験メニューも考えていきたいと思っております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） 御答弁ありがとうございました。私、最初にちょっと、質問の事

項と完全に離れるわけではないんですが、質問の中に入れてなかったんですけど、この間、３０

日にＮ－１ぐらんぷりということで開催されまして、ちょうど私も行きたかったんですが、どう

しても行くことができなかったもので、そのぐらんぷりの開催の様子なり、どのように感じられ

たのか、そういったことをちょっと最初に教えていただければなというふうに思います。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。１１月３０日に、今回初めてＮ－

１ぐらんぷり、南部町一を決めようというような催し物を開催させていただきました。実は、こ

れは昨年、古事記編さん１３００年というようなことで、昨年６月だったでしょうか、吉本新喜

劇さんにお越しいただきまして、そこで古事記の物語、ストーリーを南部町版につくっていただ

いて、南部町を非常に多くの方にいらっしゃってもらって、盛り上げていただいたというような
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ことをきっかけに開催した次第でございます。非常に多くの方にいらっしゃっていただきまして、

昨年は２回公演だったんですが、１，４００名の多くの方にもいらっしゃっていただいたという

ようなことも、そういったことを契機に、今回も南部町で町がにぎわって盛り上げて、おもしろ

い町を活性化、ＰＲしていきたいというようなことで開催をした次第でございます。

中身につきましては、これは議員のほうからもお話ありました２部門に分けてございまして、

１つはおもしろ部門、南部町を盛り上げていただけるおもしろい方を決める部門でございます。

もう一つは、これ、町長の答弁にもありましたように、南部町内のお宝、これは人でも物でもい

いんですが、そういったものを再発見して磨き上げていこうというような２部門構成でさせてい

ただきました。内容のほうは御来場いただいた方にもごらんいただいてますが、南部町からも優

勝、これは地元の方だったんですが、非常に何ていうんですかね、絵ですかね、そんなものを用

いられて非常に古事記の編さんといいますか、お話をしていただいて、楽しく、優勝もしていた

だきました。おもしろ部門のほうも、繰り返しになりますが、いろいろ今までことし１年活動し

てきた内容をボードで掲示をしたりですとか、町民さんにお越しいただいたものを、その都度、

その都度、思い思いに張っつけていただいたり、そんなことで会場を盛り上げた次第でございま

す。それから、何といいましても、これは吉本新喜劇さんの御協力をいただいておりまして、何

か中国地方では初めてだということですが、中国５県の住みます芸人の皆様に一堂に会していた

だきまして、５組の方に審査もしていただきましたし、それから、出演の最後のほうではそれぞ

れで漫談といいましょうか、漫才といいましょうか、そういったことでも盛り上げていただいて、

非常におもしろく成果のあった大会だったんではないかと思います。ただ、会場にお越しいただ

く方が１１０名ほどが御来場だったというようなことで、少し参加者の方が少なかったのかなと

いうような課題も見えてまいりましたので、そのあたり内容ですとか、それから周知の仕方、そ

んなことも、今後いろいろなイベントするに当たっては検討していかなくちゃいけないのかなと

いうふうに感じておるところでございます。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。確かに参加者の方、町民の方は少なか

ったかもしれませんが、そこは課長言われたように反省の一つとして、まずはやったということ

が大変な成果ではないかなと思いますし、おもしろ人間ですか、おもしろ人ですか、かもねぎ弘

さんは大変南部町の中では活躍をしていただいておりまして、南部、西伯でいろいろな敬老会と

か、それからふれあい祭りとか、そういったようなイベントするときでも、必ず出席をしていた

だいて、ボランティアで会場を盛り上げていただいてるという、本当に南部町のために頑張って
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もらってる方が、またそういった形での表彰ということになったことは、また私、その方に電話

でおめでとうございますと言ったら、非常に喜んで、俺もこれから頑張るからとか言って、また

いいきっかけになったようですので、それは御報告をまずさせてもらっておきます。

そういったことで、少しずつ昨年から町民の方に直接観光というもの、また、そういった芸能

といいますか、そういったものをそういう場に参加ができるような場所をつくっていただいてお

るということで、この流れの中で体験型観光が出発したということは、多分、突然始めるよりは

大分前に進みやすいんではないかなというふうにも思っております。

着地型観光ということで、成功事例と、それからどういったことで失敗するのかということが

ありまして、まず第１には、農業型体験ですので、やはり１次産業との連携というのが大切な部

分だというふうにも書いてあります。

長野県の飯田市というところで、南信州交通公社というのが飯田市と周辺の４つの村など、ま

た地元の企業や団体の方中心によって第三セクターが設立されておりまして、非常にたくさんの

研修を含めた体験ができるというプランが、場所があります。感動体験南信州ということで名づ

けられてまして、今現在では１３０以上の体験コースをそろえておられるということで、特に修

学旅行の子供さんたちを中心に受け入れ、また成功事例もありますので、視察に行ったときには

３つぐらいの聞きたい部分を分けて、そういった受け入れ体制も整えてるというような場所があ

ります。最初は民泊ということで、修学旅行で２泊来られますと、１泊は民泊、それからもう１

泊は近くのホテルとか、そういったところで泊まるということで、連携的な形で効果があらわれ

るような形になっておるんですが、なかなか民泊をしていただく方が少なかったということもあ

ったんですけれど、今では３００件ぐらい、対象の人口が１０万ぐらいのところですので、その

ぐらいのことがあってもいいのかなとは思うんですけれど、１０万人のうちのそれだけの民泊で

すので、あってもいいかなと思うんですけど、やはりそういった一つ一つの流れといいますか、

それを構築するまでというのが、多分大変だったんだろうなというふうに思います。先ほど町長

の答弁でもありましたけれど、とりあえずは地域への働きかけをしていくんだと、来年度は、と

いうような形でありました。まず、これが本当の第一歩であるというふうに思ってるんですけれ

ど、特に幅広く広げていかれるつもりではあるんですけれど、個別具体的な形でどういったとこ

ろを中心に考えておられるのか、その辺をちょっと教えていただければというふうに思います。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。追及質問いただきまして、内容に

つきましては、冒頭で町長のほうからお答えをさせていただいたように、まずはやはりインナー

－５６－



プロモーションといいましょうか、地域の中に入って皆さんと意見交換をして、地域の資源の再

発見なり磨きなりを行っていこうというようなことを一義的に考えて進めておるところでござい

ます。この１１月３０日の中間発表的なＮ－１ぐらんぷりでも現在の進捗状況なりを御紹介をさ

せていただきまして、これを今年度はマップをつくったりだとか、ちょっとモデル的に体験コー

スをつくってみたりだとか、そんなことを進めてまいりたいと思っております。来年は一応それ

をつくってそのままじゃいけませんので、それを対外的に向けて発信といいましょうか、今度は

具体的に受け入れる体制づくりなんか、そんなこともしてまいりたいと思っております。

ちょっと具体的な中身はこれからなんですが、今議員おっしゃったように、例えば民泊なんか

につきましても、今回振興協議会の皆さんとも御一緒させていただいて、智頭町なんかでも先進

的な取り組みをやっていらっしゃいます。民泊ですから、民民の間で受け入れる。お食事を提供

される。非常にいらっしゃったお客様からも高評価をいただいているんだというようなお話も伺

っております。南部町でどこまで具体的にできるかどうかわかりませんが、そんな観光協会の体

制を強化する中でも、そのあたりも含めて検討してまいりたいと思います。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございます。智頭のほうに行かれた方にもちょっと私

も話を聞きました。森林セラピーですか、を含めた体験と、それからあと町の中で民泊をして過

ごされてて、受け入れる方も本当に優しく一生懸命対応しとられた、今でいう、あれじゃないん

ですけど、おもてなしが十分に感じられたというようなことを話もしておられました。

そういった中で、やはり先ほど信州のほうの成功事例の話もちょっとさせてもらったんですけ

ど、そういったのは本当にわずかな町というようなことで、どちらかというと失敗をしていくと

いいますか、なかなか盛り上がっていかない地域というのもある。そういった失敗事例を、これ

は町とかの名前ではなくて、こういったところが考え方とか、そういった進め方をしていると失

敗しやすいじゃないかなというような事例もありました。

着地型の観光を成功させるためには、宿泊事業者、地域住民、行政、旅行会社などの連携が必

要不可欠ですが、そこがうまくいかない場合が多いようですということで、やはり来年度、地域

の方の説明も含めて、これから何といいますか、行政の指導といいますか、やる気というものが

多分一番大切であって、来年度、行政のほうからどういったような形で町民の方や、または協議

会の方を含めて、そういった方々に話をかけていってその気になっていただくかということだと

いうふうに思ってるんですけれど、企画課のほうで観光係ということでおられると思うんですが、

今現在、何人でやっておられるんでしょうか。
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○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。今の御質問は、観光政策課の中で

観光業務に当たっている職員が何人かと。商工観光室というのがございまして、職員は２名でご

ざいます。室長が私が兼務ということで、都合３名でやっております。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） 今、課長を含めて３名ということで、やはり本当にやっていくと

いうことであれば、集落に出かけて１軒１軒回ってお願いをしたりとか、説明をしたりとかする

形でいけば、非常に職員の人数が本当にこれでできるのかなというふうに私は感じます。来年の

３月で今の委託に出してる業者のほうはパンフレットをつくっておしまいということですよね。

その後、いよいよ本格的な形に入っていくんですが、その後の考え方といいますか、２人でいく

ならば引き続き今お願いしているところに深く入っていってもらうようなつもりがあるのか、そ

れとも町のほうの行政サイドとして対応していかれるつもりなのか、その辺をまず聞かせていた

だければと思います。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。今後の推進体制ということでのお

伺いだと思っております。

これは、冒頭に町長のほうからも御答弁させていただきましたが、来年以降は南部町にありま

す観光協会のほうを中心として進めてまいりたいと思います。観光協会は、もちろん役場もそう

なんですが、それ以外にも商工会さんであったりですとか、地元のケーブルテレビ、ＳＡＮチャ

ンネルさんであったり、いろんな企業さんにもメンバーにも入っていただいております。ですん

で、そういった何といいましょうか、皆さんがスクラムを組んで一体的にやっていきたいという

ふうに思います。ただ、観光協会事務局は役場の職員が兼ねておるというところもございますの

で、そういったところは少しどういう役割分担をしながらやればいいのか、そのあたりは考えて

いかなくちゃいけないのかなというふうに思っています。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） 済みません、ちょっとずれてしまってるかもしれませんが、議長、

お許しください。

ただ、やっぱり今の観光協会が、じゃあ、どれだけのことをやってどういう組織のなのかとい

えば、非常に、こんなこと言ったら失礼なんですが、乏しい、力不足ではないかなと思います。

４月の一式飾りをやって、それで予算が全部終わってしまうような観光協会ですので、やはりそ
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ういった面でこの観光型が本当に定着していくのかなという、すごく心配もあるんですが、町長、

その辺はどうでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。現在、取り組んでおります延長線上といいましょう

か、発展型の中で観光協会を考えておりますので、従来の観光協会にやっていただくということ

ではなくて、観光協会の充実をしながらやっていくという考え方であります。それで、板井議員

も上長田おられますのでよく御存じですけれども、元の磯田西伯町長さんも、この観光というん

でしょうかね、地域開発活性化というようなことについて非常に熱心に取り組んでこられました

けれども、ヤマメありました、ヤマメがこれもうまくいかんかった。中谷園もありました、温泉

開発もあった、それから花木団地、いろんな取り組みをされました。これ行政主導でやったわけ

ですけれども、結果があんまりようなかったわけですね。やっぱりこれは行政でやるのは私は限

界があると思います。パワー不足とかいろいろおっしゃいますけれども、やっぱり民間のエネル

ギーを、活力を活用しなければ、これうまくいかんという、これは例がありますので、私はその

思いはきちんと受け継いで、行政ではなくて民間のお力をかりて進めたいというぐあいに思って

おります。民間の力をかりるというときに、やっぱり取り組みやすいのは観光協会、今、企画政

策課の１部門で観光係みたいなのでやってますけど、商工観光ですね、これはこれできちんとや

りますけれども、実際に動いたりするのは民間でやると。その仕掛けは観光のほうで今回、現に

やっていただいておりますけども、そういう仕掛けは行政で仕掛けていくのは結構だと思います

けど、実際は運用の段階になれば観光協会にお世話になったほうがいいのではないかと思ってお

ります。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。確かに行政でできる範囲と、それ以上

のところについては民間のほうに協力を依頼していくというのも必要だと思うんですが、やはり

そこまでの段階にするまでといいますか、特に情報発信の問題とかなんかでも、南信州交通公社

の成功例では、行政の粘り強い営業が成功をもたらしました。幾らよい企画をつくっても、それ

を打ち出すためには行政の支援、そして町長も言われました外部旅行会社との連携などが必要不

可欠です。この行政の支援と外部、観光協会との連携が弱いと長続きしないということで書いて

ありました。行政としてもそれ相応の心構えと、やっぱり支援といいますか、そういったことも

やっていかないと続かない可能性が大きいという一つの事例として載っていることもお伝えして

おきたいというふうに思います。
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次に、そういった中で、なぜ南信州交通公社が成功に至ったかというと、１人の観光カリスマ

の採用があったということです。これは、高橋充さんといって、昭和４３年ですから、今現在４

５歳ぐらいなんでしょうか、当初、東京のほうのエージェントにおられたんですけれど、たまた

ま修学旅行の子供たちを連れていってみたら、非常によかったと感動して、たまたまそういった

採用があったので自分も受けてということで、その方が本当に中心となって努力をされて成功事

例になったという事実もあります。

ただ、なかなかそういったことを言って採用しても、こういった方のように思いを持って来て

いただかないと、ただ自分はカリスマだから来たんだというだけでは、その町の魅力もわかって

いただけないし、わからないままに終わってしまってるという実例のほうが多分多いんではない

かなというふうに思っています。そういった人材的なこととか、そういったことを例えば観光協

会の中にも求めていかれるというような考え方はあるのでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。観光協会を中心にという答弁をさ

せていただいております。やはり体制をしっかり整えるということは非常に大切なことだという

ふうに認識はしております。カリスマな方がいらっしゃるのかどうか、そういった方がいいのか

どうかわからないとこもありますが、ちょっと御紹介させて、例えばこれは国のほうがやってい

らっしゃいますが、地域おこし協力隊というような方もいらっしゃいます。これは、国が財政的

な支援、特別交付税なんですが、で報酬なり活動費をほぼ、上限はあるんですが、交付税で措置

をしていただけるというような方で、既に全国、これちょっと最近の事例ですが、２０７自治体

で合計６００余りの方がそれぞれの地域で御活躍をしていらっしゃるというようなことも伺って

おります。この方々は住民票も移して地域に住み込んで、いろいろ地域の協力活動を実施いただ

くような活動をやっていらっしゃるということも伺っております。もちろん体験型観光ですから、

農林業の体験も考えていくことも必要だと思っておりますので、そういった仕組みといいましょ

うか、そういった協力隊の方、そんな方も考えながら検討してまいりたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございます。着地型観光を担う人材の問題なんですけ

ど、実際には携わっていただく農家の方とか、そういった生産者の方とか、そういった方をコー

ディネートしてもらって商品化をしたり企画、そして営業をしていくためには、やはりリーダー

シップが必要であると。そういった人材がないとなかなか成功していかないというようなことも

ありましたので、ひとつこちらのほうも考えていただいて、また対応をしていただければという
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ふうに思っております。

それから次に、２番目になりますけれど、地域型の観光ということでいろいろと現在、地域未

来さんですか、対応していただいて、市、協議会などを通していろんな方を紹介してもらったり

とか対応してもらってるということなんですけれど、今現在どのような何かおもしろいようなも

のが出て、町のほうへの話があったりとかしているのか、それとも、今現在まだ進行中なのかど

うなのかということをお聞きしたいと思うんですけれど、私も地域未来の方は、前、私が勤務し

ていたところで、大山王国ということで入ってた関係でよく知っている方で、一度話を聞きに行

かせてもらいました。私が何か困ったときには、昔は大変いろいろとお世話になって、いろいろ

と知恵を出してもらったりとか、大変お世話になった方なんですけれど、その方の今のところの

意見なんですけれど、借りてきたコンセプトではだめなんだと。まず、人材発掘が必要なんだけ

ど、その人材がだんだん出てきているというような話もされました。マップづくりについては、

地域がなかなか今現在、まだ盛り上がっていないので、対応が今のところできてないけれど、そ

ういったことを含めて東長田の一番奥、金山地域ですね、そちらのほうにもワークショップに出

かけて話をしたんだけど、自分たちが思ってる思いと、やはり地域の人との何といいますか、格

差があった、あり過ぎたので、自分たちが思ってるような話にはならなかったけど、ただ、その

地域に住んでる地域の人たちの思いというものも十分に感じ取れたので、そういったところの接

点といいますか、そういったところが見つけられればなというようなことも話もしておられまし

た。そういった中で、何かおもしろいような話、また協議会の方が先ほど町長も答弁がありまし

た、これ以上、このことについて協議会として深入りをすれば、もうとても自分たちは体がもた

ないというようなことも言っておられたんですけれど、ただ、それではやっぱり協議会の方にも

お世話になるところはなっていかないと、多分これもできないとは思うんですけれど、そういっ

たようなところの今の現状として、もう一度、どのような状況なのか、答弁以外に補足で話をし

ていただけるとこがあれば、お願いをいたします。

○議長（青砥日出夫君） 副町長、陶山清孝君。

○副町長（陶山 清孝君） 副町長でございます。この着地型の観光といいますのは、あくまでも

普通観光といいますと、私たちのイメージは大型のバスでどおんと何百人の人が来るようなもの

をイメージしがちですけれども、もっとコンパクトで小さくて、地域にある、ほれ込むような、

地域の人たちがほれ込んでいるものをよその人が価値を見出して、それはいいねということで何

度も来ていただくというようなものだというぐあいに思ってます。

実は、先ほど出てましたＮ－１ぐらんぷりで、お笑いのほうでなくて宝人のほうにちょうどそ
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のとき審査員で来ていただきました吉本エージェンシーの地域専務といいましたっけ……（「住

みます専務」と呼ぶ者あり）住みます専務、役員まで吉本は住みます芸人と同格にするというこ

とで、専務さんにも来ていただきました。時間の合間のときにどうですかと言いましたら、すご

いと言ってました。お笑いのほうじゃなくて宝人のほうに非常に興味を持ったということを言っ

ておられました。その方が言われますのは、金田の蛍に物すごい興味がある。一体何をしてる。

何をしてるのかというと、何が興味を持ったかというと、地域の人たちが地域をよくするために、

そんなことに、商売とは関係なくて蛍を、自分たちの楽しみで蛍を見たいためにそれだけの労力

を惜しまずやるということがすごい。ぜひ自分たちもそういうものを見てみたいというぐあいに

言っておられました。ですから、私たちが思っている価値観と外から見る人たちの価値観という

のは、同じではないということだと思います。

それから、きのうは私、猪小路なんですけど、猪小路で申し上げをやったんですけれども、そ

のときによく古代出雲古道の話で手間関という話が出てきます。手間関は一体どこにあったのか。

古道の関といいますのは当時の兵隊が守ってたわけですね。それが母塚山の通りを通ってるのか、

私たちの猪小路の横の辺にあったのかということで、またきのうお宮さんの中で盛り上がりまし

た。そういう１３００年ぐらい前のことであっても、そういう古事記や古今和歌集だとか、そう

いう歌の中に出てくるのが、実際にこの山の関が歌われてるというようなことを、地域の人たち

は余りそういう話題にはならないと思うんです。そういうことを一つずつ掘り起こしていけば、

これは立派な観光の資源になる、そのように私は思っています。

さらに、この話をしてましたら、町内の中にもやはりそういう旅行のエージェントと深いつな

がりを持ってる方もたくさん出てまいりました。そういうやはりプロの目ききというんですか、

そういう人たちの目を通さなければ、やはり光るものになりませんし、そういうつながりを観光

協会も使いながらつながっていくことによって、新たな素材というものはきっと出てくると思い

ます。

先ほど出ていました大山王国も５年や１０年ではなかったと思います。じっとやりながら、や

っと今ここで、グリーンツーで大山が脚光を浴びて、国際的に一歩出ようというところまでにな

りました。ぜひ、少し長い目で地域を磨いていくということも、私は視点として大事ではないか

なと思います。ちょっと私の主観も入りましたけども、Ｎ－１を通じての感想でございました。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございます。副町長の言われるとおりでして、この飯

田市、先ほどから成功事例、成功事例と言ってますけど、すぐ成功したわけではありません。飯
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田市で始めて、各周りの４村と一緒になって、そういった法人を立ち上げたといいますか、株式

会社をつくったというのも６年目、６年かかっております。やはりそれも時間と、それから地道

な活動といいますか、そういったところがあって初めて農家の人もといいますか、体験を受け入

れるほうも本気になられたということだというふうに思います。やはり観光協会、行政はなかな

か立ち入ることができないと言われますけれど、多分それを本気にさせるのは、最初の出だしは

やはり行政がある程度動いて説明をして理解をしていただかないと難しいところがあるのじゃな

いかなというふうに、私としては個人的には思っています。確かにダム湖の周り、決して成功し

たものばかりではないんですけれど、そういった中でもここまでやってきてる部分には今までも

行政の力を入れていただいてたから残ってる部分、行政の力の弱くなったところは、どちらかと

いうと失敗していってるんじゃないかなというふうにも思っております。長い目で長生きをでき

るような施設というものは、やはりまた人づくりというものは、まずは行政が先頭に立ってやっ

ていただかないと難しいんではないかなというふうに思っておりますけど、もう一度お伺いしま

す。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。私は先ほど申し上げたとおりでございます。行政が

引っ張っていくとこは引っ張っていかないといけない。それから、行政がいつまでもやっておれ

ばきっとうまくいかないだろうと思っております。そういう意味で、今回も行政が仕掛けて現に

いるわけです。

問題は、多くの人に来ていただく、そして、それを町の活性化につなげていくのというのは、

これは個人の努力によるところが非常に大きい。行政としてはそういうストーリーといいましょ

うか、こうなります、こういうぐあいにしてこうしますという、そういうことをいろんな例を引

いたりしながら明確に住民の皆さんにお示ししながら、住民の皆さんの、結局、意識改革と御協

力がなければ、これはできない。私はそういうところを大切にしていきたいと思っております。

今の金田川の話、さっき副町長がしましたけれども、これも行政がやったことではないですよ

ね。これは、金田の人が蛍を楽しみたいという思いでやられたところに、吉本の専務がいたく感

動したという話でありまして、これ、行政がほんならやっとったら、そういうことを思われるで

しょうかね。私はきっとそれはちょっと違うのではないかと思います。ですから、行政はやっぱ

りそういう、今までは本当自分たちの楽しみでやっていたようなことにでも、随分値打ちがあり

ますよ、みんなが感動してますよというようなことをお知らせし、勇気づけ、そして、それにち

ゃんと意義を見出していただくような働きかけをするというようなことになるのではないかとい
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うように思っております。

それから、ハード的なことは、これは当然行政がせんといけん、ハード的なことはですね、思

っております。今回は非常にそういう体験型観光をつくっていこうという、それからマップもつ

くっていこうというようなことですが、これも行政側からではなかったわけですね。行政もそう

いう思いがあったわけですけれども、鎌倉山に登ったりしまして、町内のお宝を探していこうと

いう、探してはどうですかという中海のほうからの働きかけなどによって、我々も改めて乗って

きたということでありまして、私は行政主導もほどほどにせんといけんというように思っており

ます。一定のところまではきちんとやりますけども、あとやっぱり町の皆さんに気づいていただ

き、御協力をいただく中で進めていくべき分野だろうなというように思っております。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。金田の蛍とかは、やはりそこに人材が

あったから、要するに行政が主導しなくてもできたんだというふうに私は思っています。そうい

った面からいけば、例えば一式飾りにしても行政が主導しなくても、もう一つの、これは行事な

わけなんですけど、そういったものも自分たちがやっていく。ただ、その中で足りないところを

補充していく、ソフト面なのかハード面なのかわかりませんが、そういったところをやっていく。

ただ、この農業体験についてはこれからどういうふうにしていくかという出発の段階だと思いま

す。それの部分については、やはり行政がしっかりとした手助けをして、また説明をしてもらう

ということが必要ではないかなというふうなことをお願いしておきたいし、私の思いを聞いてお

いていただきたいというふうに思います。

そうしますと、時間もあれですので、最後まとめさせてやってください。やはり、先ほどのお

話からして、簡単に一長一短でこの体験型農業というものは完成するものではないと思っており

ます。とにかく粘り強く説明をしていただきまして、努力をしていただいて、受け入れ側のやる

気というものを導き出してもらいたいなというふうに思います。

そして、人の発掘、これは人づくりだというふうに思っております。体験型で交流人口もふえ

て着地型観光が定着して、定住人口の増加につながればというふうに非常に思っておりますので、

ぜひとも体験型観光を成功のほうへ導いていっていただきますようにお願いをしまして、私の質

問といたします。ありがとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で４番、板井隆君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） ここで休憩をしたいと思います。再開は５５分。
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午後２時３７分休憩

午後２時５５分再開

○議長（青砥日出夫君） 再開いたします。

続いて、５番、植田均君の質問を許します。

５番、植田均君。

○議員（５番 植田 均君） こんにちは。初めに通告に従いまして、２項目の質問を行います。

初めに、９月議会に引き続き７月の豪雨災害について質問いたします。７月豪雨災害の復旧事

業により被害を受けられたところの復旧はどこまで進んでいるか。また、当初計画で不十分なと

ころはないか、追加の対策が必要ではないか、伺います。特に被害の大きかった上長田地域の皆

さんの被害と復旧は、南部町のあり方が問われています。なぜなら、南部町の基幹産業は農林業

であり、町の再生はそこから出発するべきだと考えるからであります。

具体的に質問いたします。１、９月議会で農地１４３カ所、農業用施設６６カ所の被害に、国

の補助事業及び町単独補助事業で対応との答弁でした。復旧はどこまで進んでいるでしょうか。

進捗状況の説明を求めます。あわせて、現状に対する認識も伺います。

２、復旧を促進するため、住民税非課税世帯などに対して補助のかさ上げを行い、事業の実効

性を高めるべきではありませんか。所見を伺います。

３、今回のような豪雨は今後も起こることが考えられます。また、日本列島で今後１０数年間

になお複数の巨大地震の発生が確実視されています。自治体として最小限の災害にとめる減災の

対策計画がどうしても必要です。河川はどうか、橋はどうか、道路はどうかなど、災害が発生し

そうな箇所を把握し対策をとるべきです。予防、保全対策、長寿命化計画もおくれています。最

大の要因は財政不足と技術不足、人手不足にあるのではないでしょうか。しかし、国土交通省の

地方自治体への支援の主要な中身は民間の活用です。しかし、必要なことは町の内部に保守点検

や維持管理のノウハウを蓄積することが必要と考えます。基礎的な技術力、施設の使用や図面か

ら機能、材質や構造を読み取るなど、能力を備えた職員の配置、育成は欠かせません。また、維

持管理や保守、改修、更新を現場で担う地域の建設業者、技術者の育成が重要です。そして、業

務の長期にわたる安定的な発注は地域建設業者の経営を安定させ、技能者の雇用維持と技術力の

確保向上につながります。今回の災害を機に、こうした方向を目指すべきではないでしょうか。

そして、今政府が進めている国土強靱化法は、国土強靱化政策に乗じてグローバル企業のため

の産業基盤整備などが明文化されています。これでは、旧来の経済波及効果もない大型公共事業
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の先祖返りです。町の安全を守るためには、国の進める強靱化計画を厳しく監視し、全国津々浦

々の市町村としっかり手を携えて、財源確保を国に要求するべきではありませんか。

次に、大きな２項目めの質問を行います。町長は、公共料金審議会の答申を受け、本１２月議

会にいきなり提案をされる予定でした。１１月１９日の議会運営委員会で拙速な提案、議会軽視

など厳しい意見が出され、その日の議会運営委員会は議案として扱うかどうか保留するというこ

とが決まりました。１１月２９日、全員協議会が招集され、そこでも答申の内容や住民説明会の

持ち方など、厳しい意見が出されました。

そこで、具体的に質問いたします。水は命の源です。水道料金は町民の生活に直接影響します。

このような重要な議題を１２月議会に提案しようとした真意が理解できません。町長の見解を求

めます。

２、２３年の料金改定のときに、住民説明会を行っています。今回、当初説明会をしないで済

まそうとした理由を伺います。

３、企業債の利率の高いものの借りかえや繰り上げ償還で、財政健全化を図るべきではありま

せんか。所見を伺います。

４、料金の公平負担が大きな目的の一つになっていますが、西伯町長時代、坂本町長はどのよ

うな料金体系で運営をしてこられたのか、時系列に説明を求めます。

５、２４年度水道事業会計決算の減価償却費は４７％を占めています。この額は会計処理上、

適切な金額か伺います。

６、貸借対照表の現金⋞預金、未収金の内容の説明を求めます。

７、地方公営企業法第３条には、常に企業の経済性を発揮するとともに、その本来の目的であ

る公共の福祉を増進するよう運営されなければならないと規定されています。この本来の目的を

達成するために、一般財源の繰り入れで料金の低位均一化を実現するべきだと考えます。

所見を求めて、この場所からの質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 植田議員の御質問にお答えをしてまいります。

７月の災害の追加対策を求めるということでございます。

まず、復旧はどこまで進んでいるかという、また、進捗状況に対する認識ということでござい

ます。

９月議会で三鴨議員からありました災害復旧事業に関する一般質問に対して、７月１５日の集

中豪雨により発生しました農地被害１４３カ所、農業用施設災害６６カ所であるとお答えいたし
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ましたが、８月５日、それから９月３日から４日、１０月２４から２５日の豪雨でも災害が発生

し、全体では農地被害が１５０カ所、農業用施設が７０カ所になりました。そのうちで工事費が

４０万円以上で、国の災害基準を満たした申請予定箇所数は農地が４０カ所、農業用施設１０カ

所となります。内訳は、国の災害復旧事業に申請した箇所が農地１２カ所、農業用施設７カ所、

★牛、赤谷、早田集落内で県の河川災害に含めていただいた箇所が、農地で８カ所、反当たりの

事業費が限度額、いわゆる４０万でございますが、４０万を下回り災害申請できなかった箇所が

農地３カ所、受益農家の皆さんとの工事方法の協議により自力復旧されることになった箇所が農

地１７カ所、農業用施設３カ所になります。

９月議会の植田議員の一般質問にお答えしましたように、国に申請する災害復旧事業では、災

害が再発しないようブロック積みやふとんかごの設置などしっかりした工法で復旧することが必

要ですので、事業費が多額となり、負担いただく金額もかさむことから、概算事業費をお知らせ

をし負担金額をお話しする段階になってから、申請を断られる農家もあります。自己所有の田畑

が連続する場合など、崩落した土砂や真砂土で畦畔の盛り土をやり直したり、編柵で補強するな

どの簡単な工法で復旧されるとお聞きしております。自力復旧を選ばれ、国の災害復旧事業の申

請しなかった箇所は、被害額が４０万円以下で国の災害復旧事業の対象にならない農地、農業用

施設の被害と同様に、南部町独自の補助制度の対象になりますので、この補助制度で取り組まれ

るものと考えております。

国の補助事業を申請した災害事業の進捗状況ですが、ことしは全国各地で災害が発生したこと

から、災害査定の日程がおくれまして、１１月になってやっと災害査定がありました。１１月１

１日から１５日に１７件、１１月１８日から２２日に２件の査定を受けたところです。申請額３，

４２５万円に対して、査定額は３，３２４万円で、査定率は９７％でした。進捗状況に対する認

識ですが、査定日程が遅くなったため、発注も少し遅くなりますが、農地、農業用施設の災害復

旧は水稲作付に間に合わせるため、年度内の完了を目指して１２月中の発注に向けて実施設計書

の作成、積算作業を行っております。また、★牛の頭首工や、寺谷川に関連した農地災害、早田

の赤谷川に関連した農地災害などは、県の河川災害工事との調整が必要なため、発注が２月ごろ

になり完了が平成２６年度にずれ込む予定です。町独自の災害補助制度の状況につきましては、

三鴨議員の質問に回答したとおりです。

次に、復旧を促進するために住民税非課税世帯などに対して、補助のかさ上げを行ったらどう

かという御質問であります。

御承知のように、本町は７月の豪雨により大きな被害を受けました。被害の状況については既
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に皆様にお知らせしているところですが、近年は異常気象により大きな災害が頻発しており、こ

のような傾向は今後も引き続きあると想定されます。このたびの災害においては、畦畔の崩れの

ほか、農地などに土砂や流木が流れ込み、耕作に支障を来すというものがございました。これの

対応といたしまして、用排水施設に被害のあった方で営農を継続して行うため当面の機能を代替

すべく、仮設パイプなどを設置したりポンプを借り上げされた方に、かかった経費の２分の１を

１０万円以内の範囲で支援する応急対応の補助制度を創設し、また、これまで４０万円以下の農

地等災害復旧事業費に対しては、従来は激甚災害の指定のあったときに限り補助を行い対応をし

ていたところですが、このたびの災害を機に、思い切って８５％の補助制度を設けました。今後

は、激甚災害であるなしにかかわらず、一律１５％の自己負担で復旧を行っていただけることと

なります。議員のおっしゃるように、農地は農業生産の場であるのみならず、保水や自然環境の

保持などにおいて多岐にわたる機能を持っており、地域全体の財産であります。これが災害によ

り荒廃していくことは大きな問題であり、町といたしましても、その復旧を進めていくに当たり

推進する施策を講じることが必要であります。皆様から積極的に利用いただいておりますが、所

得の低い方への一層の働きかけをするためにも、さらなる支援はできないかという御要望もあり、

町の単独災分について軽減を行いたいと考えております。

次に、町村は国に対して強力に財源確保要求せということでございます。このことについては

大型公共事業の無駄遣いかどうかは別にしまして、議員が言われますように国に対して必要な財

源について確保要求をしていくことは同感であります。災害復旧においては臨時的に多額の予算

が必要となり、町にとっても大きな負担を負うことになります。災害復旧費においては補助金の

ほか起債充当による交付税措置はありますが、基準以下の事業費の場合は全て町と地元で負担を

負わなければなりません。町としては、町民の皆様の安全を確保し、生活基盤の維持を行ってい

くためにも、災害復旧は必ずなし遂げていかなければならないものであり、緊急に取り組む必要

があります。そのような点からも、国に対しての予算措置を今以上に求めていくことが必要とな

ってまいります。

また、財源的な面もさることながら、さきの災害でもあったように、河川など今までに町とし

て行ってこなかった災害復旧における対応も必要となってきています。技術者の不足、ノウハウ

の不足により、災害復旧におくれがあってはなりません。このような点も含めて、今後、国⋞県

に機会を捉えて要望していきたいと考えております。

次に、水道料金の改定についてでございます。最初に、水道料金の改定については平成２３年

度、料金改定に先立って行われた公共料金審議会の答申において、平成２３年度と平成２５年度
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の２段階で料金改定を行うべきと示されており、本年度行われた公共料金審議会はこれを受けた

形で開催されました。平成２５年８月２０日に第１回目の審議会を開催し、平成２５年１１月１

３日に答申が示されるまでの間に３回の審議が行われました。答申では、水道事業の経費節減に

向けたより一層の自助努力と、料金統一を見据えた地域間の料金格差の是正、次の料金改定への

課題が示されました。

このたびいただいた答申を今議会において議員の皆様に御審議いただくよう考えていましたが、

御審議いただくための基礎知識としての水道事業の現状や料金改定の必要性についての説明不足

で審議の前提となる認識が共有できていないことから、議会における審議には至らないと判断し、

今議会での上程を取りやめました。今後、前回答申の範囲内で今回の答申結果を踏まえ、わずか

でも経営改善に資するような執行部案を策定し、公共料金審議会の御意見も伺いながら議会にお

示しする所存でございますので、御理解をお願いいたします。そのような取り組みとあわせ、町

民の皆様へ一層の御理解をいただくための住民説明会を、随時、開催してまいります。

次に、企業債の利率の高いものを、借りかえや繰り上げ償還で財政健全化を図れということで

ございますが、平成２４年度決算における企業債の未償還残高でございます。上水道で１１億３，

５６５万３，９２８円、簡易水道で３億８，８２４万９，０３５円となっておりまして、企業債

個々の利率としては高いものから順に例を挙げますと、４％台が１１件、３％台が５件、２％台

が３７件、１％台が２４件、１％未満のものが７件というような状況です。公的資金、補償金免

除、繰り上げ償還は５％以上の高金利の公的資金を補償金を支払わずに繰り上げ償還できる国の

制度として、臨時措置的に設けられました。本町においては、平成４年度の上長田簡易水道の建

設改良に要する費用に充てられた金利５．５％の企業債の元利償還が残っていましたが、昨年度

この制度を活用することで、より金利の低い資金に借りかえを行いました。したがいまして、現

在残っている企業債については、繰り上げ償還とそれに伴う借りかえに適合するものはございま

せん。企業債の支払い利息が及ぼす水道事業への財政負担につきましては、国の制度の活用を通

じて財政健全化に向けた取り組みを既に行っておりますので、御理解をお願いします。

次に、西伯町時代の水道料金体系でございます。基本料金と従量料金で構成される料金体系は、

基本料金に比重を置くか、あるいは従量料金に比重を置くかという点において大きく２通りに分

けることができます。南部町においてもそうですが、西伯町時代はこの２つの考え方の両方を考

慮しながら、料金体系を構築しております。すなわち、設備投資などお客様の使用水量の増減に

かかわらず発生する費用に対応するために基本料金を、使用者の負担を考慮した上で従量料金を

改定しています。合併以前の料金改定では、平成９年度に落合浄水場や新宮谷配水池の整備など
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による設備投資に伴う基本料金と従量料金の料金改定が行われ、一月２０立米の使用水量で２，

１５０円から２，５６０円へ値上げとなりました。先ほど申し上げましたように、設備投資への

対応と使用者への負担を考慮した結果であります。参考までに、会見町においては基本料金は昭

和６０年度、従量料金については平成９年度以降、平成２３年度の料金改定までの間、見直しは

行われておりません。料金の改定は単年度、あるいは複数年度の収支計画を考慮しながら検討す

ることとしており、先ほど申し上げました施設整備のような建設改良を行う際には、それに伴っ

て増額する支出額に見合う収入額を考えていかなければなりません。料金改定の検討に当たって

は、水道施設の建設改良や施設の維持管理に必要な費用を誰もが公平に負担し、水道事業が持続

できるような財政収支の安定を図ることを目的としておりますので、御理解をお願いいたします。

次に、２４年度の減価償却費と２３年度の減価償却費が大きく異なっておる、会計処理上適切

かという質問でございます。平成２３年度決算では、１億８，１１７万４，１０７円で、事業支

出１億８，１２２万７，１６０円の４４．８％の割合を占めています。２４年度決算では、減価

償却費が８，６２９万２，６６９円で、事業支出８，３５２万５，３１６円の４７％を占めてお

ります。比較をいたしますと、２４年度は前年度より５１１万８，５６２円ふえております。こ

れは、平成２３年度で償却期間を終える法勝寺第２水源の減菌室や、その他配水管などの減価償

却費の減額と、平成２３年度に取得し平成２４年度以降、新たに計上されました田住の配水池の

増設や御内谷加圧ポンプ、中央監視システムなどの減価償却費額が差し引きされ、増減になって

おります。減価償却費の算出については、取得資産に応じて地方公営企業法施行規則に定められ

た耐用年数により、適切に会計処理を行っておりますので、御理解ください。

次に、貸借対照表にある現金⋞預金、未収金の金額と内容の説明を求めるということでござい

ますが、平成２４年度決算の貸借対照表では、現金⋞預金が６，１４６万５，２７４円、未収金

が１億８，１１４万２，９３０円となっています。そのうち未収金の内訳としては、国庫補助金

など他会計からの収入によるものが１億４，０００万７，５３４円、給水収益が４，１１３万５，

３９６円と大きな割合を占めております。とりわけ給水収益は南部町の水道事業を経営する重要

な収入源ですので、水道使用料の未納や滞納問題は経営基盤を揺るがす大きな問題であると考え

ております。

水道料金の滞納額ですが、先ほど申し上げました未収給水収益から口座振替などによって４月

上旬にお支払いいただいた平成２４年度３月分水道料金の納入額を差し引いた１，５１７万８，

４６４円となります。対策として、南部町水道料金滞納整理事務取扱要綱に基づいて、滞納料金

が６カ月分以上となった納入義務者に対して、支払い方法について呼び出しで面談を行っており
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ます。そして、これによっても支払いの協議が成り立たない場合に給水停止の手続を行うことと

なります。今年度、面談の対象となったお客様は５３件で、そのうち給水停止措置に至ったお客

様は１１件です。現在は２件になっております。南部町水道事業といたしましては、この制度を

活用しながらお客様の使用量納入促進に努めてまいりますので御理解をください。

次に、公営企業法３条には、企業の経済性を発揮するとともに本来の目的である公共福祉を増

進するよう運営されなければならないと規定されているわけでありますが、この公共の福祉の増

進のために一般財源を繰り出すべきであるということでございます。地方公営企業は、企業性の

発揮と公共の福祉の増進を経営の基本原則とするものでありまして、その経営に要する経費は経

営に伴う収入をもって充てる独立採算制が原則とされています。しかし、地方公営企業法上では、

その性質上、企業の経営に伴う収入をもって充てることが適当でない経費、あるいはその公営企

業の性質上、能率的な経営を行ってもなお、その経営に伴う収入のみをもって充てることが客観

的に困難であると認められる経費などについては、補助金や出資金などの方法により一般会計等

が負担するものとされており、この経費負担区分ルールについては、毎年度、繰り出し基準とし

て総務省より通知をいただいております。例を挙げますと、公共消防のための消火栓に要する経

費や、簡易水道の建設改良に要する経費がこれに当たります。南部町においても、この基準に沿

った繰出金として、簡易水道の建設改良に係る企業債の元利償還額に対しては繰り出しが行われ

ている状況です。このように、繰り出し基準に示される経費に対する繰り出しが基本であり、そ

れ以外の経費については経営に伴う収入をもって充てるということが原則であります。南部町水

道事業においては、その目的である給水サービスを将来にわたって持続していくために、事業の

基盤である給水収益により運営を行い、財政上必要がある場合には、使用料改定により財政基盤

の安定を図っていくことを基本に考えておりますので、御理解をお願いします。

最後に、南部町の水道事業会計は平成２４年度決算数値で４１８万２，８０１円の赤字となっ

ており、配水管など施設の老朽化、破損に対応する修繕費さえも確保が困難な状況であります。

このような財政収支の状況は、水道事業に危機的な状況をもたらしかねないと懸念されますし、

町民の皆様の水道事業への信頼を損なうものと考えています。今後、給水人口が減少し、給水収

益もそれに伴い減少していくことが見通される状況の中でも、町民の皆様に安心して水道を利用

していただくためには必要な予算規模を確保するために、事業の運営基盤である水道料金の改定

が必要であると考えますので、その旨御理解をいただきますようにお願いいたします。以上でご

ざいます。

先ほど御答弁を申し上げました２４年度水道事業会計決算の減価償却費のとこ、ちょっと間違
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えておりましたので、数字の訂正をお願いいたしたいと思います。平成２３年度決算ではという

ところで、１億８，０００と読んだようでございますけども、８，１１７万４，１０７円に訂正

をお願いします。そして、２４年度決算では、減価償却費が８，６２９万２，６６９円で、事業

支出１億、ここを８，３５２万５，３１６円と読んだようでございますけれども、１億８，３５

２万５，３１６円の誤りでございます。おわびを申し上げます。訂正よろしくお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） それでは、再質問していきますが、まず災害復旧の関係で、７月

１５日から１０月２５日までの全体の被害箇所が農地で１５０カ所、農業用施設が７０カ所、そ

のうち町の予算づけができたところが農地で５３カ所、農業用施設で６カ所、それ以外に国の補

助対象で４０万円以上の被害があったところが農地で７カ所と施設で３カ所という、国の補助が

ついたというふうに私は説明を受けたと思うんですけど、その確認をよろしくお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 建設課長、頼田泰史君。

○建設課長（頼田 泰史君） 建設課長でございます。国のほうに申請しました箇所数でございま

すけども、農地災害が１２カ所、農業用施設災害が７カ所、合計１９カ所ということでございま

す。よろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） 全体、４０万円以上の補助対象になるのが農地で４０カ所と、農

業用施設で１０カ所で、そのうち申請されたのが農地で１２と施設で７、こういうことでよろし

いでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 建設課長、頼田泰史君。

○建設課長（頼田 泰史君） 建設課長でございます。言われたとおりでございます。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） 私はこの状況を見まして、先ほどちょっと町長が、町の単独災分

を軽減するということをおっしゃったんですけども、これはどういう意味でしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。単独債の負担を１５％ということに定めているわけ

ですけれども、質問いただいたように住民税の非課税世帯と課税世帯が一緒ではいけんのじゃな

いかというような御指摘もあり、御要望もいただいておりまして、この非課税部分について、非

課税世帯分について何らかの対応をしたいというぐあいに考えているということです。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。
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○議員（５番 植田 均君） 一つ前進があって、私も大変、質問して。ですけど、現状は大変

厳しいんですよ。１５０カ所農地があって５３ですからね、約３分の２が残っているわけです。

農業用施設に至っては１割も行ってないわけですね。ですから、これをもっともっとどういう方

法があるのか、今、相談をされて、特徴的な、こうしてこういうことを役場がやってくれるとあ

りがたいがなというような話を担当課としては聞いておられるんじゃないでしょうか。ちょっと

その辺をヒントにしながら、この問題を解決していく方向を考えていきたいんです。

といいますのは、町長は７月２９日付で、長い目で見れば地域全体の財産、さらに発展させれ

ば国の財産という農地、山林などを、大切な資産を受け継いでよい状態で後世につなげていくこ

とが地域社会で共通の価値観として共有されるようにならなければ、あっという間に荒廃して住

む場所がなくなってしまう、こういうふうに、これは職員の皆さんに向けて、皆さんも受け取ら

れると思いますけれども、町長はこういう認識でおられるので、そういうところから出発して知

恵を集めればと思うんですけれども、担当課、いかがですか。

○議長（青砥日出夫君） 産業課長、仲田憲史君。

○産業課長（仲田 憲史君） 産業課長でございます。先ほど申し上げましたように、災害復旧事

業で５３件、応急で６件ということで、それぞれの農地、農業施設のほうが本来持つ、そういっ

た機能回復をいたしております。この中で４０万円以上の方が、本来でしたら公共のほうで御案

内をさせていただいた中で、工法等々がマッチングしなかったということもあって、手おろしを

された方、そういう方々、この事業で８件申請をしていただいております。今まで全く、先ほど

の町長答弁ありましたように、激甚災に指定をされなければ、４０万円以下のものについては、

全く個人の支出でもって、それぞれ農地、農業施設を復旧していかなければならない、そういう

ような状況に今まであったわけでございます。

しかしながら、このたび町単独でこの事業を立ち上げまして、私ども産業課に来ていただく、

申請に来ていただく方々につきましては、大変こういった事業を立ち上げてくれて本当に助かっ

ているということをおっしゃっていただいております。

今後につきましても、先ほどの答弁にもあったかと思いますが、２６年度予算にもぜひそうい

った農地、農業施設が仮に被災した場合に、早急にその機能を復元できるよう、予算の計上を、

今、財政のほうにお願いをいたしておるところでございます。大切な農地、農業施設でございま

すので、町としては全力で守っていきたいと、そういうように考えておるところでございます。

以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。
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○議員（５番 植田 均君） それでは、今、具体的な努力については今後を待ちたいと思いま

すが、私は今度の最後の３つ目の質問の中で、国が今やっています国土強靱化という法律ができ

たんですけれども、この前の参議院選挙でも盛んに自民党の候補者は国土強靱化ということを言

っておられました。そういうことで具体的に大都市圏に大きな港湾の整備だとか環状道路だとか、

そういうことが計画がやられようとしております。

そして、一方で、震災復興の支援の法人税を来年４月からやめてしまうというようなことを政

府が決めてしまいまして、それで、その一方で、国際競争力ということを、大企業がそういう力

を持たないと世界での経済の中で日本の企業は生き残っていけないということが錦の御旗になっ

ているわけですけれども、世界は同時にそういう状況が先進国病として大きな問題となっており

まして、２０１０年のＧ２０のＥＵ首脳会議で、ドイツとフランスが法人税の最低税率の導入と

いうことを共同提案いたしました。

そしてまた、国際的な人件費引き下げ競争をやめさせるルール、グローバル競争の激化のもと

で国際的な人件費の引き下げ競争をすると、本当に人間がぼろぼろ、使い捨てにされると、こう

いうことはまともなあり方ではないというので、そういう話し合いが今始まっております。

私は地方が財源を確保するというのは無駄な今の安倍政権でいえば国際競争力の名のもとに復

興法人税の取りやめだとか、そういうことを全部、安倍さんにしてみれば、大企業がお金をもう

ければそのおこぼれがやがては回ってくるという、古い、もうだめなことが証明された経済理論

によって成り立っているんですけれども、それを地方が本当に地方の主権を確立することが、同

時にそういうおかしな方向を正すっていうことに間接的につながることだと思うんですが、町長

はその点いかがお考えでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。国土強靱化については自由民主党の選挙公約でござ

いまして、東日本震災を受けて災害に強い国土をつくっていくということで、それはそれで結構

なことではないかと思っております。

今回、災害査定の前に、初めて国の査定官に面談して、この災害査定の要望をする機会をつく

ってもらいましたけれども、その査定官の口からも国土強靱化ということが出まして、原形復旧

が原則ですけれども、同じことを繰り返してまた流れたら同じことになりますよと。したがって、

国は国土強靱化という観点に立って、改良というようなことをセットで災害復旧事業に考えてい

きたいということをおっしゃった。★牛の寺谷川ですけれども、これは一定災というような、破

格といいましょうか、特別の扱いをいただいて、ほとんど全額国費で改良計画も入れて復旧をさ
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せていただくことになったわけであります。

国土強靱化は、先ほどおっしゃったように港湾や道路ばっかりではなくて、このような災害復

旧の考え方にも生かされておるというように思っております。どのように思うのかということで

すけれども、国土強靱化を図っていかなければならないというように私は思っております。特に

災害の多い我が国でありまして、そういう意味からもはっきりと明確にこれを掲げて、国民の合

意のもとで国土強靱化にしっかり取り組んでいくべきだと、このように思っております。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） そうしますと、強靱化計画は２つの面を持っているということが

言いたかったんで、町長とはなかなか意見が合わないとこもあるのは仕方がないと思っておりま

す。

水道料金のことについて質問しますが、まず、１２月議会に提出する予定だったけれども、十

分議会に論議をするだけの提案の中身でなかったというふうな認識に私は聞こえましたけれども、

それでよろしいですか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。１１月の１３日に答申をいただき、それから、１９

日に議運があって、議運にお願いしとかんと１２月議会での御審議の段にはならんのだという日

程的なことがあって、少しあせって提案予定ということにしておりましたけれども、この答申が

悪いということではないわけですけれども、改めて答申をいただいた議事録などを読んでみます

と、いわゆる公共料金審議会を行って水道事業会計に資するような、水道事業会計の改善に資す

るような答申でない、はっきり言いますと水道事業の収益が減る、そういう答申についての疑問

の意見を出されている委員さんもございました。そういう議事録もじっくり見させていただきま

して、これはもう一遍、答申といいましょうか、答申を受けた執行部の原案というものを作成し

て、公共料金審議会に御相談を申し上げて、その後に議会にお示しをし、御理解を得るように努

めんといけんのではないかというように考えました。

結局、２３年度の答申でいただいたのは旧西伯側と会見側の料金の構成が違っておりまして、

この土俵をそろえていこうということで２３年度は答申をいただいたわけであります。その土俵

をそろえる中で、結果として会見側は料金が下がった、西伯側は料金が上がった、こういうこと

になったわけであります。水道事業会計にはあんまり資するとこがなかったということでありま

す。

今回、さらに答申をそのまま実行いたしますと、水道事業会計がマイナスになると、赤字答申
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だということでございますので、土俵をそろえるための赤字は、これはやむを得んにしましても、

二度も引き続いて赤字になるような答申ではぐあいが悪いのではないかというのが私の考えであ

ります。先ほど言いましたとおりでありまして、今後改めて執行部原案というものをちょっとつ

くりまして、もう一度御相談をさせていただきたいと思っております。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） 先ほど企業債についてですけれども、企業債については、地方公

営企業法の２３条に、国は地方公営企業の健全な運営を確保するため、必要があると認めるとき

は地方公共団体が地方公営企業建設改良に要する資金に充てるため起こす地方債の償還繰り延べ、

借りかえ等につき、法令の範囲以内において、資金の事情が許す限り特別の配慮をするものとす

るとなっておりますが、先ほど企業債の借り、上水道全体で１１億３，５００万余り、それから

簡易水道で３億８，８００万、これだけの起債残があるわけですけれども、国に高い分借りかえ

させろということをなぜ言えないでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。やいのやいの言ったあげく、その結果として５％以

上のものについては借りかえを制度ができたということであります。黙っておったわけではあり

ません。何度も言わせていただいて、こういう結果になっております。これも相当いろいろ条件

がありまして、単なる高いので借りかえを認めるということではなくて、経営改善ができておる

のかとか、合理化ができておるのかというようないろんな難しい基準があって、それをクリアし

たところに繰り上げ償還を認めるというようなことになっております。

先ほど申し上げたように、現在はもう５％以上のものはございません。全部以下になっておる

ということでございますので、御理解いただきたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） 市中金利から考えたら、この額が大きいだけに利息がすごいです

よ。１１億と３億８，０００万ですから、１４億ぐらい、１５億ですか、１５億です。これに平

均３％としましょうか、すごいですよね。私は、何ていいますか、地方公営企業法という法律で

一方で縛っておいて、政府系の金融機関が、高利貸しとまでは言いませんけども、高利で利益を

吸い取ってるんですよ。これはもっと強く言ってもいいと思いますよ。私はそのことをもっと、

よその他町村も困ってられるんじゃないでしょうか、一緒になって頑張っていただきたいという

ことを言っておきます。

それから、西伯町時代に町長は、簡易水道の基本料金は施設分として払ってもらったんで、そ
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の分が簡易水道の高い理由だと、大まかに言ってしまえばそういうことが言えるんじゃないかと

思いますけども、もしそうだとするならば、何ていいますかね、同じ水道、同じじゃないかもし

れんですけども、水源は違っても同じ町に住んどって、そういう何ていうか、物すごい額差です

よ。町長が西伯町長時代にそれを統一してこなかったというのはどういうことなんですか。その

辺がよくわからないです。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。何度もこの場面でお答えしておりますけれども、簡

易水道事業は中山間事業とか、農村総合整備モデル事業とかさまざまな事業によって、あるいは

またもっと前のは部落で出役でつくられたというような水道もあるようでございます。そういう

歴史といいましょうか、生い立ちが違っているということから、上水と一緒になるということに

はなかなかならなかったわけであります。

ただ、合併を契機に、簡水は非常に高い料金で飲んでいただいているわけですので、これでは

よろしくないのではないかということで、２３年度の公共料金審議会の折に、２５年度に簡水料

金を西伯の上水料金と合わせなさい、下げなさいという答申をいただいております。それを今年

度ぜひやりたいものだという思いもございまして、今回の答申でもそういう答申をいただいてお

りますけれども、できるだけ速やかに簡水の高料金対策というものをやりたいと思っております

ので、またよろしくお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） 私はここに会見町誌というものを持ってまいりました。ここに水

道の沿革が書いてあるんですよ、旧会見の。これ少し、たったこんだけのものなんですけども、

全部読むと時間がなくなってしまいますので、会見地区簡易水道事業は四、五年以内の周期で拡

張と統合を繰り返し、また国の補助事業をうまく活用しながら、まさに理想的に簡易水道事業を

拡充、発展させてきたと言っても過言ではない。この間には諸先輩方の水道事業に取り組む並々

ならぬ努力と苦労の跡がとってうかがえる。また、会見町の団結力のよさも特筆すべきで、今日、

簡易水道事業では鳥取県のみならず全国的に施設の乱立を招き、維持管理の不適切性と施設の老

朽化が最大の課題となっており、その対策として統合が叫ばれつつも諸事情により遅々として進

まない現状を鑑みれば、会見町民と行政はともに誇れる成果をなし遂げたと言ってよいと、こう

いうふうに、最後の後段だけだったですけれども、この中には滝山水源を岸本から買ったという

ことも書いてありますし、本当に今回の答申の中身に書いてある、私は池野鶴田の簡易水道、会

見地区の上水道と、今、これ会見上水道と言ってますけど、私は会見はまだ簡水だというふうに
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思ってるんですよ。これはちょっと私、個人的な認識ですけど、というのは会見は滝山水源から

水をとっておりますが。それを使っておって、諸木水源が東西町へ、それから朝金水源が、今、

馬佐良を通って落合へ行こうとしてますけども、これは管路としてはつながってないんですよ、

というのが私の認識です。

私は今回の答申を見て、改めてにわか勉強をしまして、少し加入金の取り扱い、貸借対照表で

見ますと、剰余金の中のハの工事請負費１億９，４００万余り、これについて、これは工事を引

き込まれるときに分担金、予約とか加入金とかって、あれを資本としてためたものですね。

○議長（青砥日出夫君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。そうです。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） この加入金については一般の企業会計原則では収益的収入に上げ

るべき性格のもんだというふうに、私、ちょっと勉強させてもらいまして、だけども、全国多く

の自治体でこの間違いを犯しているところが多くあるんだそうです。

それで、なぜそうなるかというと、地方のこうやって連続性を持って対前年比何ぼというよう

なことをやろうとすると、簡単に変えれないですよね、前年を踏襲しないとおかしなことになっ

てくるから。だけれども、本来はそういう資本ではなくて収益だと、もしこれを収益のほうに持

っていきますと、赤字という今の最終損益計算書のところの△が黒字になるんですね。本当なん

ですよ、本当ですよ。そういう私は指摘をしておきたいと思います。

そして……（発言する者あり）わかりますか、じゃあ、その点。

○議長（青砥日出夫君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。その点につきましてはちょっと調べたいと

思いますけど、私といたしましてはそうだとは思えないと思っております。ちょっと勉強させて

ください。

○議長（青砥日出夫君） 植田議員、時間がありませんのでまとめてください。

植田均君。

○議員（５番 植田 均君） まだ……（発言する者あり）

一般会計から企業会計に先ほどの繰り出し基準で繰り入れるべき性質のものが、私は入ってな

いものが何ぼかあると思うんですね。例えばさっきの７月の豪雨で起債しましたね。あの起債は

水道会計で起債しましたね。ああいう災害に対しては一般会計から繰り入れてもいいわけですが、

そういう性質のもの、こういうものが拾い上げれば幾つかあるのじゃないですか。災害の起債に

－７８－



ついては繰り上げ基準で繰り入れられますね。

○議長（青砥日出夫君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。災害費につきましては、国の補助と、それ

と起債と、若干の単独、端数がありますので、それでやっていきたいと思いますので、そういう

ふうにたしか８月の予算で説明したと思います。

○議長（青砥日出夫君） 植田均君。

○議員（５番 植田 均君） これはちょっと住民の方から、会見の住民の方からぜひ聞いてほ

しいということで言われたんですけれども、会見の水道料金というのは、先ほども言ったように、

本当に頑張ってこられたんですよ、先人たちが。それで、すぐすぐ統一せないけんのか、こうい

う素朴な声があるんです。私は先ほどから会計の問題もいろいろ指摘しているのは、低位均一化

をしていく方向でしか住民の理解は得られないということをぜひ言いたい。それを言って、質問

を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 以上で５番、植田均君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 続いて、３番、米澤睦雄君の質問を許します。

３番、米澤睦雄君。

○議員（３番 米澤 睦雄君） ３番、米澤でございます。本日、私が７番目の質問者ということ

でございまして、執行部側も議員さんも非常にお疲れだと思いますけども、あともう少しお時間

をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

私は期日前投票所の会見地区への設置について質問いたします。期日前投票所の会見地区への

設置につきましては、会見地区の住民から非常に強い要望がございます。以前よりも何度も同僚

議員から質問がありました。選挙管理委員会は、合併当初には投票の正確性及び距離の中立性、

そして、本年６月議会におきましては、会見地区での期日前投票所の確保の困難性、これは秩序

維持、閉鎖環境ということでございます。それから投票管理者、それから投票立会人、事務従事

者の確保の苦慮、投票用紙や投票箱の管理に大変な神経を使うなどの理由により、現在の１カ所

で正確な投票管理をしていきたいとの回答でございました。しかしながら、会見地区の住民の中

には会見地区への期日前投票所の設置を熱望している方がたくさんございます。

そこで、お伺いいたします。まず、第１点目でございます。合併時、一番の問題でありました

紙ベースによる選挙人名簿の照合方法から、現在はコンピューターシステムによるオンライン確

認が可能となり、二重投票のおそれはなくなったところでございます。さきに６月議会で植田議
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員の質問に対します回答では、あと残る問題といたしまして、期日前投票所の確保の困難性、投

票管理者、投票立会人、事務従事者の確保の苦慮、投票箱、投票用紙の管理などでございます。

いずれも、これは選挙管理委員会の姿勢の持ち方で、私は解決する問題だと思っております。多

くの会見地区住民が熱望しているこの問題に対しまして、行政サイドの考え方で押し通されるの

か、住民サイドに立って課題解決に向けて努力をしていく考えがあるのかないのか伺いたいと思

います。

第２点目、距離の中立性についても、これは全く行政サイドの考え方でございます。会見地区

に期日前投票所が開設されれば、会見地区の住民や西伯地区の一部の集落の住民にとって通勤の

帰りに投票ができますし、近くに住まいするお年寄りにとっても大変便利になります。期日前投

票所をふやしたから投票率が上がるとは考えにくく効果も薄いということでございますけれども、

これも全く行政サイドに立った考え方でございます。ぜひとも住民サイドに立って考えていただ

きたいと、住民サイドに立って考えれば、西伯地区、会見地区の２カ所に期日前投票所があり、

どちらに行ってもよいというほうが住民にとっては理解しやすいと考えます。問題は、いかに住

民が投票しやすい環境づくりをするかでございます。

以上、選挙管理委員会のお考えをお尋ねいたします。ぜひとも前向きな回答をお願いしたいと

思います。

以上、壇上からの質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 選挙管理委員会委員長。

○選挙管理委員会委員長（丸山 計信君） 私は選挙管理委員会委員長、丸山と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。先ほど米澤議員より御質問いただきましたのでお答えをしたいと思

います。

まず、質問事項といたしまして、１、期日前投票所の会見地区への設置について、質問の要旨、

１、期日前投票所の増設に向けて、投票の正確性、場所の確保、人員の確保という課題を解決に

向けて、努力していく考えがあるかを問う。２、住民が投票のしやすい環境づくりを考えるかを

問う。以上、２点の質問要旨でございました。

期日前投票所の会見地区への新設については、これまでも何度も議会で御質問をいただき、本

年６月にも同僚議員からの御質問に回答させていただいたところでございます。選挙管理委員会

では、期日前投票所の数は合併時に１カ所に決定し、以来９年間多くの選挙を行ってきましたが、

投票結果、投票率に悪い影響を及ぼすほどのことはなく、順調に利用していただいております。

利用者もふえつつあるものと分析をしており、大多数の町民の方に御理解をいただいているもの
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と考えております。

確かに、１カ所に決定した当時の主な理由である、紙による選挙人名簿の照合方法のために二

重交付の危険性があるという理由は、システムで受け付け、交付確認が現在はできるようになり、

防げるものとなりました。しかしながら、別の問題として、経費の問題、場所の問題、人員の問

題、安全の問題など、困難があることをこれまでにも申し上げておりますし、それらの問題は簡

単に解決できないという考えは変わっておりません。

大きな問題として場所の問題ですが、秩序が保持できること、物理的に閉鎖できることなどの

条件を満たす公の建物は天萬庁舎しか見当たらず、しかも、エレベーターを利用した２階の会議

室を利用するしかないと考えております。しかし、県知事選挙、参議院議員選挙のように１６日

間の長期間にわたる期日前投票として専用確保となると、行政事務及び公民館活動などに多大な

影響を与えるものと推察されます。

確かに、住民の立場で考えると、近いところに期日前投票所がふえると便利だと考えられる方

もあるかもしれませんが、選挙は基本的に選挙期日当日であること、また、当日は期日前投票所

よりさらに近くに投票所が設けられ、町内９カ所に投票所を設置し、投票にお出かけやすい環境

づくりに配慮していることからも御理解いただけるものかと思います。

南部町になり町の面積が広くなったことから、プラザ西伯を遠くに感じられる方もあるかと思

いますが、プラザ西伯は大木屋、八金、池野地区などからの距離を考えたときに同じような距離

にあり、地理的に中央になることからも最も適しており、自家用車及びふれあいバスの利用で距

離的なものは解消できるものと考えております。

そもそも、公職選挙法第４４条第１項において、選挙人は選挙の当日みずから投票所に行き、

投票しなければならないと規定されているとおり、町内９カ所に設置してあります投票所で投票

日当日に投票することが原則であり、期日前投票は、さきに申しましたとおり、当日都合の悪い

方に投票機会を確保するための制度であることを御理解いただきますようお願い申し上げます。

期日前投票の投票率は、制度ができた当初は１０％程度でしたが、全国的にも年々ふえ続け、

ことしの参議院選挙では過去最高の投票者数となりました。しかしながら、最終投票率は全国的

にも過去３番目の低さで、南部町でも参議院として過去最低の投票率になりました。すなわち、

過去最高の期日前投票者数が最終投票率を上げることに結びついていないという残念な結果にな

っております。選挙管理委員会としましては、期日前投票制度を周知し、投票の機会が確保され

ていることを有権者の皆様にお知らせするとともに、また、明るい選挙推進協議会と連携して、

少しでも投票に出かけていただけるよう啓発に力を入れていくことが、全体の投票率を上げてい
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くことにつながっておるものと考えておる次第でございます。

投票所をふやせばミスにつながるリスクがふえることは間違いないわけでございますので、選

挙の正確な管理、執行を行う立場にある選挙管理委員会といたしましては、少しでもリスクの少

ない、確実で迅速な選挙の管理、執行が務めだと思っており、それが町民の利益にもつながるも

のと考えておりますので、現状で御理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。以上

で答弁とさせていただきます。

○議長（青砥日出夫君） 米澤睦雄君。

○議員（３番 米澤 睦雄君） 先ほど答弁いただきましたけれども、全く行政サイドの考え方一

辺倒であります、はっきり申し上げまして。６月議会の答弁と何ら変わりがないということでご

ざいますが、６月議会で植田議員が質問された後、選挙管理委員会はこれだけ会見地区の議員か

ら何回も期日前投票所を設置してほしいという要望が、質問が出てるんですけれども、植田議員

の６月議会の質問の後、選挙管理委員会の中でそういう話をされたでしょうか。お伺いいたしま

す。

○議長（青砥日出夫君） 総務課長、加藤晃君。

○総務課長（加藤 晃君） 総務課長でございます。今回、米澤議員のほうから御質問いただき

ました。前回、植田議員のほうから質問がありまして、そのときに選挙管理委員会の総意かとい

うこともございましたので、今回については答弁の内容を委員会のほうで諮っております。この

中では４名の委員さん全てこの意見で異議はないということでございましたので、お伝えしてお

きます。

○議長（青砥日出夫君） 米澤睦雄君。

○議員（３番 米澤 睦雄君） 私も合併時におきましては行政職員でございまして、その当時は

先ほど委員長がおっしゃいましたように紙ベースによる照合ということで、非常に二重投票の危

険性があったということで、私も期日前投票所を２カ所設置することは難しいと、危険が大きい

ということで、私も１カ所の設置には納得をしとったところでございます。ですが、今現在、オ

ンラインシステムによる照合方法です。二重投票の危険性はなくなりました。

先ほどおっしゃいましたね、残りは投票所の確保の困難性、それから投票管理者、投票立会人、

事務従事者の確保、それから投票箱、投票用紙ですか、の管理ということでございますが、投票

所の確保の困難性ということでございますが、今現在、実際にこれは第１投票所といいますか、

会見地区の天萬庁舎で行われてると思いますけれども、天萬庁舎の入り口を入ってすぐ右側のと

ころだと思いますけれども、選挙管理委員会が本当に住民のことを考えてやるんだったら何ぼで
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もできるじゃないですか。それは、そこにいわゆる、どういいますか、管理ができないとか、そ

れから何でしたかいね、秩序保持、閉鎖環境ですか。町に頼んでドアつくってもらったらできる

ことじゃないですか。簡単なことですよ。いかに住民サイドに立つかっていうのが大事なことな

んですよ。ですから、投票所の確保の困難性ということは、そこを投票所にするところを、例え

ば今の技術だったら幾らでもできるでしょう。期日前投票所にしたときはドアを閉めて、ふだん

はドアを取って開放するというようなこともできると思うんですよ。要は考え方なんですよ。

それから投票管理者、それから事務従事者の確保、これも行政の努力によってできるんですよ。

私は行政職員出身ですよ。できます、これは。それから、投票立会人の確保が困難、それもでき

ます。投票立会人が確保できないということになれば、それは行政の怠慢ですよ。幾らでもでき

ます。

そういうことで、ぜひとも会見地区の住民というのは本当に熱望してるんですよ。その辺につ

いて、もう一度お考えをお尋ねしたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 総務課長、加藤晃君。

○総務課長（加藤 晃君） 選挙管理委員会事務局長です。先ほど投票所の確保の関係、それか

ら閉鎖性の関係、あるいはオンラインの関係等ございました。あと立会人の確保、事務従事者の

確保という点で難しいということでお答えしてるわけでございまして、それについて再度お答え

したいと思っております。

投票場所につきましては、先ほど想定されるんであれば天萬庁舎の２階ということを申しまし

た。１階は選挙当日の選挙のことがございますので、前日の準備の関係ですと、当日、選管、期

日前をそこでやってることは非常に準備の関係で不都合ございますので、別の場所になるんであ

ろうと思っております。従来は公民館ございまして、公民館のほうで選挙やっとったわけでござ

いますから、そういうこともできたわけでございますが、やはり同じ場所ではできないだろうと

思っております。

人員の関係については、立会については現在公募しております。皆さんのほうにお知らせして、

手を挙げていただく方を出してもらって、その方を任命しているということになります。従来は

シルバーのほうに頼んだこともあったようでございますが、やはりその確保が難しいとこでござ

いまして、広く住民の皆様に声かけをしてやっていただく方を募集してると。ただ、なかなか募

集については、期間的なこともございますけども、今、大体ぎりぎりで埋まってる状態、１カ所

ふやせばちょっと難しいだないかということは考えております。

特に一番のネックになっておりますのは職員の配置の関係でございます。確かに、大きいとこ

－８３－



ろ、市とかそういうところでは臨時職員を雇ってやってるところございます。単純に臨時職員を

雇えばやれるんじゃないかということがございますけども、選挙の確実性とそのことを担保する

ためには、やはり職員というのがやっていかないけんじゃないかと思っております。そこが大き

く違うためやないかと思いますが、現在の約１００名の職員の体制の中に、１５日間朝８時半か

ら夜８時まで、これを３人張りつけないけんわけでございまして、それを今度は２カ所になれば

６人になります。約５％以上の職員が常時日中、あるいは時間超えますけども、その時間を拘束

する格好になりますので、なかなか長期間にわたっての人員の配置が難しいと、ここが一番大き

なとこでございます。

オンラインにつきましては、先ほど申しておりますように、従来は紙ベースでございましたの

で、これは複数設けますとタイムラグができますから、どうしてもその間で二重投票の可能性が

ございますからだめだったわけでございますけども、現在はその確認についてはコンピューター

で管理しますので、それについては問題ないということでございます。

その点から総合的に考えまして、確かに米澤議員さんが言われますように、投票の機会という

のは場所をどんどんふやせばいいということは、それは誰でも思うわけでございますけども、や

はりそもそも本来の期日前投票のあり方というのから考えていただいて、やはりこれは誰でもが

できるものではないということでございます。あくまで、行政サイドの話かもしれませんが、法

律上これは当日投票に行けない方に対しての便宜を図る制度でございますので、そこを御理解い

ただきたいと思っております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 米澤睦雄君。

○議員（３番 米澤 睦雄君） 私は当日の話をしているわけでございません。期日前の話をして

おります。期日前に期日前投票所をしたいけれども、プラザ西伯じゃ遠いと、会見地区にあった

らいいなという人のための話をしているんですよ。

先ほど場所の問題をおっしゃいました。期日前投票は夜の８時までですよね。そうしたら、こ

れちょっと職員の方には非常に大変かもしれませんけども、８時を過ぎたら次の日の選挙の用意

をできるんじゃないですか。それから人員配置、これも３名、３名で１日に６名ですか。これも

みんなが仕事を工夫すれば何ぼでもできるんじゃないんですか。そういうことで私に回答されて

も私は納得できませんよ。総務課長。その辺についてもう一度答弁お願いします。

○議長（青砥日出夫君） 選挙管理委員長、丸山委員長。

○選挙管理委員会委員長（丸山 計信君） 事務局長が申し上げましたことについての回答、重複

するかもしれませんけど、一つちょっと絞らせていただきまして、人員確保の件についてちょっ
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とお答えをしたいと思います。

御質問の中身の背景としては、いわゆる行政サイドということも大事だけど、住民サイドとい

うふうな気持ちで質問いただいたと思いまして、その人員確保の件でございますけど、確かに、

例えば人員確保の中では具体的には投票管理者、あるいは代理者、あるいは立会人の方、あるい

は事務従事者の方等々、それがいわゆる町内の有権者の中から選んでもいいというふうになって

おります。したがいまして、仮にそういう方がいらっしゃいましたら、選挙管理委員会として選

定させていただくわけでございます。今現在実行しておりますのは、御質問にございましたよう

に、そういういわゆる行政サイドと申しますか、ちょっと私はその点はっきりはしかねますけど、

そういう形で、仮にです、住民のほうからということになれば、そうした選挙管理委員会としま

しては、投票管理者が住民の方であれば、それについての任務だとか、あるいは心構えとか、あ

るいは公正ができるか、あるいは迅速ができるか、そういったもろもろのことについてある程度

行政サイドのほうがスムーズにいけばいくのではないかと思うんですけど、もちろん住民サイド

の方も堪能の方がいらっしゃいますので、それについては幾らかの助言、説明、指導、それがき

ちんとできればというふうな気がいたしております。

ちょっと補助的な回答でございました。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 米澤睦雄君。

○議員（３番 米澤 睦雄君） 私が先ほど総務課長に話ししたのは、あくまでも行政の職員でや

ってくださいいうことでそういう話をしたんですよ。１日に６人、できますよ。実際に隣の伯耆

町やってるじゃないですか。私はできると思います。そういうことで、私から見れば非常に逃げ

口上に聞こえる、そういうんじゃなくて、やはり本当に会見地区の住民が熱望しているわけです

から、それに応えるのも行政じゃないんですか。

それから、距離の中立性についてという話はございます。これはあくまでも地図上の問題でご

ざいます。合併前には、西伯地区の中心地は法勝寺であり、会見地区の中心地は天萬地区でござ

います。実態を考えてほしいと思います。

会見地区の住民の中には、合併がなかったらこういうことはなかったんだよと、そういう声を

出す方がたくさんいらっしゃいますよ。私の考えでは、やはり両方にあるのが自然だと私は思い

ます。ぜひともそういうことを考えて、私はいただきたいと思いますが、その点については、委

員長、どうでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 選挙管理委員会、丸山委員長。

○選挙管理委員会委員長（丸山 計信君） 委員長でございます。今、質問の中に伯耆町、具体的
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な例が出て、ボランティアで投票の期日前投票を執行しているというふうなお話がございまして、

私も間違っておったらお許しいただきたいと思いますけど、県内の１９市町村におきまして、伯

耆町１カ所はいわゆるボランティア、言葉がちょっとはっきりしかねますけど、そういうぐあい

に聞いております。本町の場合は、今現在行っております中では、立会人の方が、ボランティア

といいますか、公募の形でお仕事をしていただいております。あとの投票管理者あるいは事務従

事者の方は従来どおりの方でお世話いただいております。

そして、御質問いただきましたこのことについての総合的な場所、あるいは期日前投票所の増

設についてお尋ねがございましたけど、県内の情勢あるいは町内の選挙管理委員会についても十

分配慮しながら検討してみたいとは思っておりますけど、今の段階では現在行っておりますのを

続行していきたい。こういうふうに思っておるところでございます。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 米澤睦雄君。

○議員（３番 米澤 睦雄君） 何回お話ししても、これはどうしてもすり合うところはないとい

うふうにはどうも考えますけれども、ただ、委員長にしっかりと把握をしていただきたいことは、

前回、植田議員が質問されて、今回、私がするということ、非常に会見地区では期日前投票所を

天萬につくってくれということは熱望されてるんですよ。だから、私もこれをしてるんです。住

民が何を求めているかということは、やはり行政としては常に考えていただきたい。町民あって

の行政ですよ。その辺のことはよく考えていただきたいと、私は思います。

それから、どうも委員長と話をしてもなかなか平行線でございますので、最後に町長に質問し

たいと思います。

会見地区でよく出る、私にですけども、よく出る質問に、西伯ばっかりで事業しているという

声があるんですよ。これは施策の結果が、目に見える普通建設事業ですね、これがたまたま合併

前のインフラ整備の関係で西伯に集中していると、会見地区では天萬寺内線、それから会見第二

小学校の改築問題ございましたけれども、住民の目にはいわゆるソフト事業とか目に見えない事

業は余りわからないと。

○議長（青砥日出夫君） 米澤議員、通告がありませんので端的に。

○議員（３番 米澤 睦雄君） いや、質問の前段ですよ、これ。（発言する者あり）いやいや、

そういう話が出てるんですよ。ですから、やはり住民にはなかなか理解しにくいところがあると

いうことでございまして、そういう住民の方に対しても、それは住民にとっても行政にとっても、

これからの南部町の諸課題の解決をするには住民の協力がぜひとも必要であるということでござ

いまして、特にこれは会見地区の住民でございますけども、やはり住民が行政を信頼していく、
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そういう信頼感を醸成することが、私は必要であると思います。これからの南部町のためにも、

私はこれは非常に重要だと思います。そういう観点からも、そういう会見地区の住民の要望があ

るのなら、やはり少しは考えていただきたいと私は思いますが、どうでしょうか。（発言する者

あり）

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。投票所の件につきましては、私は選挙管理委員会の

御判断で、私はどうこう言う立場ではないというように思っております。

せっかくの機会でございますので、私のほうからも投票所以外のことでちょっとお話をさせて

いただきます。

合併については、合併協議会でさまざまな事業について協議をして、最終的に合意がまとまっ

てこの合併がなし遂げられたということでございます。私は合併協議会の会長をしておりました

ので、それを進めてきた責任として町長選挙に立候補いたしまして、合併協定で定めたことにつ

いて責任を果たしてまいったつもりであります。

まず、ここから先は私の考えなんですけれども、一番最初のやった公共事業が旧会見地区でご

ざいます。それから、この９年間、旧西伯側で新しく建物を建設したというようなございません。

会見のほうで全て新しい建築物は行っております。合併あげくに、選挙の折に、西伯側は１７億

ですか、というようなとんでもないビラが出たりしまして、会見側の方がそういうことで誤った

印象をお受けになったかもわかりませんけれども、私は私なりに十分に配慮をしまして、そのよ

うな取り扱いをいたしております。

会見小学校のプールなんかも、わずか５センチか１０センチ足りんと、距離がですね、という

ようなこともあったわけですけれども、これも新しくさせていただきました。また二小の体育館、

これもなぜ二小の人数の少ないところにあれだけの大きなものをつくらないけんのかと、こうい

う声もたくさんいただいてまいりましたが、防災の拠点というような観点もあって、会見側につ

くらせていただきました。

事業の比較を詳細にしているわけではございませんけれども、私の気持ちの中では会見側に随

分と優先的にさまざまな事業をやってきたと。これはそのまま裏返せば、会見側の基盤整備がお

くれておったということになろうと思っております。同じことをするのにはやっぱり会見側のほ

うからやろうということで進めてきましたので、改めて誤解がないようによろしくお願いいたし

ます。

○議長（青砥日出夫君） 米澤睦雄君。
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○議員（３番 米澤 睦雄君） 私、先ほど町長にちょっと質問投げかけたんですけども、選挙管

理委員会の方針に従うということでございます。ぜひとも選挙管理委員会にはやはり住民のこと

を考えていただきたいと。考えてみればわかるでしょう。会見地区の住民が、例えば賀野地区で

したら一山越えてプラザ西伯に行く、一山越えずに天萬のほうに抜けたほうが早い。それから、

これは西伯地区の一部の住民もそうですけども、会見地区の住民は天萬を通って帰ります。その

帰りに期日前投票ができるとか、それからその天萬近く、三崎でも寺内でもいいでしょう、その

辺の高齢者の方もいらっしゃいます。この方がどうしても期日前投票をせないけんというときに、

自分では車がない、じゃあ、誰かに乗せてもらおうか、非常にその辺でも大変なことになると思

うんですよ。天萬にあれば歩いて行けますのでね。

そういうことから考えても、やはり私は天萬にはぜひとも必要であるというふうに私は考えて

おりますし、会見地区の住民の方からもそういうことに関してぜひとも質問してくれということ

もございまして、今回質問したわけでございますけれども、やはり選挙管理委員会は、今、答弁

をされる限りでは、はっきり言ってもう行政サイド一本やりでございますよ。やはり住民サイド

に立って努力できるところはできるというふうに、私はやっていただきたいと思います。ぜひと

もこの一般質問を踏まえて、もう一遍選挙管理委員会できちんとその辺のことも住民サイドに立

った考え方での協議を私はお願いしたいと思いまして、ぜひともそういうことをお願いしたいと

思います。

以上、私の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） これで３番、米澤睦雄君の質問を終わります。

これをもちまして、本日予定しておりました一般質問は終わります。

⋞ ⋞

○議長（青砥日出夫君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（青砥日出夫君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といた

します。

あす１０日も定刻より本会議を持ちまして、引き続き一般質問を行う予定でありますので、御

参集をお願いいたします。以上、解散します。

午後４時４６分散会
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